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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　白はく髪はつの吸きゆう血けつ鬼きが闇やみを裂さいて躍おどる。

　深い森の暗がりに銃じゆう火かがまたたく。

　銃声の悲鳴が耳を潰つぶし、間近で膨ふくれ上がる炎ほのおの熱波になぶられながらも、幼い姉に抱だかれた玖く式しきショウはその光景を目に焼きつけていた。

　マスクと暗視ゴーグルで顔を隠かくした迷めい彩さい服の集団が、小銃と杖つえをたずさえ散開する。

　構えた杖の先から、目がくらむほどの光と熱が一いつ斉せいにほとばしる。周囲の草木が燃えつき、黒く焦こげた地面から白はく煙えんがたち昇のぼる。

　炎を振ふり払はらい現れた吸血鬼の姿が、かすむ。

　魔ま術じゆつ師しの腕うでが杖ごと宙を舞まった。

　怒ど号ごうと絶ぜつ叫きようが飛び交かうなか、べつの迷彩服が長い札を取り出した。

　御ご符ふを通じて念じる霊れい能のう者しやたち。空間に残留していた霊体が疑ぎ似じ的な質量を帯び、かたわらに実体化する。

　狼おおかみ、蛇へび、鷹たか、巨きよ人じん。さまざまな様相の霊体が、主あるじの命に従い吸血鬼へと飛びかかる。

　漆しつ黒こくの影かげがそれらをくぐり抜ぬけ、貫ぬき手を振るう。

　首筋から鮮せん血けつを噴ふき出し霊能者がくずおれる。

　残されたうちのひとりが、撃うち尽つくした小銃を捨てた。吸血鬼が迷彩服の方へと振り向く。だが逃にげようとはせず、正面から対たい峙じする。

　迷彩服が凝ぎよう視しした空間が、突とつ如じよ、球状に切り取られた。大きく分断された大木がけたたましい音を鳴らして崩くずれ落ち、木の葉が盛せい大だいに舞い散る。

　超ちよう能のう力りよく者しやの背後に無音で現れた吸血鬼が、その胸むな板いたを素す手でで貫つらぬいた。

　弾だん丸がんと魔術、霊能力と超能力が、黒の森のなかで交こう錯さくする。

　吸血鬼が振り乱す白髪が、ときおり幻げん影えいのようにひらめく。

　現実とは思えない光景に魅み入いられていた玖式は、唐とう突とつに真理を理解した。

　敵かなわないのだ。

　魔術師でも霊能者でも超能力者でも、科学がもたらしたどんなに優すぐれた武器でも、人外には敵わない。

　わずか三分足らずの間に二十人以上の屍しかばねの山を築いた人外が、夜の闇へ紛まぎれる。

　届かない。あまりに遠すぎる距きよ離り。

　どうしようもない理り不ふ尽じんさに苛さいなまれながらも、幼い玖式にはその影をただ見送ることしかできなかった。

　なにもできない、そのはずだった。




　──一年後。

　関東某ぼう所しよ、イーサ適性検査会場。

　法令により十二歳時に受じゆ診しんが義務付けられている全国全児童統一のイーサ適性検査において、玖式はクラスでたった一名だけ、再検査の判定が出る。

　要再検査の判定は、その後も何度となく繰くり返し出された。再診に通うたびに、建物の規模は大きくなり、検査時間は長くなった。

　最後に訪おとずれた、どこかの巨大なビルの一室。

　父親の付き添そうそばで、医者には見えないスーツ姿の男が玖式に告げた。

「玖式ショウくん。君の適性は──」

　そのときの男の高こう揚ようした様子と、父親の愕がく然ぜんとした顔つきを、いまでもよく覚えている。コントロールのできない感情が、固く握にぎりしめた玖式の拳こぶしを震ふるわせていた。

　その事実を知らされたときから、はじまったのだ。

　神さまを呪のろいながら生きる、玖式の戦いが。




　これは黎れい明めい期きの物語だ。

　かつて魔術、霊能力、そして超能力は、吸血鬼や妖よう怪かいといった人外の存在を駆く逐ちくするため、歴史の陰かげで行使されてきた。

　長きに亘わたる闘とう争そうと科学の発展により、人外の脅きよう威いが過去のものとなった時代。

〝イーサ〟と呼ばれる共通媒ばい質しつの発見により、かつてはオカルトの域を出なかった魔術と霊能力と超能力が科学と並列の存在になりつつも、まだ完全には調和していない時代。

　黎明の時代。

　玖式ショウと、彼が出会う少年少女たちは、社会からなにを要求されたのか。

　なにを強しいられ、なにを押し付けられ、なにと戦わざるを得なかったのか。

　そのなかで、彼らはなにを求めたのか──

　これは、それらを綴つづる物語だ。




　まずは、出会いの一節からはじめよう。

　魔術と霊能力と超能力と科学が共存するこの世界の片かた隅すみで、運命は動き出す。







　第一章







　　　　＊




　遠くから車の走行音が響ひびくたび、少女の肩かたはびくりと震えた。

　雨が執しつ拗ように降り続いている。慣れないアスファルトに苦戦しながら、果てのない山中の道路を少女は歩き続けていた。重い疲ひ労ろうがのしかかる一方、焦あせりだけが膨らんでいく。

　朦もう朧ろうとした意識で足がもつれ、身をかばう余力もなく濡ぬれた路面に倒たおれこむ。

　うつぶせの状態で、しばらくの間少女は起き上がることができなかった。

　もう無理なのかもしれない。

　あんな人間たちから逃げるなんて。

　冷たいアスファルトから振しん動どうが伝わり、反射的にガードレール脇わきの電柱の陰かげに身をすべりこませた。凶きよう暴ぼうなヘッドライトが辺りを白く染める。獣けものの咆ほう哮こうのようなエンジン音をともない、一台のトラックが道を抜けていった。

　安あん堵どのため息とともに、少女はいま一度、自分を奮い立たせた。

　考えろ。身を隠すならどこか。こんな人ひと気けのない場所ではだめだ。相手に都合のよい機会を与あたえてしまうだけ。もっと人目があって、それでいて排はい他た的てきなところ。

　さらに自分と背格好の近い少年少女が多いところなら、あるいは、

　ひとつの答えが、天てん啓けいのように舞い降りた。

　学校──

　そのひらめきを妙みよう案あんだと思うと同時に、少女はすぐおじけづいた。

　直接は行ったことも見たこともなかった。はっきり言って怖こわい。同年代の見知らぬ子が沢たく山さんいるというだけでも逃げ出したくなる。

　だが構ってはいられない。ここはもう、あの閉とざされた村のなかではないのだ。

　神さまに祈いのっても意味がない。

　少女は祈ることをやめ、足に最後の力をこめて歩みを再開した。




　　　　１




　神に祈るしかない。

　玖く式しきショウは追い詰つめられた心境で、自分の試験時間を待っていた。

　五月にしては暴力的でまぶしい日差しが、四方を各学科の校舎に囲まれた中央広場に降り注いでいた。敷しき地ちの奥には、巨大な時計台が荘そう厳ごんにそびえている。

　いまこの広場で行われている特別試験は、一種の学園の名物となっており、一いつ般ぱん学科の生徒ともなると教室から身を乗り出してギャラリーをつくっていた。

　二学年より、試験は三つの領域で構成される。筆記試験、実技試験、そして特別試験だ。個性を評価するというお題目のもと、近年新たに設けられたこの試験は、イーサ系三学科──魔術学科、霊能学科、超能力学科の合同で行われる。その内容は、非常にユニークなものだった。

　前の組の試験終しゆう了りようの笛が鳴った。ギャラリーからまばらな拍はく手しゆが起こる。

　ついに玖式の番だ。

　指定の位置まで玖式が進み出る。広場に鎮ちん座ざする円状の噴ふん水すいの脇を通り、対角からも男子生徒が広場へと出てきた。制服から超能力学科の生徒であることがわかる。

「よろしくお願いします」

　一礼した互たがいの視線が、相手の胸に付けられた木製のプレートに向いた。

　どちらかのプレートが外れた時点で、試験は終了となる。

　特別試験──〝異〟能力者間の「対戦」がはじまる。

　合図の笛が響きわたると同時に、玖式は杖を抜き払った。

　一方、男子生徒は噴水へと視線を移す。

　ギャラリーに感かん嘆たんのどよめきが起こる。

　盛せい大だいな水みず飛沫しぶきを上げ、噴水から巨大な水の塊かたまりが浮うき上がった。

　相手は念力系の超能力者だ。

　玖式は杖を構え、基き礎そ的な衝しよう撃げき魔ま術じゆつのスペルを唱える。だが詠えい唱しようが完かん了りようする前に相手が水へ指示を与えた。宙に浮く塊から、ヘビのように水が迸ほとばしる。

「くそ……！」

　詠唱を中断して玖式は横に飛びすさる。ヘビの顎あごが腕をかすめる。

　水のヘビは玖式の胸のプレートへ向けて正確に伸のびていた。立ち上がりざま続きの呪じゆ文もんを詠唱。だが間断なく水流は玖式へと襲おそいかかる。足元を狙ねらわれ、また詠唱が中断。回かい避ひに専念する。

　魔術師である玖式は、超能力者に対して必然的に不利だ。

　杖、魔術書、呪じゆ文もん詠唱。

　それらを経由しイーサから物質を生成、物理現象を引き起こすのが魔術だ。

　効果の確実性や汎はん用よう性に優すぐれ、術者の身体・精神状態の影えい響きようを受けることが少ない反面、霊れい能のう力りよくや超能力と比ひ較かくし必要な過程が多い分、魔術にはその隙すきが多いという宿命的な弱点があった。

　それに対し、対象に直接影響力を行使する超能力は、その発動速度において大きく魔術に勝まさる。方式化された発動手順がない分、デリケートな集中力が必要とされるものの、実戦における優位性は大きい。

　ようやく玖式の衝撃魔術が発動。杖つえ先から質量を持った光の塊が放たれる。

　だが相手は予測済みだった。玖式が放つよりはやく、水を壁かべとして前面に展開。垂直の水面が、着ちやく弾だんとともに激しい音を立てて飛び散る。

　四散した水すい滴てきが、今度は拳大の砲ほう弾だんとなって飛来。

　予期しない反撃に、玖式の反応が致ち命めい的てきに遅おくれた。

　ひとつの水の砲弾が玖式の手元へ吸い込まれる。手首に強い衝撃を感じた瞬しゆん間かん、杖が弾はじけ飛んだ。

「しまっ──」

　完全に意識がそれた次の瞬間、水のヘビが玖式の胸元を刈かり取った。

　からん、と乾かわいた音を立て、プレートが石いし畳だたみの上を転がる。

　試験官の笛の音が、高らかに響きわたった。

　玖式の全身から、一いつ切さいの力が抜ぬける。

　安堵の笑顔えがおを浮かべて退場していく男子生徒を横目に、肩の力を抜いた。

　仕方ない。努力することをやめた自分が、懸けん命めいに学んでいる他ほかの生徒に敵う道理はない。それで構わないという自分の本心を、玖式は改めて確かめていた。

　会場が騒さわがしくなる。

　皆みんなの視線につられ、玖式も注目する。

　そこに一人の女子生徒が、悠ゆう々ゆうと入場してきた。

「璃り理り佳か……」

　肩かた口ぐちに流れる黒くろ髪かみ、凜り々りしい横顔。

　魔術学科の女子制服であるマントとスカートを規律正しく身にまとい、璃理佳ネイは周囲のざわつきなど耳に入っていないように平然とした面おも持もちで、広場へと立った。

　一方、璃理佳の相手は超ちよう能のう力りよく学がつ科かの男子だった。背が高く、体格も平均的な玖式よりよほどがっちりしている。その顔には粗そ野やな笑みが張り付いていた。

　見知った顔だ。

　超能力学科において〝ランカー〟と呼ばれる上位二十位以内に入っている生徒だ。名前はたしか、神じん野のキョウヤ。

　神野は挑ちよう戦せん的に首を揺ゆらし、向かい立つ璃理佳に声を張った。

「あんたとやり合えるなんて楽しみだったよ有名人さん。ここはお互い仲良く、パフォーマンスし合おうな。俺も手加減するよ」

「……よろしく」

　神野の軽口を完かん璧ぺきに無視し、璃理佳は小さく一礼した。神野が舌打ちする。

　他の学科の生徒でも、いや、学園中でその名を知らないものはいない。

　超能力者は魔術師に、魔術師は霊能者に、霊能者は超能力者に対して有利である。その原理原則が揺るがないことと同様に、だれもが一いつ片ぺんの疑いも抱いだいていないだろう。

　璃理佳の勝利を。

　試験官の合図とともに、試合が開始される。

　璃理佳が杖を構えて詠唱する。玖式よりも早い詠唱時間で、璃理佳が神野へ衝撃魔術を放った。神野が眼前を注視。

　空中で光の弾たまが四散する。

　玖式は思い出す。気体を操あやつる超能力、それが神野のイーサ能力だ。しかもそれが無色透とう明めいの空気となれば、視し認にんは困難を極きわめる。玖式が対戦した生徒より性た質ちが悪い。

　だが、璃理佳は押されてはいなかった。

　移動しながら最速の詠唱で衝撃魔術を発動し、神野がそれを確実に迎げい撃げきする。

　同じ衝撃魔術でも、璃理佳のそれは玖式よりずっと速く、重い。だから神野も防ぼう御ぎよに慎しん重ちようにならざるを得ないのだ。

　なかなか攻せめ手に移れない神野が苛いら立だたしげに頰ほおをゆがめる。

　相手を淡たん々たんと封ふうじていた璃理佳の動きに、ついに変化が生じた。

　これまでとは異なる、長い詠唱。

　ここからだ。ここから先のより深い断だん崖がいを、玖式は知っている。

　璃理佳は、空いている左手で、腰こしのベルトからもう一本杖を引き抜いた。おもむろにそれを眼前で手放す。

　璃理佳の手元で、杖が浮ふ遊ゆうした。

　さらにマントから四本の杖を抜き、すべてを宙に放つ。

　計五本の杖が、璃理佳の周囲に浮遊する。

　その場にいるだれもが注目するなか、まず一本目の杖が飛び出した。

　鋭するどく宙を走った杖は、まるで自らの意志を持っているかのように神野の後方上部で急停止。一八〇度方向転てん換かん。後頭部へ向けられた杖先に、光が灯ともる。

　神野はぎりぎりで横に飛びのき、衝撃が地面を揺らす。

　さらに二本目の杖が飛来。今度は真上まで上じよう昇しよう。その杖先から氷の柱が降り注ぐ。

　神野はかろうじて転がって回避。すぐそばで氷柱つららが砕くだける。

　地面にはいつくばる神野めがけ、三本目、四本目の杖が襲いかかる。

「なんだよ、これは……!?」

　なす術すべもなく防戦一方となったその顔色はすでに蒼そう白はくになっている。さきほどから璃理佳は詠唱だけで、自身は一歩も動いていない。

　元来、魔術師はイーサ能力者のなかでもっとも多様性を持つ反面、ひとつの魔術を発動するまでに要する時間が最大の弱点となる。ゆえに軍隊や警察でも、魔術師は複数で行動してそれを補うのが常識とされている。

　だが璃理佳はちがった。

　杖の遠えん隔かく操作。高速詠唱。複数の魔術の同時発動。どれひとつとっても並なみ大たい抵ていの技能ではない。常識外れの魔術師相手に、神野はそれでも諦あきらめることなく、一本の杖に狙いをつけ、暴風を浴びせ動きを狂くるわせた。制せい御ぎよを失った一本の杖をつかみとる。

「これでっ──」

　反撃に転じようと構えた神野の動きが、そこで停止した。

　光を灯した五本の杖が、神野を全方位から取り囲んでいた。

　そのうちの一本は喉のど元もとに突つきつけられている。限界まで動きつづけた神野の頰を汗あせがつたわり落ちる。声も出ず、そこにあるのはただ愕がく然ぜんとした表情だけだった。

　神野の手から杖がこぼれ落ちた。

　涼すずしげな顔のまま歩み寄った璃理佳は、杖を拾い、それからぴくりとも動けない神野の胸むな元もとからプレートをそっと奪うばった。

「私の魔術は、あなたに使うものじゃない」

　すでに野次も歓かん声せいもない。あまりの実力差に、だれもが見入っていた。

　璃理佳ネイ。

　ここで彼女のことを知らないものはいない。

　魔術学科の第二位クイーン。

　創立以来の天才少女。

　学園最強の魔術師。

　だれもが目を離はなせないでいるその少女から、玖式はひとり目をそむけ、頭上をあおぐ。

　抜けるように晴れやかな蒼そう穹きゆうが、中間試験の終わりと、初夏の訪おとずれを報しらせていた。




　二度目の世界大戦を迎むかえた二十世紀中ちゆ盤うばん、それまで吸きゆう血けつ鬼きや妖よう怪かいといった人外への対たい抗こう手段として密ひそやかに発達してきた魔術、霊能力、超能力が、人外の脅きよう威いの減少により、歴史上初めて同時多発的に国家間の戦争において行使されるようになった。







[image: ]







　戦火に比例して発展した科学はそれまで超常現象の域を出ていなかったそれらの能力の解明を飛ひ躍やく的に推おし進め、やがてすべてが、あるひとつの共通原理によって成立することが解き明かされる。

　イーサ。

　人間の意識や精神を物理的なエネルギーに変へん換かんする物質。イーサは人間自身を含ふくめ、この世界の空間そのものに宿っている媒ばい質しつであるとされている。それは無から物質を生成する魔術となり、空間に残る意識や死者の精神を利用する霊能力となり、意識を集中させることでそのイメージを具現化する超能力となり、それぞれが今こん日にちまで世界中のあらゆる土地で、文化や風習とともに発展してきた。

　東ひがし十じゆう字じ学がく園えん。

　二十一世初頭に、日本で初めて設立されたイーサ能力者育成、研究のための国立学園。中等部、高等部、学院部が存在し、中等部と高等部は、魔術学科、霊能学科、超能力学科、一いつ般ぱん学科の計四学部から成り立っている。

　全人口のうち約〇・〇一パーセント存在するといわれるイーサ能力者を調査する全国規模の適正検査と、入学試験の両方に合格することで入学が認められる、極めて特とく殊しゆかつ試験的な教育機関だった。

　生徒・学生総数、二千人超。

　まだイーサ能力が、人々の生活を劇的に変えるまでには発展していない現代において、新世代の先せん鋭えいとなる少年少女が魔ま術じゆつや霊れい能のう力りよくや超能力を磨みがくその学園は、




　別名、〝新世の学園戦区ネクスト・ヘイヴン〟と呼ばれていた。
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　廊ろう下かの掲けい示じ板ばんの前に人だかりができている。玖式は割って入り、順位表を見上げた。

　ずらりと並んだ名前と数字を目で追い、追い、追い……ようやく辿たどり着く。

「また赤点だ……」

　いつもこうだ。高等部になってから、魔術学科での玖式の成績はいつも下の中あたりを浮うき上がる気配もなくただよっている。

　教室の席に戻もどってなんとなく魔術書を眺ながめていると、

「そろそろやばいんじゃない？」

　佐さ伯えきユズリがにこやかに声をかけてきた。

　佐伯はこの魔術学科・マーリーンクラスの級長だ。男女問わずに気さくに接するので、玖式ともこうしてよく話す間あいだ柄がらだった。

　佐伯が言ったのは、さきほどの中間試験の成績のことだろう。投げやりに答える。

「日々を楽しく過ごせれば、僕はいいんだよ」

「玖式くんらしいね、それ」

「じゃあ僕の残念な成績と中間試験終しゆう了りようを祝して、クラスのみんなでどっか遊びにいこうよ。カラオケ？　ボーリング？　それとも海か山か、洞どう窟くつとか、廃はい墟きよ？」

「玖式くんのチョイスって斬ざん新しんだよね……。廃墟は、この前のでもう懲こりた。悪あく霊りようばっかだし。霊能科の子一いつ緒しよじゃなきゃもうぜったい行かないから」

「悪かったってば。でもちょっとスリルがあるくらいの方が楽しいしさ」

「そう言うんなら、今度は彼女も誘さそってみたら？」

　挑ちよう発はつするような佐伯の視線の先を、つられて追った。璃理佳ネイが、席で静かに読書をしている。ちらりと覗のぞいた本の表紙には、『人外を滅ほろぼす一〇〇の方法』とあった。

「いや、きっと断られるよ」

　璃理佳のことはよく知っている。けれどいまは遠い存在だった。

　ぼんやりと眺めていると、目があった。

　感情の読めない、深い漆しつ黒こくの瞳ひとみ。そこに秘められた思いを読み取る前に、さっとすぐに逸そらされてしまった。

「あ、玖式くんいまシカトされたね♪」

「そんな楽しげに言わなくても……」

　せめて会話がなくても、普ふ通つうの表情で「なに？」と首をかしげてくれたらと思うも、それは幻げん想そうだ。現実には起こりえない。

　玖式はいつものように遠くから眺めていた。学園最強の魔術師を。

　なにより、幼なじみの女の子を。

「──でもさ、本当にまずいと思うよ。今度は」

　いつもより佐伯の言葉には沈ちん痛つうさがにじんでいた。その意味を当然玖式も理解し、思わず黙だまりこんでしまう。

「このままだと、来年は一般学科に移ることになるよ」

　厳しい学園のシステムを前に、玖式は暗あん澹たんたる気分になるほかなかった。




　魔術学科全五クラスのなかのひとつ、マーリーンクラスはいつもより賑にぎわいを見せている。佐伯が羨せん望ぼうのまなざしを教室の一角へ向けた。

「璃理佳さん、だれと組むのかなぁ～。やっぱりジョン・ディークラスの真ま鍋なべくんかな？　それとも霊能か超ちよう能のう力りよく科かの人ってこともあるよね。ねぇねぇ、なにか知ってる？」

「さあ」

　興味のないふりを装よそおったが、実は十分気にしている。

　当の璃理佳は喧けん騒そうとは無む縁えんの様子で、魔術書を読みふけっている。

　佐伯はそれを茫ぼう洋ようと眺める玖式を見て言った。

「玖式くんてさ、ほんとはすごくクールな人？」

「？　なんで」

「なんかさ、玖式くんって、いつも……」

　どこか気まずそうにして、佐伯は笑えみをつくろった。

「ううん、なんでも。それより、玖式くんは班組みどうするの？」

「僕は……」

　答えに窮きゆうした玖式は、みなが浮き足立った教室を見み渡わたした。

　期末試験へ向け、班づくりがはじまっていた。

　高等部二年の一学期末より、成績はすべて班単位で評価されるようになる。

　なにより生徒たちがここまで班組みに大おお騒さわぎしているのは、イーサ系学科は一般学科とちがい、一年ごとに進級の可否が年度末時点での成績により決定されることにあった。

　進級ラインに届かなかった班の生徒は、一般学科の編入を余よ儀ぎなくされる。

　およそ半分の生徒たちが毎年進級できなくなるのが、この学園での通例だった。

　厳しさに批判の声が出る一方、実際それは、専門性の高さゆえに進路のつぶしが利きかない生徒たちを考こう慮りよしての制度でもあった。イーサ系学科にある程度、一般学科と同様に数学や語学の授業が設けられているのもこのためだ。

　自分に実力がないなら、生き延のびる術すべはひとつしかない。

「あのさ、佐伯さん？　たとえばなんだけど──」

「班に入れてっていうお願いなら、だめ。もう決めちゃってるから」

　佐伯の視線のさきで、クラスの女子たちがにこやかに手を振ふっている。撃げき沈ちん。

「誤解しないでね。べつに玖式くんのキャラは嫌きらいじゃないよ？　でも成績がいまいちだから一緒に組みたくないだけだよ？」

「胸に突き刺ささるフォローをどうも……」

　むしろ性格が悪くても組みたい、と言われたかった。

「ほんとにごめんね。でも、わたしも進級はしたいし……。だれか、成績優ゆう秀しゆうな人が一緒になってくれるといいんだけどね」

　佐伯はそう呟つぶやいたが、実際は成績の上位者は上位者同士で班を組むのが大半だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。ほかを探せばなんとか……」

　なにも魔術学科生同士である必要はない。霊能学科の知り合いに声をかけてみようか、と真しん剣けんに考えはじめていたところ、ふと前方の視界がかげった。

　璃理佳だった。闇やみよりなお暗い双そう眸ぼうが、玖式を虫けらのように見下ろしている。

　璃理佳の方から話しかけてくるなんて、明らかに異常事態だ。

「私の班に入って」

　しん、と教室が一いつ瞬しゆんにして静まり返った。

　無音のなか、頭でその言葉を反はん芻すうするも、いっこうに思考が追いつかない。

「いま、なんて？」

「私と組んで、と言った。二度も言わせないで」

「はあ………………え──」

　驚おどろきの声を上げる直前、クラス中の悲鳴が玖式を押しつぶした。




　なにが起きたのかわからない。

　最強の魔術師と謳うたわれる璃理佳ネイと組めば、期末試験での好成績は間ま違ちがいない。落ちこぼれ候補の玖式にとっては天の助けに等しい。それはいいのだ。だが、しかし──

「なんでなんで!?」

「二人はどんな関係なの!?」

「どんな取引をしたんだ？　まさか脅おどし……弱みを握にぎっているとか？　この卑ひ怯きよう者！」

　璃理佳に直接聞けばいいものを、話しかけづらいためか、皆みんなこぞって玖式に押し寄せてくる。しかも失礼なことまで勝手にまくし立てながら。

「いや、僕に聞かれても！　璃理佳に聞いて……って」

　すでに席にいない。

　たまらず玖式も逃にげ出す。教室を飛び出し、廊下に璃理佳の後ろ姿を見つけた。

「ね、ネイ！」

　振り返った璃理佳に鋭するどくにらまれる。

「名前で呼ばないで」

「え？　ああ、ごめん」

　つい昔の癖くせでそう呼んでしまうのだが、璃理佳はそれをひどく嫌いやがる。こんな凡ぼん人じんと親しいと思われるのも嫌ということだろうか。わからないでもないけれど。

「なに」

「あ、その、さっきの班のことだけど、どういうことなのかな、って」

「断るの？」

「え？　あいや、そうじゃなくて、なんていうか理由を聞きたいなぁ、なんて……」

　話の途と中ちゆうで璃理佳は背を向けた。

「学校ではあまり話しかけないで」

　いつの頃ころからか、璃理佳はこんな風に素っ気なくなっていた。理由はわからない。決定的になにかがあったわけではないと思う。

　ただなにより、いまの璃理佳には笑顔がない。

「必ず三メートルは距きよ離りを開けて歩いて。とにかく親しくしているところを他ほかの人に見られないようにして。見られたら、なるべくその人の記き憶おくを消して」

「そこまで嫌われてるの……!?　無茶言わないでよ！」

「別べつ棟むねの『蛇へびの六』が私たちの班室。使っていいから」

　それだけ言い残し、璃理佳はすたすたと去っていった。




　放課後。別棟の班室をおとずれた玖式は、すぐにげんなりした。

　埃ほこりのたまった床ゆか。天てん井じようにはりつく蜘く蛛もの巣す。白くくもった窓ガラス。前年度は使われていなかった部屋らしく、まずは掃そう除じから始めないといけないだろう。

　璃理佳はたいして気にならないのか、もとから班室の一番奥にあった班長机にさっさと陣じん取どり、さきほどから名めい簿ぼのようなものを調べている。

　玖式のことは大気中の塵ちり程度にしか思っていないのかもしれない。

「あ、あのさ、」

「明日あしたから他の班員メンバーを探す。きみも手伝って」

　それだけ言って璃理佳は黙り込んでしまった。どうやらこれでもう必要な会話は終えたつもりでいるらしい。

「あと二人か、三人か……」

　特別試験の班は、四名ないし五名が規定の人数になっている。

　璃理佳が誰だれを誘うつもりなのか、まるで見当がつかない。

　玖式はまだ知らない。

　この班の結成こそが、これから続くすべての物語のはじまりだった。
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　翌日の昼休み。玖式たちが向かったのは、霊れい能のう学科の食堂だった。

　学園には式典を執とり行う大講堂がある中央校舎内に、一番大きなフードコートがあり、各学科の校舎にも売店をかねた小さな食堂があった。

　そこに集まる生徒は、玖式や璃理佳とは制服が異なっている。魔ま術じゆつ学科であればブレザーを基調とした制服にマント着用だが、霊能学科の男子は詰つめ襟えりの制服だった。女子であれば魔術学科と比べてややスカートも長めだったりと、かなり印象が異なる。

　ときおり向けられる部外者への視線に居い心地ごこちの悪さを覚えながら、璃理佳に付いて食堂の奥へと向かっていった。まもなく視界に不思議なものが映る。

「なに、あれ……」

　食堂の一角に、結界が張り巡めぐらされていた。

　まるで禁断の呪のろわれた場所のごとく、しめ縄なわと御ご符ふによって厳重に囲われている。さらに不可視型の結界で、中が覗のぞけなくなっていた。

「あれは霊能者の結界」

「そんなものがなんで食堂に？」

　周りの霊能学科の生徒たちは、もう慣れたものなのか平然と横を素通りしている。

「この奥にいったいなにが……」

　璃理佳は杖つえを取り出し、それを結界へと向けた。詠えい唱しようし、先せん端たんに光が凝ぎよう縮しゆくする。

「！　ちょ、璃理──」

　結界の表面で、爆ばく発はつ魔術が炸さく裂れつした。

　巻き起こる突とつ風ぷうと粉ふん塵じん。食事中の全生徒がその姿勢のまま固まった。

　煙けむりが晴れていき、玖式たちはそれを目まの当たりにした。

「すごい、効いてない」

　結界は健在だった。この至し近きん距きよ離りで、高威い力りよくの爆発魔術の直ちよく撃げきを受けながら、結界はびくともしていなかった。よほどの霊能者の手によるものにちがいない。

　だが璃理佳はすぐさま同じ術を唱えた。お昼の場にとどろく爆発音。

　突とつ然ぜん、璃理佳の杖の先端が砕くだけ散った。

　高威力の攻こう撃げき魔術の連発。その負荷に杖が耐たえられなかったのだ。

　すかさず璃理佳がマントをひるがえす。そこに隠かくされていたものに玖式は目を見張り、啞あ然ぜんとし、そしてあきれた。

　裏地にびっしりと並ぶ汎はん用よう杖。まるで弾帯だ。璃理佳はそこから杖を抜ぬき取り、ふたたび魔力を込こめた。杖先が発光。爆ばく炎えんが宙をはしる。

　連撃の末、ふたたび杖先が弾はじける。すぐさま次の杖を抜き、高速詠唱。

「杖の無む駄だ使づかいというか……」

　杖を消しよう耗もう品ひんのように使い捨てるそのさまは、一いつ般ぱん的な魔術師のイメージとはかけ離はなれている。璃理佳の頭には自分の能力を最大限に発揮することしかないのだろう。

　一いつ片ぺんの御符が業火の前についに燃え尽つき、結界が消しよう滅めつした。

「ななな、なんなの、貴方あなたたち……！」

　その奥の席で弁当箱を広げていた小こ柄がらな女子生徒が、うろたえながら立ち上がった。

　お嬢じよう様さま風にハーフアップでまとめた長い髪かみに、やや幼い顔立ち。その身なりからは気品がにじんでいたが、それ以上にびくつき警けい戒かいするような雰ふん囲い気きをただよわせていた。

　さらに女子生徒の傍かたわらによりそう巨きよ大だいな獣けものの影かげに、玖式は目を見張る。

　これは式しき神がみだ。

　式神は霊能者が使し役えきする霊体のなかでもより希少で自意識を持ち、自律行動が可能なものを指す。それを召しよう喚かんし使役できるのは、古いにしえより高位の霊能者の証あかしとされる。

《汝なんじら、我が主あるじは昼食中だ。用件ならば、しばし待たれよ》

「そ、そうよ！　で、出ていきなさいよ！　あっちいけ！」

　のっそりと起き上がった一いつ角かく獣じゆうが、玖式たちを自然と警戒した。その鋭い角が眼前に近づき玖式はのけぞる。

「いやあ、僕らはその、って角が危ない角刺ささる刺さる！」

「私の班に入って。霧生きりゆうフミカさん」

　璃理佳だけがいつも通りだった。




　まだ不審感をあらわにする霧生フミカという名の女子生徒に、苦労してなんとか同席の許可をとりつけた。周囲には、式神のほかに無数の霊れい魂こんが浮ふ遊ゆうしていた。

「えっと、なんで結界のなかでご飯を？　しかもこんなに霊体を呼び出して」

「……じ、自主トレーニングよ」

「？　いつもこんなことしてるの？　ひとりで？」

「ひとっ……!?」

　玖式の一言に霧生はあからさまにショックを受け、目に涙なみだを浮うかべた。

「え？　ど、どうしたの」

「だれが便所飯ならぬ結界飯ですって!?　べつに一人でご飯を食べてる姿を見られたくないからって結界を張って人ひと払ばらいをしてるわけじゃないんだからね！」

「ぜ、ぜんぶ言ってる」

「は……!?　そ、そうやってみんなわたくしを馬ば鹿かにして……最っ低！」

「玖式、なにをしたの。謝って」

「なにを!?　僕はなにもしてないよ！　って、うわあごめん」

　いまにも泣き出しそうな少女に、玖式はわけもわからず謝っていた。

「それより、あなたを勧かん誘ゆうにきた」

　璃理佳がうろたえる二人をよそに切り出した。霧生が目をまたたかせる。

「わたくし、を？」

「そう」

　璃理佳の黒曜石のような瞳ひとみに見つめられ、霧生はびびる。

「し、仕方ないわね。いちおう、考えるだけならしてあげてもいいけれど……」

　髪の毛先をくるくるといじりながら呟つぶやく霧生に、璃理佳はずいっと詰つめ寄る。

「お願い。私はあなたが欲ほしい」

　なんだか誤解を招きそうな璃理佳の言葉に、霧生は「そ、そこまで言うなら、入ってあげてもいいかしらね……き、気は進まないけれど」と早口に答えた。

　うなずいた璃理佳が手を差し出す。おずおずと握にぎり返した霧生の手は、薬物中毒かというほどに震ふるえていた。

　本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　ひとまず勧誘は成功したが、玖式の胸中には言い知れぬ不安がうずまいていた。




　翌日の放課後。班室の扉とびらを開けると、足元の魔ま方ほう陣じんが発動した。

　衝しよう撃げきに廊ろう下かまで吹ふき飛ばされた玖式は、遅おくれてうわずった悲鳴を上げる。

「ななななにこれ!?」

「トラップ。敷ふ設せつ型対人魔方陣の非殺傷版。玖式専用の魔術」

「だれがこんなひどいこと!?」

「私」

　耳をうたがった。啞然としたままの玖式を手招きし、自分の居座る班室一番奥の席、通つう称しよう『ボス机』の前に立たせ、璃理佳は偉えらそうに言った。

「実地試験は、こんなに甘くない」

「え？　それはまあそうかもしれないけど、でもこんなやり方って……。僕はともかく、霧生さんが可哀かわい想そうだよ」

　いきなりこんな目にあったら、驚おどろいて逃にげてしまうかもしれないではないか。

　がちゃりと扉が開かれる。

「！　言っているそばから──」

　巨大な獣の足に、魔方陣が踏ふみ潰つぶされた。魔方陣が衝撃を発生させるも、人の手ほどもある爪つめを備えた四し肢しはびくともしない。

「麒き麟りん、どうかしたの？」

《敷設魔方陣の罠わなだ。たいした脅きよう威いではない》

　悠ゆう々ゆうと入ってくる巨体から、すさまじい霊圧が肌はだを刺す。昨日見た霧生の式神だった。

　通常、霊体の降霊と定着化には多大なイーサと集中力を必要とするが、霧生はまるでペットを連れる気軽さで式神を使役している。

「彼女は心配いらないようだけど」

「ぐっ……」

　貴重な戦力が仲間になってくれたのに、妙みような理り不ふ尽じんさを感じて素す直なおに喜べなかった。

「り、璃理佳さん、今日からよ、よろしくお願いするわ」

「呼び捨てでいい」

「そ、そう。そうね、同級生だものね。あ、そ、それなら、わたくしのこことはっ、その、な、名前でも……」

「改めてよろしく、フミカ」

　さらりと言って璃理佳が手を差し出す。そこまで緊きん張ちようしなくても、と思うのだが、霧生は首もとまで赤くして、ためらいがちに握り返した。

「こここちら、こそ」

　霧生が璃理佳の手を握ったまま、十秒ほど経過した。なにか様子がおかしい。

「璃理佳の手って、冷たいのね……」

「？　そうかもしれない」

「わたくしのは、あったかいのよ……」

　目をとろんとさせた霧生は、指と指をからませる。いわゆる恋こい人びとつなぎというやつだ。

　玖式は一歩引きながら愕がく然ぜんとした。

　こ、これはまさか……。

　気づいていないのか璃理佳はただ不思議そうに首をかしげている。

　激しく嫌いやな予感がした。




　翌日。魔術学科の男子寮りようから登校している途と中ちゆうで、玖式は異様な光景と遭そう遇ぐうした。

　霧生が璃理佳と腕うでを組んで歩いていた。

　というより、霧生が一方的に璃理佳にしがみついている、といった方が正しい。

「あら、おはよう。玖式くん」

「お、おはよう。霧生さん。璃理佳も……」

　平然とにこやかな笑顔えがおを向ける霧生を前に、ひきつった顔をうまく戻もどせない。

「あの～、それって……」

　視線でそれとなく困こん惑わくを表現すると、たちまち霧生の眉まゆがくもった。

「なに」

「え？　いや、なにっていうか、その……」

「腕を組んだらいけないのかしら!?」

　いきなりキレられた。びびった玖式は愛想笑いを浮かべて後退する。

「そりゃあ、悪くは、ないよね。ははっ……」

「さっ、行きましょう、璃理佳♪」

　予感は的中していた。間ま違ちがいない。

　幼なじみとして、璃理佳がそっち方面に進んでしまうのは歓かん迎げいできない。なんとしても、璃理佳を正しい道に進ませなければ。

　決死の義務感に駆かられながら、玖式の一日ははじまった。
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　霧生の必死さは、傍はたから見ていて異様だった。

「一いつ緒しよに宿題をやりましょう！」

「一緒にお手洗いに行きましょう!!」

「一緒にお茶しませんこと!?」

　璃理佳も璃理佳で、鈍どん感かんすぎるのか、平然と霧生の誘さそいを受けたりしている。玖式としては気になって仕方がない。しかも二人の後ろにのっそりと霊れい獣じゆうが付いてくるのだから、うかつに近寄ることもためらわれるという具合だった。




　放課後の班室には、玖式、璃理佳、霧生の三人がいる。

　霧生は璃理佳の手前に座って、ちらちらと視線を送り、隙すきあらば襲おそいかかるのではないかというくらいにその一挙一動を凝ぎよう視ししている。

「あら、璃理佳。前まえ髪がみにゴミが！」

　すばやく伸のびた手が璃理佳の前髪に触ふれた。熱心に魔術書を読み込んでいた璃理佳はだいぶ遅れて「ありがとう」とだけ反応。霧生がいとおしげに身を悶もだえる。

「それにしても、璃理佳の目って、キレイね……」

　潤うるんだ瞳。熱に浮かされたような表情の霧生が、璃理佳に顔を近づけた。

「ちょ、ちょーっといいかな!?」

　たまらず立ち上がった玖式に、霧生はさも空気が読めないやつめ、といった目で玖式をにらんだ。おかしいのは自分か、この世界か。

「そうだ、璃理佳。他ほかにもメンバー集めるんでしょ？」

　話を逸そらすつもりが、璃理佳はすっと立ち上がり、「付いて来て」と口にした。

　なんだかデジャブのような嫌な感覚を抱いだきつつも、仕方なくその背につづいた。

　ところが、常に璃理佳にべったりのはずの霧生は、なぜか動こうとしない。

「あれ。霧生さん、来ないの？」

「わたくしは、遠えん慮りよするわ……。三人では、歩きたくないの」

「？　どうして」

「三人で歩くと、必ずわたくしが後ろになるから。図で書くとこうよ。

　●　●←わたくし

　●

　貴方あなたにこの気持ちがわかるの!?　わかるはずないわ!!」

「そ、そうなんだ。なんだか、ごめん」

　わざわざ白紙の御ご符ふに筆を走らせてまで説明する霧生からたちのぼる負のオーラにひるんでしまい、もうなにも言えなかった。

　璃理佳の人選は、本当に正しいのか。不安だけがこみあげてくるのだった。
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　魔術学科の校舎から出た玖式と璃理佳は、中央広場を横切り、霊能学科と超ちよう能のう力りよく学がつ科かの棟むねを通り過ぎる。その先にあるものといえば──

「あのさ、こっちって一いつ般ぱん科じゃ……」

　よく意外に思われる事実だが、日本でただ一つのイーサ教育機関である東十字学園は、一般学科の生徒が三分の一を占しめる。一般学科の方は高等学校としても偏へん差さ値ち上トップクラスにあるため、有名大学への進学を目的にここに入学してくる生徒も多いのだった。

　やって来たのは、その一般学科校舎の裏手だった。角で璃理佳が立ち止まる。

「いた」

「いた、って……あのふたり？」

　人目を避さけるような場所で、校舎の壁かべを背に女生徒がうつむき、向かい合う男子生徒となにやら張り詰つめた空気を分かち合っている。思わず玖式はどきりとした。

　これは、まさか告白シーンだろうか？

「璃理佳？　あの、これってのぞきになってない？」

「べつに不純な目的で来ているわけじゃない」

「そうかなぁ。僕ら、ただの野次馬のような気が……」

　いったい自分たちはなにをやっているのだろうか？

　不本意にもドキドキしながら見守っていると、目を疑うことが起きた。

　しゃがみこんだ男子生徒の前で、女子生徒が靴くつを脱ぬぎ、ソックスに手をかけた。ふくらはぎからほそい足首、小さな指先まであらわになる。

　その足をうやうやしく手にとり、親指の先に男子生徒が口付けをした。

「!?」

　女子生徒は両手で顔を隠かくし震えていた。その耳が真っ赤になっているのがここからでもわかった。唇くちびるが触れるたび熱っぽい吐と息いきがこぼれる。顎あごが落ちた。

「な、な、ナニやってんの、あれ……」

「知らない」

　この世の、というか青少年の学まなび舎やとは思えない光景に玖式が固まっていると、

「主しゆ城じようアキラくん」

　傍かたわらにいたはずの璃理佳がいつの間にか二人の傍そばにいて、平然と声をかけた。

「ちょ……！」

　男子生徒──主城がふりむく。眼鏡の奥にある切れ長の瞳ひとみと、整った目鼻立ち。背も玖式より高く、その佇たたずまいにはどこか色気のようなものすら感じられた。

　覗のぞいていたことがバレると思ったが、予想に反して主城はとくに文句も言わず、

「ん、なに？」

　一いつ瞬しゆん遅おくれ、女子生徒がようやく第三者の存在に小さく悲鳴を上げた。

　主城を突つき飛ばし、彼女は猛もう烈れつな勢いで走り去っていった。

「なぜだ。また駄だ目めなのか……」

「邪じや魔ましてごめんなさい。でもあなたに用事があった」

「って、オレに？」

　普ふ通つうに会話をはじめた二人に恐きよう怖ふを感じ、玖式は割って入る。

「ちょ、ちょっとその前にいいかな。あの、あれは……なにしてたの？」

「？　実はいまちょっと告られてたんだ。主城くんのことが好きですー、って」

「う、うん」

「で、キスしてもいいかって聞いたら、いきなりそれは恥はずかしいって言うから……」

「それで？」

「じゃあ足の指ならいいよね！　って頼たのんだんだよ」

「!?」

「あの子も『え？　え？』って言って断らなかったし。で、しながらどんな感じかって聞いたら、『んっ、やっ、くすぐったい……』って。それで──」

　世界が歪ゆがんでいる。ここはいったいどこだ。自分の知らないうちに世界はそんな風になってしまったのだろうか？

「そそそ、そういうのが、最近の流行なんだ、ね？」

「え。なに言ってんのおまえ」

　混乱しすぎておかしくなりつつあった玖式に、鋼鉄の精神を持つ幼なじみがいつもと寸分たがわぬ様子で助け舟ぶねを出した。

「あなたに頼みがある」

「え～っと、魔術学科のひとだよね。どっかで会ったっけ？」

「いいえ。イーサ系学科の期末試験で、班単位で行う特別試験があることは知っている？」

「あー、うん、聞いたことはあるけど。オレになんか関係が？」

「私の班に入って」

「なんで！」

　先に声を上げたのは主城ではなく玖式だった。

　いったいなにを考えているのか。

　確かに一般学科の生徒を班に入れてはいけない、という規則はない。だが魔術や霊能力や超能力が飛び交かう場に一般学科の生徒がいて、なにをするというのか。

「はぁ？　どゆこと？」

　それみたことか。主城も困惑している。まず間違いなく断られるだろう。

　主城がふいに目線を下げた。

　真しん剣けんなまなざしで、璃理佳の胸むな元もとをじーっと眺ながめる。その制服のふくらみを、まじまじと見つめた。

「いや待て。ひとつ、確かく認にんしていいか」

「どうぞ」

「ちょっと横向いてくれない？」

　主城は璃理佳に不思議なオーダーをはじめた。

「ちょっと屈かがんでみて。視線は上げて」

「ちょっと腕うで組んでみて。いや、こう両腕を抱だく感じで」

「ちょっと身体からだを反って。そう、いい！　すごくイイよ！　うひょー！」

　ちょっととは魔ま法ほうの言葉だった。しだいに羞しゆう恥ちのためか璃理佳の頰ほおが染まっていく。

　どちらかといえば温厚な性格だと自負する玖式も、この男に対して敵意めいたものがむくむくとわいてくる。主城は、心底真ま面じ目めな顔でしばし黙もつ考こうしたあと、

「よし、おっけ！　ぜひオレも入らせてくれ」

「いまなにを見て決めたか教えてくれないかな？」

　この男は絶対にやめた方がいいと玖式の直感が訴うつたえている。

　だというのに璃理佳はその返答のみに満足したのか、疑問を抱いた様子もなく、

「ありがとう。放課後、班室に来て。玖式は案内を」

　そう言い残し、啞あ然ぜんとしている二人を残してさっさと去っていった。




　放課後、主城は大きな機械をかかえて班室に登場した。

「なにそれ？」

「掃そう除じロボットなんだ。ちょい事情があってさ、これここに置いてもＯＫ？」

『みんなはじめまして！　ボクの名前はＦＡＬだよ！』

　掃除ロボットが口をきいた。ぴかぴかと小さなランプが点てん滅めつしている。

「勝手にしゃべんな！　おまえな、特別にここに置いてやるんだからおとなしくしてろ」

『うぇ～なにそれなにそれ。特別とかってアキラのくせにえっらそー。あとさっき女の子にえっちぃことしてたのも、偵てい察さつ機からばっちり見てたよ』

「なに覗いてやがんだ、この欠けつ陥かんＡＩ！」

「あ、あのさ。それなに？　ＡＩって……」

　玖式が呆あつ気けにとられていると、主城はばつの悪そうな顔をした。

「あー……その、こいつ、まあ曲がりなりにも一応人工知能なんだ。この掃除ロボットもうちんとこの製品でさ」

「うちの？」

「ああ、えっと……オレの家ってこういういろんな機械作るメーカーやってんだよ」

　もしかしたら主城はちょっとしたお金持ちなのでは、と思う。

「んで、このＡＩの本体はべつのところにあってさ。まあ身近に置いておける移動端たん末まつにもつながっておきたいってＦＡＬが駄だ々だこねるから、とりあえずこれなら部屋にあっても邪魔にもならないかなと思ってさ」

「はぁ、本体……。そこに、そのＡＩのコンピュータがあるってこと？」

『そのとーり！　これはいゆわる世を忍しのぶ仮の姿。ちゃんと本当の身体で飛びたいよ～』

「うるさいだまれ。飛行場で永遠におとなしくしてろ」

　主城とＡＩのやりとりに、玖式は置いていかれていた。

「まあ、なんだ。こいつの本体に会うことはないと思うから気にしないでくれ。オレはこれでいつでも連れん絡らくとれるから」

　言って片耳に装着した無線機のインカムを指差した。なんだか変わったおまけが付いてきたな、と感かん慨がいにふけっていると、巨きよ大だいな霊体の腕が扉とびらを押し開いた。

　今日は巨人型の霊体に安全を確保させてから入ってきた霧生は、主城と目が合い、そのままフリーズした。

「ど、ち、ら、さま……？」

「オレ？　ああ、一般学科の主城アキラ。よろしくね。この班の人？」

「え、えぇ……。よ、よろしくお願い、させて、ひただくわ。霧生、フミカよ」

　霧生は見知らぬ男子生徒に、すでに青ざめている。

　主城は霧生を頭の上から爪つま先さきまで無ぶ遠えん慮りよに見下ろし、満面の笑えみになった。

「霧生ね、おっけ。いやーそれにしても霧生って、スタイルよくない？」

「な、なによいきなり……。そんな、背だって低いし……」

「身長は関係ないさ。胸がおっきいからね」

　玖式はぎょっとし、霧生にいたってはあまりのショックに硬こう直ちよくしている。これが出会って三十秒にも満たない相手に出てくる台詞せりふなのか。

「霧生って、いつ頃ごろから胸が大きくなったの？」

　霧生が御ご符ふを抜ぬき、主城の顔面を打ちすえた。

「いだい!?」

「そそそそそそそんなこと知らないわよっ！」

「ちょっと世間話で聞いただけじゃないか。なぁ？」

「いや、ぜんぜん同意はできないんだけど……」

　召しよう喚かん者の意識に反応し、巨人も臨戦態勢に入っている。

　自律行動型の霊れい体たいに対して危あやうすぎる。まあ訓練でもないのに使し役えき霊れいを出している霧生が一番危ないのだけれど、ともかく霊体は主あるじを守ろうと働くのが道理だ。

『なんだかごめんねー。アキラがばかでー』

　掃除ロボット──につながっているＦＡＬが悪びれもせず謝った。

「あのさ、主城って、変わってるよね？」

『うん。ちょーへん』

　使用者をちょーへんと評するＡＩというのも、玖式にとっては十分変わっていたが。

『アキラのことを簡単に表現すると、「死んだ方がいい人間」になるかな！　だからみんなも仲良くしてね！』

「すごく仲良くできない気がするよ……」

　ぴかぴかと光る掃除ロボットを見ながら、重い疲ひ労ろう感かんがのしかかっていた。




　翌日。玖式が班室の前まで来たところで、霧生の甲かん高だかい悲鳴が聞こえた。

　驚おどろいて玖式が部屋に飛び込むと、霧生が顔を真っ赤にして胸元をおさえている。すでに指先には御符が挟はさまれていた。反対に青い顔をした主城がたじろいでいる。

「ど、どうしたの？」

「こここの男が、わたくしの、むむっむ」

　後は言葉にならない。霧生がうるうると泣き出す一歩手前でふるえている。

「待て！　勘かん違ちがいするな！　霧生がなんだかオレといて頭が痛いって言うから心配して、ちょっと見てあげようとしてだな」

　その時点ですでに誤解が生じていることがわかった。

「だからってっ、なんで……！」

「誤解だ。オレは潔白だ」

「なにが誤解なのよ！」

「いいか、つまりこういうことだ。頭の方をさすってあげようとしたんだけど、身長を読み間違えたせいで、あらやだわ。あやまって手が胸の方に」

「このセクハラ魔人！」

　式しき神がみ〝麒麟〟が後ろ足で主城を蹴けり飛ばした。
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　主城は早退した。

　式神の一いち撃げきのダメージが予想以上に大きかったらしい。共とも倒だおれというか、霧生もショックを受けてしまったらしく、姿を現していない。自分の班で起きている淫いん行こう事件と暴行事件から、玖式はひとまず目を背そむけることにした。

　気がつくと、班室の本ほん棚だなにはずらりと魔術書が並び、さらに霊術やＥＳＰに関する実用書など多様なジャンルが揃そろっていた。いつの間にこれだけ運び込んだのか。

　ともかく、班室には玖式と璃理佳のふたりだけだった。この班の未来にすでに暗雲がたちこめている気がしてならない。

「やっぱり、人選に問題があるんじゃない？」

「あの二人で間違いない」

　璃理佳は断言し、『吸きゆう血けつ鬼きの解かい剖ぼう図ず』と書かれた本のページを淡たん々たんとめくった。

「フミカはあまり知られていないけど、霊れい能のう者しやとしての実力は一級。主城はイーサ能力者ではないけど、別のことを期待している」

「別なことって？」

「そのうちわかる」

　それ以上は、璃理佳に話す気はないようだった。

「まあ、僕は楽しければそれでいいんだけど」

　たしかにユニークなメンバーである。自分も成績は気にしないし、進級できないのは困るが、かといって好成績を修おさめて推すい薦せんが欲ほしいというほどでもない。

「ただ、僕がいる意味はあるのかな、とかさ」

　璃理佳が顔を上げた。その頰がこわばっていることに、玖式は気づかない。

　仮に他ほかの二人が正しいとして、自分は足手まといでしかないのではないか。

「馬ば鹿かみたい」

　棘とげのある璃理佳の言葉に、玖式は驚く。

　璃理佳はなにか言いたそうに玖式をにらんだあと、結局なにも言わず再び魔術書に目を落とした。消化不良の感情だけが玖式に残される。

「はっきり、言ってよ。なにかあるんなら」

　頑かたくなな沈ちん黙もく。それにわずかな苛いら立だちと、寂さびしさがこみ上げる。

「璃理佳がなにを考えているか、わからないんだよ」

「それが問題？」

　相変わらず遠い。なにも伝えてはくれない。

「璃理佳、変わったよね」

　ようやく璃理佳がこちらを向いた。怒おこらせてしまったかもしれない、と反省したが、

　その目には予想外に、悲しい色が浮うかんでいた。

「どっちが……」

「え？」

「今日は帰る」

　急に席を立ち部屋を出ていく璃理佳の背中を呆ぼう然ぜんと見送る。よくわからない焦あせりに駆かられ、慌あわててあとを追い廊ろう下かに出るも、玖式の勇気はくじけてしまう。

　またいつものように失敗だ。どうしていつも上う手まくいかないのだろうか。

　自己嫌けん悪おに駆られながら、遠ざかっていく璃理佳の後ろ姿を見送っていると、ローブに身を包んだ魔術学科の教員が、璃理佳を呼び止めた。

　玖式たちのクラスの担任を受け持っている斑鳩いかるがだった。

　ふたりは一言二言会話を交かわし、璃理佳は斑鳩のあとについて歩き出した。




　こっそり後をつけると、璃理佳は教員室に入っていった。

　入り口付近から覗のぞき込むと、斑鳩の机の前に、璃理佳が立っている。

　立ち聞きはよくない、そう思いながらも、聞き耳を立ててしまう。

「──それで、なんの件でしょうか」

「きみの班構成についてだ。申しん請せい書しよに目は通したが、きみの本心を確かく認にんしておきたかったんだ」

「なにか問題が？」

「問題がない、というのがきみの認識ということか」

　璃理佳の態度はある程度予想していたのか、斑鳩は話をべつの方向へ切り替かえた。

「玖式とは、幼少の頃ころからの知り合いだったな」

　自分の名前が出てきて思わずどきりとする。

「それがなにか」

「中等部の頃も、一度あいつの担任だったことがある。その頃のあいつは、いまとはすこし、いや、だいぶちがっていたよ」

　意図せず聞いてしまった斑鳩の言葉に、胸がざわつく。

「あいつがどうして変わってしまったのか、きみは知っているのか？」

「知りません」

「……ともかく今の玖式は、きみほど勉強熱心じゃない。もともと魔ま術じゆつの適性についても高いわけじゃない。あいつがどんなに努力しても、きみほどの魔術師にはなれないだろう。不条理かもしれないが、そういうものなんだ」

　イーサ適性。媒ばい質しつであるイーサを介かいして精神力をエネルギーに変へん換かんする素質。

　その適性については教員なら皆みんな知っている。だから斑鳩は疑問を持ったのだろう。

　学年次席である璃理佳が、凡ぼん庸ような玖式を班に引き入れたことについて。

「玖式が幼なじみだから、情けをかけているのか？」

　璃理佳は貝のように黙だまっていた。斑鳩はそれを肯こう定ていととったかもしれない。

「玖式は一いつ般ぱん学科へ進んでも、俺はいいと思ってる。だが璃理佳、きみはちがう。きみは優ゆう秀しゆうすぎるんだ。私情を挟むなとは言わないが、ここは……」

「必要だから、選んだまでです」

　有う無むを言わせぬ調子。斑鳩も言葉を失なくす。

「お話は以上でしょうか。失礼します」

「お、おい、璃理佳──」

　足音が玖式の方に向かって近づいてくる。

　あわやというところで身を隠かくした。早まる心しん拍ぱくを聞きながら、その気配が遠ざかっていくのを待った。

　安あん堵どすると同時に、幼なじみから逃にげ隠れしている自分に情けなさがこみあげてくる。

　璃理佳がなにを考えているのか、知りたかった。




　その日、璃理佳に呼び出された玖式は、班室に入るなりたじろいだ。

「璃理佳、な、なにしてるの？」

　机の上に置かれた妖あやしげなランプの明かりが唯ゆい一いつの光源の薄うす暗ぐらい部屋で、毒々しい色の液体が詰つまったフラスコや、実験用と思おぼしきネズミやヘビ、コウモリといった小動物が収まったカゴがあちこちにぶら下げられている。その中心で、とんがり帽ぼう子しに黒のローブ姿の璃理佳が、広げた魔術書から視線を上げた。寝ね不ぶ足そくなのか、目の下にくまができている。

「新しい魔術の実験」

「ああ、なるほど……」

　ぱっと見はイタい子だが、璃理佳がやっていると笑い飛ばすことはできない。

「酩めい酊てい効果のある非殺傷魔術。フラスコの中身がそれ。空気に触ふれるとすぐに気化して、呼吸系から侵しん入にゆうするようにしている。欠点は、効果の持続時間がとても短いこと」

「さすが璃理佳。自分で魔術の開発までできるなんて」

　オリジナルの魔術開発などは、大学などのより高等の教育機関で行われるのが普ふ通つうだ。それをこの年で、しかも独学でやってのける璃理佳は、やはり異才なのだということを改めて思い知らされる。

「他にも、いろいろと実験している」

　視線で示したカゴのひとつに、奇き妙みようなヘビがいた。

　頭の後ろからどう見ても鳥類の羽が生えていた。さらに長大化した牙きばがその口内から飛び出しており、目は深しん紅くに爛らん々らんと輝かがやいている。

「なんかすごい生き物いるんだけど!?　あれ倫りん理り的な禁きん忌きを犯おかしてない!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと突とつ然ぜん変異しただけ」

　さらっと恐おそろしいことを言う。自分はなにも見ていない、と現実逃とう避ひすることにした。

「ま、まあいいや。それで、僕に用っていうのは」

「潜せん在ざい能力を引き出す魔術を開発した。これは玖式のための魔術」

「なにそれ。そんなこと、できるの？」

　聞いたこともない話だが、天才璃理佳の言葉には説得力があった。なにより正直、心が躍おどった。もしかしたら自分も璃理佳のような魔術師になれるのだろうか。

「もう効果は実証済み」

「すごい。それは本当にすごいよ」

　玖式が尊敬のまなざしを向けていると、璃理佳はすこし恥はずかしそうに顔をそむけた。心がほっと和なごむ。

「じゃあ、ぜひお願いするよ。あ、ちなみに聞くけど、それはだれで実証したの？」

　やや誇ほこらしげになった璃理佳が指差したのは、さきほどの異形のヘビだった。

「あれかよ！」

　淡あわい希望は一いつ瞬しゆんで打ち砕くだかれた。

「ごめん噓うそ。やっぱりぜったい嫌いやだ！」

「どうして。いま、お願いするって言った」

　璃理佳は不満そうだったが、怒りたいのは人体実験をされかけたこちらの方だ。

「人間じゃないじゃん！　っていうかなに、僕も羽とか生えちゃうの!?」

「大丈夫。ちゃんと生きてる」

「ちがうちがう！　論点ちがう！」

「大人しくして」

　璃理佳は逃げまわる玖式に強引に杖つえを突つきつけてくる。壁かべ際ぎわに追い詰められ、取っ組み合ってその蛮ばん行こうを必死に防ぐ。

「玖式には、眠ねむった才能が、あるかもしれない。だから……」

「やめて、って、ば……。なんでそんな無理矢理……も、もしかして斑鳩先生に言われたこと気にしてるの……!?」

　そこで璃理佳の力がすっと抜ぬけた。

「どうして知ってるの」

　しまった、と思ったときにはすでに遅おそかった。

「盗ぬすみ聞きしていたの」

「いや、それは、その……」

　言い訳に気を取られている間に、璃理佳が短く呪じゆ文もんをつぶやいた。床ゆかに転がっていたいくつかの杖が宙を浮ふ遊ゆうし、玖式のマントに突き刺ささる。

　壁に磔はりつけにされた玖式に、とんがり帽子が歩み寄る。

　がけっぷちだ。人間でなくなってしまう未知の恐きよう怖ふに追い詰められていたとき、外が騒そう々ぞうしくなった。不ふ審しんに思った璃理佳が扉とびらに近づく。

（このセクハラ悪あく魔ま！）

（誤解だって！　あれはちょっと肩かたをマッサージしてあげようとしてだな……！）

　聞き覚えのある声がした直後、扉が吹ふき飛んだ。

「わっ！」

　机がひっくり返り、酩めい酊てい魔術のフラスコやキメラのカゴが盛せい大だいに撒まき散らされる。

　班室に飛び込んできたのは、霧生の式しき神がみだった。いきり立つ式神を従え、怒いかりのオーラを立ち昇のぼらせる霧生を前に、青ざめた主城があとずさる。

「ああごめんな、玖式！　ちょ、ちょっと生命の危機だから謝罪はまた今度！」

「逃がさないわよこのヘンタイ！　悪あく霊りようを憑つかせてやるわ！」

　霊れい能のう者しやが言うと笑えないことを叫さけび、霧生が麒麟をけしかけ主城を追い回す。散々部屋をめちゃくちゃにした挙句、二人は台風のように去っていった。

「なんだったんだろう……」

　あれが頼たよりのチームメイトの姿だと思うと、非常に香こうばしい気持ちになるのだった。

「あ、そういえば璃理佳は──」

　倒たおれていた璃理佳が、むくりと起き上がった。だが頭がびっしょりと濡ぬれており、すぐそばにはあの実験用の液体の入ったフラスコが、粉々に割れている。

「璃理佳？」

　璃理佳はなにも言わず、ひどく据すわった目つきで玖式をにらんだ。その手が制服のネクタイにかかった。しゅるりと引き抜き、床に捨てる。

　つづいて細い指先が前を開きはじめた。

「りりり璃理佳!?　なに、どうしたの!?」

　はだけた胸むな元もとから、繊せん細さいな柄がらの白いブラがあらわになった。予想外にボリュームのある谷間から亜光速で目をそらす。

「しょう」

　柔やわ肌はだをさらした璃理佳にふにゃっと抱だきつかれ、全身を電流がかけめぐる。

　預けられる体重のまま後ろへ思いっきりこけた。腰こしと背中の鈍にぶい痛みに顔をしかめる。

「！　も、もしかして、さっきの酩酊魔術が自分に……!?」

　ぴたりと密着した部分から体温が伝わり、首筋を吐と息いきでくすぐられる。

「──して……？」

「は、はイ？」

「しょうは、どうして──ないの？」

　璃理佳の小さなつぶやきは、よく聞き取れない。

「しょうがそんなのだから、わたひは」

　璃理佳が静かに目を閉じ、唇くちびるを玖式のそれに近づけた。

　待て待て待て待て。これはよくない。こんな状態の璃理佳とそんなことを。あとが怖こわいとか生きていられる気がしないとかいうのもあるけれど、それよりも、

　脳のう裏りを、小さな頃ころの璃理佳の笑顔えがおがよぎった。

　取り返したいと、思っているのに。

　濡れた唇が首筋に触れた。

　理性が悲鳴を上げる。せめてこの場だけでも収めなければ。

　やけくそな決意をした玖式が、璃理佳の肩をやんわりと摑つかんだそのとき、

　すっー。

　静せい寂じやくのなか、健すこやかな寝ね息いきが耳から飛び込んで雄おすの本能を撃うち殺した。

　ため息とともに全身から力が抜ける。

　しばらくして落ち着いてから、残されたこの状態をどうしようかと思案する。

　璃理佳は胸元があらわになり、スカートのすそはめくれあがっている。

　さすがにこのまま放置するわけにもいかない。なるべく直視しないようにしながら、服に手をかける。

　ぱちり、と璃理佳が目を開いた。

　脱ぬがそうとしているようにも見える格好のまま、玖式は固まる。

「ふぁ……」

　へんな声を出して、璃理佳があわあわしていた。そんな璃理佳を初めて見た。

　胸元をかばって立ち上がった璃理佳の手には、すでに杖が握にぎられている。その頰ほおは真っ赤に染まり、うるんだ瞳ひとみには殺意の波動が宿っている。

「璃理佳、なにを言いたいかはわかるよ？　でもいったん落ち着こう。まずは深呼吸して、そもそもこれは不幸な事故で──」

　璃理佳が雷らい撃げき魔ま術じゆつを詠えい唱しようした。




　　　　６




　時刻は二十時を回っていた。

　辺りはすでに暗くら闇やみに沈しずんでいる。学校にほとんど人ひと気けはなかったが、反対側の棟むねの部屋の窓にもいくつか明かりが灯ともっている。試験前には日常的な光景だった。

「…………」

「…………」

　激しく気まずい。こんなときに限って霧生も主城も来ていない。限界だと感じた玖式は、ほとんど頭に入らなかった魔術書から顔を上げた。

「そろそろ、僕は帰るけど」

「私も、帰る」

「あ、そう？　じゃあ……」

　予想外の展開に若じやつ干かんびびりながらも、班室の錠じよう前まえをかけ、二人で班室棟から出た。そのまま屋根つきの回かい廊ろうを抜けると、水の止まった噴ふん水すいがある中央広場へと出る。特別試験の会場だった場所だ。

　夜の学園は、独特な静けさに満ちていた。

　加えていつも以上に、璃理佳との間には会話がなかった。

　さきに耐たえ切れなくなったのは、やはり玖式だった。

「……あのさ。ネイは、どうして、」

「名前では呼ばないで」

「あ、ごめん」

　馬ば鹿か。またやってしまった。沈ちん黙もくのなか自分に舌打ちをする。

　だが璃理佳は黙だまり込んだ玖式を見て、なぜかすこし焦あせったように付け加えた。

「その……玖式にとって、悪あく影えい響きようでしょう」

「？　なにが」

「だから……。私が玖式を、幼なじみだから、班に入れたって」

　璃理佳の言おうとしていることがすぐにはわからず、やや遅おくれて解ける。

　つまり、普ふ段だんから名前で呼んだり仲良くしている様子を周囲に見せると、それが理由で班に入ったと思われてしまうだろう、ということらしい。

「なに、そんなことだったの？」

「そんなことって……！」

　璃理佳があまりに力んでいるので、おかしくなってしまう。そんなことだれも気にしていない。自じ意い識しき過か剰じようだ。それにだいいち、

「ネイがそんなつもりで僕を選んだわけじゃないってことぐらい、僕はわかってるよ」

「だ、だから、ショウがわかってたって周囲の認にん識しきは──」

「あ」

「……なに」

「あ、いや。名前、なんかひさしぶりに呼んでくれたなって。それだけ」

「ッ……！」

　頰にみるみる朱しゆが差していく。そのまま璃理佳は黙りこんでしまった。

　やはり、いまの玖式には、璃理佳がなにを考えているかよくわからない。それでもすこしずつなら、昔の関係に戻もどっていけるような気がした。

「あのさ。よかったら今度、街でも行かない？」

　顔を上げた璃理佳が目をぱちくりさせた。

「あ、ほら、この前まで中間試験期間だったし、しばらくしたらまた期末があるから、ちょうどいいかなって。僕らの班の結成祝いとか、そういうのも兼かねて、みたいな。もちろんべつに無理しなくていいんだけど」

　もっとスマートに誘さそえないのか。言いながら自分が情けなくなる。

「それって、デート？」

「!?」

　まったく予想外の切り返しが来た。

　璃理佳はどこか心細そうに玖式を見上げている。

「いや、ど、どうだろう？　特にそういうつもりじゃないんだけど、でもそういう風に僕は思っていないわけでもないというか」

「はっきりして。どっち」

「ど、どっちって……」

「どちらかといえば」

　なぜこんなに食らいつくのか？　混乱しながら勇気を振ふりしぼり、玖式は決断した。

「……デート、かな」

　璃理佳はしばらく黙っていた。沈黙の一秒一秒が激しく長く感じる。

「…………………く」

「え？」

「デートなら、いく」

　その返答の意味に囚とらわれていると、手に冷たい感かん触しよくが触ふれた。心臓が跳はねる。

　璃理佳の細い指先が、玖式の薬指と小指をためらいがちに握っていた。

　うつむいたままの璃理佳の首筋は、この暗さでもわかるほどに赤い。

「私は、ショウの……専用だから」

「璃理佳……」

　小さな唇が今度は、はっきりとそのつづきの言葉を紡つむごうとして、
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　噴水の陰かげから、人が飛び出してきた。

　暗い色のローブに覆おおわれた細い輪りん郭かくと思いっきりぶつかり、お互たがいに尻しりもちをついて倒れこんだ。少女がかけていた眼鏡が落ちる。

「！　すみません、大だい丈じよう夫ぶ──」

　倒れた拍ひよう子しにめくれたフードから、雪のように白い髪かみがこぼれた。

　華きや奢しやな少女だった。教師のローブとも異なり、見るからに学園の生徒でもない。取り落とした魔術書と杖つえが石いし畳だたみの上に転がっている。学園指定のものとは異なり、どちらもかなり古びていた。

　少女がゆっくりと顔を上げた。それ見た瞬しゆん間かん、心臓が跳ね上がる。

　黄金色の瞳。

「きみは……？」

「あ、ああ……」

　恐きよう怖ふに染まった顔で、少女は震ふるえている。

「どうしたの？　学園の子じゃ、ないよね？」

　少女はただ首を小刻みに振り、後ずさる。

　だめだ。こちらの言葉もまともに耳に入っていないようだった。どうしようかと璃理佳に尋たずねようとしたとき、

　璃理佳があえぐように喉のどを押さえていた。

「璃理佳、どうしたの？」

　そのひざが崩くずれ落ちる。駆かけ寄ろうとした玖式を、内部からの衝しよう撃げきが襲おそった。

　璃理佳と同様に、そのあまりの苦しさにたまらずひざをつく。

　声が出ない。

　いや、息ができない。

「──直接干かん渉しよう型の超ちよう能のう力りよくは、知覚できなかった時点で魔術師の敗北。ここのやつらはそんなことも知らないのか？」

　聞き覚えのない声が響ひびいた。

　じりっ、と石畳の上をこする足音に、玖式ははいつくばったまま見上げる。

「まったく、魔術師ってのはただの大道芸者だな」

　そこに立っていたのは、パーカーにカーゴパンツといったありふれた格好をした若者だった。だがその目つきの殺さつ伐ばつさに、ただの若者ではないことも、この学園の人間ではないこともすぐにわかった。悠ゆう々ゆうと構えるその余よ裕ゆうぶりが恐怖をあおる。

　この男が言ったことは、ある意味事実だった。

　超能力はイーサを用いて対象に直接影えい響きようを行使するため、物理現象を主体とする魔ま術じゆつ師しは、基本的に防ぼう御ぎよ手段を持たない。念力系など物体に作用するタイプの超能力以外の場合は、索さく敵てき魔術や先制攻こう撃げきといった間接的な防御が、唯ゆい一いつの対たい抗こう手段となりうる。

　魔術師にとっての天敵、それが超能力者だ。

「さて、と。おいガキ、さっさと来い」

　動けない玖式たちを無視し、男が少女の腕うでを乱暴につかんだ。

「いや、放して……！」

　痛みとかすむ視界のなかで、かすかに認識する。

　この子は男に追われている？　なぜ？

「どうやら、痛い目に遭あいたいみてえだな」

　男がこれ見よがしにベルトに吊つったシースから、それを抜ぬいた。

　長大で分厚い刀身、返しのついた禍まが々まがしい形状のバトルナイフ。尋じん常じようじゃない。

　璃理佳は動けない。防衛手段の少なさに加え、超能力に対する抵てい抗こう力がもっとも低いのが魔術師だ。イーサ能力者は、自らと同種の能力に対する耐たい性せいが高く、霊れい能のう者しやは魔術に、超能力者は霊能力に、魔術師は超能力への耐性がとりわけ低い。

　璃理佳が回復するのには時間がかる。

　けれど、自分はちがう。

　薄うすれていく意識のなかで、玖式は腰こしの後ろの隠かくしケースから、御符を取り出した。

　振り絞しぼった力で投とう擲てき。御ご符ふは生き物のようにぴたりと男の足に張り付いた。

「なっ」

　気づいた男が焦りの表情を浮うかべた瞬間、それまで苦しんでいた璃理佳が大きく咳せきこんだ。同時に玖式の気管を空気が抜けた。

　玖式の放った御符により、超能力の効果が途と切ぎれたのだ。

　降こう霊れい術じゆつや解かい呪じゆ術じゆつなど、霊能力は外界や対象のイーサをコントロールする術に長たけている。その代表的な触しよ媒くばいである御符には、接せつ触しよくした人間のイーサを乱す効果がある。能力の使用をデリケートな集中力に左右される超能力者にとっては厄やつ介かいな代しろ物ものだ。

　そして当然、それを扱あつかえるのは霊能者以外にない。

「てめえ、魔術師じゃ──」

　そしてその瞬間には、玖式は男を視認し、意識を集中させていた。

　男の顔が、ゆっくりとこわばっていく。

　その視線の焦しよう点てんは、もう玖式に合っていない。いや、合わせられないのだ。

　玖式は男の正面にいる。だが男は頭をめぐらし、前後左右を見み渡わたした。さきほどまで余裕の笑えみをたたえていたその顔が、恐怖にゆがんだ。

「どこに消えやがった……」

　なんとか身体からだを起こした璃理佳は、突とつ然ぜん錯さく乱らんしたようにすら見える男と、その目の前でなんの攻撃も受けずに立っている玖式に、説明を求めるような視線を向けた。

　璃理佳には、玖式が見えている。

　玖式は堂々と正面から、男に杖を向けた。詠えい唱しよう。衝撃魔術が無防備な男の肩かたを打ち抜いた。男の手からナイフがこぼれ落ちる。

　玖式のそれに身体を吹ふき飛ばすほどの威い力りよくはないものの、男は大きくよろめいて痛みに顔をしかめた。

「く、くそがっ……！」

　身の危険を感じた男が、やむなく少女を乱暴に突つき飛ばした。

　目の前で地面に叩たたきつけられそうになった少女をぎりぎりで受け止めたときには、男は夜や闇あんに身をひるがえしていた。

　全身からどっと汗あせが吹き出る。

「玖式、いまのは……？」

　璃理佳と少女が呆ぼう然ぜんと玖式を見上げている。その視線にすぐに向き合う勇気はなく、逃にげるように目をそむけてしまう。

　逃とう走そうする直前、男は自分が対たい峙じした人間の正体を、どう認にん識しきしただろうか。

　御符による能力発動の妨ぼう害がい。

　玖式の姿を視界から消した不可思議な能力。

　そして魔術。

　それらをひとりで実現する存在を、だれも見たことがなかった。







　第二章
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　暗くかげった曇どん天てんの早朝。玖く式しきが学園の衛生室の前で待っていると、璃り理り佳かが現れた。思ったよりいつもと変わらない様子に、ひとまずほっとする。

「あの子の様子は？」

「まだ眠ねむってるみたいだ。相当疲ひ労ろうしてたみたいで……」

「先生たちは、なんて」

「意識を取り戻もどしたら病院に移して、それから警察に身元を調べてもらうって。事情聴ちよう取しゆがあるかもしれないけど、僕らは普ふ通つうに授業に出ろって言われた」

　あのあと、少女は気絶するように意識を失ってしまった。教員室に行き残っていた先生に事情を話し、昨夜は応急的に学園の衛生室で休ませたものの、まだ眠り続けている。

　学園に侵しん入にゆうした超能力者を玖式が撃げき退たいしたことは、この場にいる二人と、眠っている少女しか知らない。

　まだ朝早い時間だというのに、霧生きりゆうもやってきた。

　璃理佳の姿を見るなり、霧生は駆け寄って抱だきついた。

「璃理佳、よかった……」

　そっと離はなれた霧生は、悔くやしげにうつむいた。

「超能力ならわたくしがいれば、二人に怪け我がをさせなかったのに……」

「そんなこと……。巻き込まれなくてよかったよ。それに僕らもなんてことないしさ」

「玖式くん……」

　思い出すと勝手に湧わいてくる恐怖と震えを、玖式は押し殺していた。

　そんなものを共有させたくなかった。

「それにしても、さすがね璃理佳。そんな相手を返り討うちにするなんて」

　璃理佳が重く口を閉とざした。霧生が首をかしげたため、あわてて口を挟はさむ。

「そ、そういえば主しゆ城じようは来てないんだ？」

「あら？　わたくしより先に行っていると聞いていたのだけれど」

「え？」

　なにやら嫌いやな予感がしたので、玖式は衛生室の扉とびらを開け、中に入った。

　窓まど際ぎわの一番奥に、少女が寝ねているベッドがある。

　そこに、まさにいま眠ったままの少女に覆おおいかぶさらんとしている主城がいた。

　霧生が召しよう喚かんした式しき神がみ〝麒き麟りん〟が、角で主城の尻しりをなぎはらった。

「ぎゃっ!?」

　宙を舞まった不ふ審しん者が反対側の壁かべに激げき突とつ。主城がもんどり打って起き上がる。

「いってぇ～！　な、なにすんだよいきなり!?」

「こっちの台詞せりふよ！　いったいなにしてっ、だいたいどうやって入ったの!?」

「どうやってって……そりゃあ窓からだけど」

「当たり前のように言うんじゃないわよっ！」

「いや、べつにそんなつもりじゃなくて。ただ気を失った女の子が無防備に寝ていると聞いたら、なんかこう身体の特に下の方がむずむずしてきて……」

「この性犯罪者予備軍！」

「お、落ち着いて霧生さん！」

　攻撃用の御符を繰くり出そうとする霧生を羽は交がい絞じめにする。このままでは流血沙ざ汰ただ。

　一いつ触しよく即そく発はつのそのとき、うめき声がもれた。

　全員でそこに注目する。

　少女の目が、ゆっくりと開かれた。

　数秒まばたきをしたあと、少女はまわりに居並ぶ見知らぬ人間たちに死ぬほどびっくりしたらしく、ベッドの上で飛び跳はね、後頭部を壁にぶつけた。

「～～ッ！　ななななんですか!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから落ち着いて。僕らはこの学校の生徒で、ほら、昨日会ったでしょ。僕と、となりの璃理佳。見覚えあるよね？」

　玖式がゆっくりと語りかけると、少女はこちらの顔を見てじーっと目を細めた。透すき通った翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。あの夜、それが金色に見えたのは気のせいだったらしい。

　それにしても、どこか焦点が合っていない。もしかして、視力が悪いのだろうか？

　まだ警けい戒かいを解いてない少女が、周辺をさぐる動作をした。なにを探しているのかぴんときて、玖式はサイドテーブルに置いてあったそれを取って差し出した。

「あ、わたしの眼鏡……」

　手て渡わたすとき、レンズにうすくスモークがかかっていることに気づく。

「遮しや光こう眼鏡なんだね、それ」

「!!」

　なぜか少女の表情がぎくりとこわばる。

「たた、ただの、眼鏡です。け決してまぶしいのが苦手とかではなくて、その」

「？　あとこれも。きみのだよね」

　杖つえと魔ま術じゆつ書しよを差し出した。おっかなびっくりとそれを受け取る。

「魔術師なの？」

「え？　そ、そう、そうですよ。わたし、なんと魔術師なんですから！」

　どうだと言わんばかりに少女は胸を張った。なんだか虚きよ勢せいを張っているようにも見える。

　そう言われても、反応に困る。なんと返していいものか。困こん惑わくの空気が広がると、少女はしだいにうろたえはじめた。

「あ、あの……あまり、驚おどろかれないんですね……？」

「そりゃあ、なぁ？」

　璃理佳を振ふり返り、主城が淡たん々たんと答える。

「彼女なんて、この学園第二位の魔術師だし」

「学園の……え？」

　璃理佳が咳せき払ばらいする。玖式はすぐにその動どう揺ようが見て取れた。どうやら人前でそう呼ばれるのは気き恥はずかしかったらしい。主城はつづいて玖式を指さす。

「それから、一応、そいつも」

「一応ってなんだ。僕だってここの魔術師だ」

「みな、さん、魔術師……？」

「わたくしは霊れい能のう者しやよ」

「霊っ!?」

　顔色を取り戻しつつあった少女が、ふたたび青ざめる。

「ああ、あの……ひとつお尋たずねしますが、ここはいったい……？」

「東ひがし十じゆう字じ学がく園えん。イーサ教育学校の」

「そ、ソウ、デスカ」

「？」

　全員がいぶかしんで注目するなか、少女はふたたび卒そつ倒とうした。




　とりあえずしばらく寝かせておくことにし、玖式たちはそのまま午前の授業を受けてから、昼休みにふたたび班室に集まった。

「能力者が怖こわいのかしらね」

「でも、なにも気絶までしなくても……」

　たしかに、玖式たちのようなイーサ適性者に偏へん見けんを持つ人間も世の中にはいる。実際、いまや暴力団やマフィアの半分は、魔術師か霊能者か超ちよう能のう力りよく者しやだと言われている。

　ただそれらに比べれば、正規に学園に通い能力を習得している玖式たちのような若者は、それほど世間から疎うとまれるような対象にはなっていない。むしろいつの世でも、暴力を行使することを生なり業わいにする者たちがいる。それに対処するためにも、公的なイーサ能力者の育成が社会に要よう請せいされているという実情もあるのだった。

「様子を見にいってきたら？」

「僕が？」

「わたくしが見たところ、貴方あなたが一番怯おびえられていないように思うわ。それにこの男に行かせるわけにもいかないし」

「え、どうしてオレじゃだめなの？」

「鏡で自分の顔を見てきなさい」

　フヒヒヒ、とだらしなく口元をゆるめた主城がそこにいた。仕方がない。

「わかった。行って来るよ」




　　　　＊




　怖い怖い怖い怖い怖い危ない危ない危ない危ない危ない。

　ベッドの上でシーツにくるまりながら、少女は気が気ではなかった。

　いったいなんてところに逃にげ込んでしまったのか。

　魔術師に霊能者に超能力者？　ライオンに囲まれた草原のシマウマではないか。村ではこんなこと教わらなかった。学校とはこんなに恐おそろしい場所だったのか？

　ここから逃げ出さなければ。一刻も早く。

　決意を固めると、少女は机の前で背中を向けている教員の目を盗ぬすんでそっとベッドから這はい出し、忍しのび足で衛生室を抜ぬけ出した。




　　　　＊




「え、あの子が？」

「ええ。いつの間にかいなくなったのよ」

　自分が目を離していた隙すきに、と衛生室の担当教きよう諭ゆはきまり悪そうに言った。すでに他ほかの教師たちが探しに行っているらしい。

　自分も探してみます、と言って玖式も仕方なしに構内を歩き回って探しはじめた。するとあっけないほど簡単にその姿が見つかった。

　特別教室が並ぶ三階の廊ろう下かで、魔術用具入れのロッカーの陰かげから、小さな尻が出ていた。あまりにわかりやすく、むしろ警戒してしまう。

「ねぇ、きみ」

「ひっ！」

　飛び跳ねた少女が足をもつれさせ、すってーん！　と盛せい大だいに転んだ。

「だ、大丈夫？」

「わわわたしに構わないでください！　もうへいきですから！　出ていきますから！」

「あ、そっちは」

　言葉とは裏腹に少女が飛び込んだのは、美術室だった。

　小さく悲鳴が上がった。少女は、教室内に置かれた一枚の絵画の前で硬こう直ちよくしていた。

　吸きゆう血けつ鬼きが十じゆう字じ架かに磔はりつけにされている絵だった。

「はわわわわわわわ……」

　真っ青になってがくがくと全身を震ふるわせている。

「ここここれはいったいいいい」

「？　美術の備品、だと思うけど」

　確かに不気味な雰ふん囲い気きのある絵だが、そこまで恐こわいものではない。

　吸血鬼や妖よう怪かいといった人外の存在は、かつては確かに実在していた。歴史や生物の教科書にも載のっているし、博物館に行けばミイラだって見れる。けれど二十世紀後半からその数は激減しており、とくに吸血鬼にいたっては現在ではほとんど確かく認にんされていない。

「あれ、玖式じゃん。どうした？」

　美術室の入り口に、短たん髪ぱつの男子生徒が現れた。

　同じマーリーンクラスの風かざ間まだ。中等部の頃ころから一いつ緒しよで、寮りようの部屋も近いので親しい間あいだ柄がらだった。

「風間こそ、なんでここに」

「なんでって。おれ美術部だし」

「あ、そっか」

　風間の顔を見ていて、そういえば映画のソフトを借りていたことを思い出す。予想通り風間はその話題を持ち出した。

「そういやこの間のやつ観みたか!?　あのシガール無む双そう！」

　アクション一筋五十年のベテラン俳優スティーブ・シガールが主演を務める映画、『沈ちん鬱うつシリーズ』。身長一九〇センチを越こす筋骨隆々な軍人上がりの魔術師の主人公が、吸血鬼を始めとする人外を次々となぎ倒たおす。主人公がいかに強いかを表現することを突つき詰つめた映画で、人気の高いシリーズ作品だった。

「とくに燃えたのが、吸血鬼の腕うでを引きちぎるあのシーン！」

「う、腕をっ!?」

　なぜか少女が声を裏返す。

「そう！　そしてトドメとばかり頭を吹ふき飛ばす！」

「あ、あた、あたま」

「はらわたを引きずりだし……って、その子、大丈夫？」

「え？」

　玖式の隣となりで、少女は立ったまま気絶していた。




　また衛生室に逆ぎやく戻もどりとなった。

　臨時の職員会議でも開かれているのか、衛生室の担当教諭に戻るまで少女を見ていてくれと頼たのまれ、玖式は少女に付き添そっていた。他に生徒もおらず、二人きりだ。

　しばらくして、少女が小さくうめき声を上げた。

「あ、起きた？」

　ぱちくりとまたたき、自分の身に起こったことを理解したようだった。

「あの、わたし、また気絶して……」

「さっきはごめん。ああいう話がダメだったの？」

「いえ、とくにそういうわけではないんですが……」

　遮しや光こう眼鏡をかけなおしながら、ばつが悪そうに言う。

「そういえば、名前まだ聞いてなかったけど」

「……レディ・エリフェリスです。レディで、良いです」

「身体からだは、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。こう見えても丈夫なんです」

「そっか」

　少女はシーツを固く握にぎり締しめながら、怯える小動物のように身を縮めていた。

　同情なのだろうか。目の前の危なっかしい女の子のことが気になっている自分がいた。

「もしかして、ここを抜け出すつもりだったの？」

　レディの肩かたが震えた。そのままうつむいてしまう。

「どうして？　追われてるんでしょう。一人で出歩いたりなんかしたら、また──」

「あなたがたには、関係のないことです」

　ぴしゃりとさえぎられた。気まずい沈ちん黙もくが横たわる。

　確かに、昨日の夜、自分は偶ぐう然ぜんあの場に居合わせただけだ。超能力者を撃げき退たいすることができたのも、運が良かっただけだろう。

　それなら、もうこの子を放ほうっておけばいいのか。

「一緒にいるべきだと、僕は思う」

　不定形の気持ちがそんな言葉となって口から出ていた。なにを言っているのだろう。案の定、レディも不思議そうにしている。

「……それは、あなたとあの方たちのように、ですか？」

「え？」

「あなた方は、どうして一緒にいるのですか？」

「どうしてって、それは……」

　改めて問われると、答えに詰まった。

「それは、試験のためだけど……」

　いや、それだけじゃない。

　なぜだか、本当の話をしたかった。自分が感じていることを、伝えてあげたかった。それがどれだけの意味があるのかもわからないまま。

「僕らが一緒にいるのは、たぶん、生き残るためだと思う」

　レディは目を丸くした。

「みなさんは、そんなに頻ひん繁ぱんに、命の危機にさらされるのですか？」

　苦く笑しようしてしまった。首を振ふって訂てい正せいする。

「そういう危険じゃないんだけど、なんていうか、いろいろあるから。試験とか進路とか、人付き合いとか。そういうのに対して、ひとりでいるのは、すこしだけ不利だと思うから」

　毎日を生き抜けるよう一緒にいるべきだと、玖式は思っている。

　世の中が強しいてくる出来事に、押し潰つぶされない為ために。

「……よく、わかりません」

「そ、そうだね。ごめん、へんなこと言って」

　途と端たんに恥はずかしくなってきた。だがレディの表情がやわらかくなっていた。

「ありがとうございます。すこし、安心しました。ほんとうはみなさんのことが、すごく怖こわいと思っていました。それで早く出ていかないと、って焦あせって……」

「そんなことないって。たしかにここは普ふ通つうの学校とはちょっとちがうけど、でも一いつ般ぱん学科だってあるし、それにほとんどは真ま面じ目めに勉強している普通の人たちだよ」

「そうなんですか？」

「うん。個人的なことを言えば、頼たよれる仲間もいる。だからもしきみが平気なら、ここにいた方が、僕はいい気がするんだ」

「わたしは……」

　レディは言葉を濁にごした。玖式もそれ以上は強要できず、沈黙に身を任せるほかない。

　部屋の外で声がした。衛生室の戸を開けたのは、斑鳩いかるがだった。

「二人とも、入るぞ」

「先生」

「いろいろと悪かったな。彼女を病院に移す。おまえは授業に戻れ」

「あ、でも……」

　反射的に反論しかけたが、具体的な言い訳はなにもなかった。

　それでもよくわからない焦しよう燥そう感かんにかられ、言葉を探していると、レディは静かにベッドから降りて立ち上がった。

　斑鳩がレディをうながす。彼女をこのまま行かせていいのか。

　だれが彼女の味方になってくれるのだろうか。

　彼女はひとりで、平気なのだろうか。

「待ってください！」

「なんだ、玖式」

「あ、その……。彼女は……」

　なにも考えはなかった。どうする。どうしたらいい。なにか言わなくては。なにかレディをここに引きとめる理由を、噓うそでもいいから、なにか──

「か、彼女、入学希望なんです！」

　言ってから、激しく自分は馬ば鹿かだと思った。レディも斑鳩もぽかんとしている。けれど、もはや退路はない。突き進むのみだ。

「ね！　そうだよね!?」

「え、ええ、はぁ。……え？」

「どうしても見学したいっていうから、僕が勝手に案内していて、ほら、杖つえと魔ま術じゆつ書しよも持ってます。彼女、イーサ適性のある魔術師志望なんですよ！」

「それは……まあ、けっこうなことだが」

「防衛魔術で高名な斑鳩先生に一目会いたいって言ってました！　ぜひ弟で子しにして欲しいって！　イケメンでダンディーでセクシーな方だって！」

「おまえ、俺のことを馬鹿にしてないか……？」

「それなら、ここで試験を受けさせてあげましょう」

　斑鳩がぎょっとして振り返ると、そこに薄うす紫むらさき色いろのスーツ姿の女性が立っていた。

「り、理事長？」

　目の下にある泣きぼくろが印象的な、憂うれいのある表情。

　女性にしては背が高く、立ち姿を見るとそのプロポーションの良さがはっきりわかる。

　東十字学園の在あり世せ羅ら理事長がそこにいた。

　一見して、二十代後半ほどにしか見えない。じっさい年ねん齢れい不ふ詳しようだ。自身の時間すら操あやつれるのではという噂うわさから、生徒の間ではひそかに〝時の魔女〟と呼こ称しようされている。

「どういうことですか？」

「その通りの意味です。私が彼女に臨時試験を設けます」

「それは、編入の試験、ということですか？」

「ええ。ただしその代わり、不合格だった場合は、再試験の権利は与あたえられません。即そつ刻こくここから立ち去ってもらいます。いいですね？」

　唐とう突とつな展開にすっかり置いていかれていた玖式だったが、ようやく理解が追いついた途端、慌あわてはじめた。

「ちょ、ちょっと待ってください。彼女はまだ病やみ上がりだし、それにそんな急に試験とか、準備もなにもしてないですし」

「そうですよ。さすがにこれは横暴ですよ」

　これには斑鳩も食ってかかった。助かった。先生が味方になってくれれば心強い。

「斑鳩先生。あなたは私の意見に反対だと？」

「反対というかなんというか……」

「そういえば、お子さん、小学校に上がったばかりだそうですね。一家の大黒柱が職を失ったら家族は大変ですね？　それでも反対ですか？」

「すぐに試験を始めましょう」

「先生!?」

「ナニカナ？　イイジャナイカ、ウカレバモンダイハナイヨ」

「言いなりすぎでしょ!?　もうちょっと抵てい抗こうしてくださいよ！」

「いいからやるんだ。いいな」

　がしっと肩をつかまれた。その鬼気き迫せまる相そう貌ぼうたるや、なにも言い返せない。

　人の親とは大変だとなかばむしろ尊敬しつつ、さっきから完全に事態についていけていないレディを背に、玖式は天を仰あおいだ。

　とんだことになってしまった。




　　　　２




　臨時試験の会場は、中間の特別試験の場ともなった学園中央の広場だった。そこでレディと斑鳩が向き合っている。

　校舎のあちこちの窓からは、また野次馬の首が突つき出ている。

　立会人は、在世羅理事長。試験官は斑鳩だった。

　レディは魔術学科の制服とマントを借りて着用していた。

「合格条件は、斑鳩先生の防衛魔術を破り、一発でも攻こう性せい魔術を当てること。ただしイーサの枯こ渇かつなど、魔術の詠えい唱しようが困難になった時点で失格となります」

　合否の条件は単純だ。

　一発でもレディの魔術が斑鳩に当たれば、レディの勝ち。

　その前に魔力──魔術師が物質を生成するためのイーサが尽つきれば、レディの負け。

　斑鳩は防衛魔術以外の一いつ切さいの詠唱はしない。つまり一方的にレディが攻せめることができる。だが玖式には、この勝負がいかに困難かわかっていた。

　魔術学科の教員、斑鳩の専門は防衛魔術だ。

　学園の教師は、基本的にはほぼ全員がイーサ能力の国家資格を持っている。その多くが元警察官か元自衛隊員であり、現場の一線で活かつ躍やくしていたつわものたちだ。

　そもそもこの学園自体、設立当初は警察学校や自衛隊の幹部候補生学校に近い組織だった。その頃ころ、斑鳩たちは「教官」と呼ばれていたらしい。

　それが近年になって、イーサ能力のより広い発展を望む、という方針のもと、表向き一般の民間企き業ぎようやアカデミーへの進路も視野に入れた高等教育機関として謳うたい出され、「教官」も「教きよう諭ゆ」へと立場が置き換かえられた。

　ともかく、斑鳩のそういった出身も考えれば、その実力ははるかに山の向こうにある。本気を出されたら、璃理佳だって勝てるかどうか。

　玖式はレディのもとへ駆かけ寄り、最後の確かく認にんをする。

「さっき言った魔術、できるよね？　ちなみに僕は上う手まくないんだけど……」

「え、ええ。たぶん、それは大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　玖式は魔術書のなかのある術に注目し、レディが詠唱できるかを事前に確認していた。

　普通にやってもまず勝機はない。

　玖式がこの短時間で立てられた作戦は、たったひとつしかなかった。あとはレディがそれを上手く実行できるかどうか。

「では、始めてください」

　在世羅みずから、開始を宣言した。

　レディは魔術書片手に、杖を構えた。スペルを唱える。

　魔術書は単に術式の知識が書かれた本ではない。それ自体が魔力を帯びた詠唱媒ばい体たいのひとつであり、魔術の起動を補助する役目を持つ。魔術を詠唱するのに必ひつ須すではないし、高等部以上の魔術学科の生徒であれば杖とスペルのみで詠唱するのが普通だ。

　おぼろげなこぶし大の炎ほのおが、レディの杖先に出現した。

　ただよう雲のような速度で、ふらふらと飛んでいく。

「こ、これはひどい……」

　思わずうめいてしまった。

　斑鳩は回かい避ひすることも、迎げい撃げき魔術を唱えることもしなかった。

　その胸のあたりで、炎が「ぽすっ」と音を立てて消しよう滅めつした。

「自動防ぼう御ぎよだけで……」

　特別な防衛魔術を展開するまでもなく、斑鳩はローブに付加した魔力だけで炎を無効化した。それを見て玖式は絶望してしまう。

　呪じゆ文もん詠唱の巧こう拙せつや集中力の問題だけではない。根本的な魔力が低い。

　でも、と玖式は思う。乏とぼしい魔力。稚ち拙せつな制御力。自分に似ているのだ。

　自分ならどうする。自分なら正攻法では勝負しない。勝てないとわかっているからだ。

　だから突とつ破ぱする可能性は、ひとつしかない。

「レディ！　詠唱を止めるな！」

　あまりの実力差に諦あきらめつつあったレディは、玖式のその言葉に後押しされ、小さな火球を次々と発生させた。それがふわふわと斑鳩のまわりをただよう。目の前に来ても斑鳩は動じず、触ふれただけで火球の方がかき消される。

　それでも量だけは稼かせぎ、斑鳩の前後左右の視界を灯ともし火びが覆おおった。めくらまし程度にはなる。けれど、しだいに詠唱速度が衰おとろえていく。そのめくらましを唱えるだけで、レディのイーサは底を突こうとしている。

　勝負するしかない。

「今だ、レディ！」

　玖式の掛かけ声とともに、レディは反詠唱魔術を唱えた。

　刹せつ那な、すべての魔術が消滅する。

　この魔術のデメリットは、術者自身も能力が使えなくなってしまうということだ。加えてイーサを常に消費する持続的な魔術にしか効果がない。

　諸もろ刃はの剣つるぎ。しかもレディの魔力では、消していられるのはほんの一いつ瞬しゆんだ。実戦ではほとんど意味を成さないだろう。

　斑鳩の防衛魔術が再構成される。

　だがそのとき、なんの脅きよう威いでもなかった小さな火の玉が、たまたま斑鳩の頭の後ろに浮うかんでいた。自動防御に任せ、存在すら意識していなかった、そのわずかな炎が。

　斑鳩の頭に着火した。

「───────うわっ！」

　頭を燃やした斑鳩が噴ふん水すいに頭から飛び込んだ。




「合格、ですよね」

　合否の判定を下すのは在世羅理事長だった。

　びしょぬれになってうなだれている斑鳩をよそに、沈ちん黙もくのなかで審しん議ぎにかけている。

　合格だろうなどと言いつつも、玖式は気づいていた。

　実はあの反詠唱魔術で、レディのイーサはすっかり空になっていた。ルール通り、厳密に判定すればレディの負けなのだ。単にそれがばれていないだけ。

　時の魔女の瞳ひとみにじっと見つめられ、背筋を嫌いやな汗あせがつたう。

「いいでしょう」

　ついに、在世羅がそう言った。

「あ、ありがとうございます！　レディ、合格だって！」

　玖式が舞まい上がって駆け寄るも、当の本人はいまだに呆ぼう然ぜんとしている。

「とりあえず、仮、ということで」

「え？」

「また追試験を行います。それまでは在学を認めましょう」

　在世羅が意味ありげな視線を玖式に流した。やはり気づかれていたのだろうか？

　ともあれ、ひとまずは首の皮一枚でつながった。

「あの……」

「ここにいられて、よかったね」

　レディははっとし、玖式の顔をまじまじと見つめた。

「あ、べつに無理強じいするつもりじゃないんだけど。……ただ、だれも頼たよる人がいないなら、僕らは手を貸すから」

　自分にもできることがあるはずだ。

　あのとき、あの暗い森のなかでできなかったなにかが、できるはずだ。

「ありがとうございます……。玖式さんのアドバイスのおかげです」

　そのときようやく、レディの笑顔えがおを見ることができた。

「ショウでいいよ」

　言ってから、なぜか璃理佳のことが脳のう裏りをよぎった。妙みような後ろめたさを感じる。

　ばらばらとギャラリーの生徒が解散していくなか、在世羅が近寄ってきて、玖式にだけ聞こえる声量でささやいた。

「お膳ぜん立だてはしましたが、面めん倒どうはあなたが見るのですよ」

「はい？」

　在世羅は妖あやしげに微笑ほほえんだ。

　レディはのんきに首をかしげている。

　すべては最初から、魔ま女じよの罠わなだったのかもしれない。




　寮りようの自室に帰ると、鍵かぎがあいていることに気づいた。

　朝出てくるとき閉め忘れてしまったのか、と警けい戒かいするよりもそう考えた玖式は、たいして気にもせず部屋に入っていった。

　浴室の入り口から人ひと影かげが出てきた。

　時が止まった。

　そこにいた人物は、短いタオルで胸むな元もとと前をかろうじて隠かくしているが、ほっそりとした鎖さ骨こつや、やわらかそうな二の腕うで、ゆるやかな腰こしの曲線などほとんどがあらわになっていた。頰ほおや首筋に濡ぬれた長い髪かみがはりつき、ひときわ白い肌はだは桜色に上気している。

　ほぼ裸はだかのレディがそこにいた。

「ひっ……!!」

　硬こう直ちよくが解けたレディはあっけなくパニックになり、あとずさろうとしたものの制御を失った挙動で足をもつれさせた。

「あぶっ──」

　咄とつ嗟さに手を伸のばした玖式は、逆にレディに手首を摑つかまれてそのまま引き倒たおされた。

　打ちつけた手首とひざに衝しよう撃げきと痛みがはしる。あぶなくレディを押し潰つぶすところだった。安あん堵どする間もなく、至し近きん距きよ離りで視線が衝しよう突とつする。

　翡ひ翠すい色の瞳。

　玖式の片ひざは、レディのふとももの間に差し込まれている。ついこの前も、こんなことがあったような気がする。ちがうのは、押し倒しているのは自分の方で、しかもその相手は裸で目に涙なみだを浮かべ、その口が一秒後に悲鳴を上げる形になり、

　それを玖式は反射的に手でふさいだ。

「!?　むぅ～～～っ、ぐぅ～～～～!!」

「ご、ごめん！　でも叫さけぶのはまずいって……」

　この勢いだと甲かん高だかいレディの悲鳴はまちがいなく寮全体に響ひびき渡わたるだろう。それを聞いてだれかが駆けつけでもしたら、もう本当にアウトだ。

　とはいえ、裸の女の子に覆いかぶさり口を押さえつけている自分の姿を意識すると、どんな弁解のしようもなく犯罪者だった。どうしてこんなことに。

「きゅー……」

　レディの腕から力が抜ぬけ、ぐったりとしていた。

　気を失ったらしかった。

「う、噓うそだろ？」

　首から下に目をやれば、控ひかえめなふたつの盛り上がりが──光速で視線をひきはがす。抵てい抗こうすることもなく横たわるレディを前に、絶望するほかなかった。




　そこからのことは、あとからもあまり思い出さないよう記き憶おくを封ふう印いんしている。顔をそむけながら苦労して適当なＴシャツを上から着せ、心しん拍ぱく数すうと戦いながら意識のないレディを椅い子すに座らせて、風か邪ぜをひかないよう濡れた髪を乾かわかしてやった。

　女の子をお姫ひめ様さまだっこしたのもはじめてだった。細身のレディの身体からだも、現実にはやはりそれなりに重かった。部屋を分割する中央の二段ベッドまで運んで横たわらせたときには、すでに玖式の精神は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　数十分後、レディが目を覚ました。

「や、やあ」

　身体を起こしたレディは、ぽかんとしている。

「くしき、さん……？」

　つづいて自分の格好を見下ろし、すべてを思い出したらしいレディは、爆ばく発はつ的てきにあとずさってまた壁かべに後頭部を派手にぶつけた。

「～～～ッ！　な、な、なんでですか!?」

「それはこっちの台詞せりふだよ！　なんで僕の部屋に？」

　玖式の正当な逆ギレを受け、むしろレディは落ち着きを取り戻もどす。

「えっと、理事長さんが、鍵をくれて……」

　魔女の意味深な笑えみを思い出し、愕がく然ぜんとする。

「あの……。勝手に湯ゆ浴あみ場をお借りして、ごめんなさい……」

「いや、それは、べつにたいしたことじゃないんだけど」

　言いながら、レディのむきだしのふとももから目をそらす。

「あ、ここでは、まずいのですか……？」

「そりゃ……！　男子寮だし、いや、確かにベッドはひとつ空いてるけど、それはたまたま僕のルームメイトが長く休んでいるだけで……」

　本当のことだった。玖式のルームメイトである男子生徒は、一身上の都合とやらで、二年に上がってからずっと学園を休んでいた。

「女子で、だれかいないのかな、璃理佳とか……」

「！　あ、あの人は」

　いきなり青くなったレディの表情を見てしまえば、璃理佳のところという選せん択たく肢しは諦あきらめるほかなかった。そもそも二人部屋が基本の寮室で、空きがあることが珍めずらしい。

「屋根のあるところなら、わたしは納な屋やでも……」

「うっ……」

　良心が痛む。もう外は真っ暗だ。いまここで放ほうり出すわけにもいかない。

「まあ、今日だけなら……」

　観念して肩かたの力を抜くと、レディの表情がぱぁっと明るくなった。

　こんなことだれかに知られたら目も当てられない。寮を出るときも気をつけないといけないし、レディには絶対に秘密にしておくよう、きつく言い含ふくめておこう。

　頭が重くなってきたところで、レディと一いつ緒しよの部屋で寝ねるということに気づいた。

　無む垢くに首をかしげるレディを前に、ふたたび心拍数との戦いが始まる。




　主人が留守中の上段のベッドにレディが寝ることになった。

　最初は気が気でなかったが、意外にも眠ねむ気けははやく襲おそってきた。疲労が幸いし、上でもぞもぞと動く気配に気を奪うばわれることなく、玖式は早くもまどろんでいた。

　時間が夜に溶とけていく。

　窓辺のカーテンの隙すき間まから、月明かりが切り込むように差し込んだ。

　あいまいな意識のなかで、寝返りをうとうとした玖式の背中に、なにかが触ふれた。

「……………………………。　[image: ]」

　いつの間にか、レディが玖式のかたわらに寄り添そっていた。小さな額が背中にあたる感かん触しよくに、玖式は石化する。

　まさか寝ぼけているのかと疑ったのも束の間、

「ごめんなさい」

　消え入りそうな謝罪の声が、玖式のうろたえを封ふうじた。

「村を出てから、ずっとひとりで──」

　レディの声は細く、うわずりを堪こらえているようだった。

　優やさしさとも哀あわれみともつかない感情が、玖式を無力にさせた。

「どうして……そこまでして」

「どうしても、来なければならない理由があったんです。わたしがやらないといけないんです。ぜったいに」

「それは、なに？」

　返答はなかった。

　触れた部分から、震ふるえが伝わる。

　それを止めてあげたいと、心から思った。

　小さな寝息に変わるまで、玖式はなるべくじっと動かないようにしていた。




　翌朝。開かれた窓から、まばゆい光が差し込んでいる。

　結局昨夜は小さな吐と息いきが気になって、なかなか寝付けなかった。

　寝不足の頭で、流し台に立つ人影を見た。

「あ、朝ごはんは、もうすこしでできますから……」

　エプロン姿のレディがそこにいた。

　あざとい。けれどそこがいい。などと思ったのは頭が回っていなかったせいだ。

　呼よび鈴りんが鳴り、は～いとのんきな声を上げて玄げん関かんへ向かうレディを引きとめもせず、その手がドアノブにかかったとき、電撃を受けたように頭が冴さえた。
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「ちょ、ちょっと待──」

　がちゃり、と扉とびらを開けた向こうで、璃理佳が立っていた。

　頭が真っ白になる。

　なぜ男子寮の玖式の部屋の前に璃理佳がいるのか？　いや、それより、

　無防備な格好のレディと、その後ろから慌あわてて現れる寝不足な様子の玖式を見て、璃理佳はしばらく黙だまっていた。

　その頰がだんだんと赤くなる。

「あ、璃理佳さんですか？　玖式……ショウさんならいま起きたところで」

　璃理佳の顔がはっきりとこわばった。

　ぶわっと嫌いやな汗あせが吹ふき出る。

（この世の終わりだ。破は滅めつだ。ハルマゲドンだ）

　すでに生ける屍しかばねと化した玖式に璃理佳は、

「遅ち刻こく、しないように」

　一言だけを残し、扉がものすごい音を立てて閉まった。

「璃理佳さん、どうしたんでしょうね？　……玖式さん？」

　自分の生命のため、一秒でも早くレディの居場所を見つけなければならなかった。




「いつになったらレディの部屋が決まるんですか……！」

『いやあ、それが空いている部屋に割り当てようとしているんだが、同じような部屋の変へん更こう申しん請せいが何件もあってな。やれルームメイトと大おお喧げん嘩かしただの、宗教的対立だの、音楽性のちがいだの。なんだか大変だよなぁ、おまえらも』

　押し殺した声で必死に窮きゆう状じようを訴うつたえているのに、信じられないほどのらりくらりとした回答が、玖式の部屋の窓辺に止まったフクロウから返ってくる。

　フクロウは魔ま術じゆつ師しが連れん絡らく手段によく利用する使い魔だ。いま、この使い魔を使し役えきしているのは、玖式たちマーリーンクラスの担任の斑鳩である。

　玖式の部屋にレディが居い候そうろうをして早三日目。日が沈しずみ、寮りようへと帰る時刻になると、玖式は落ち着かなくなる。レディと二人きりの夜がまた始まるからだ。

「なにかあったら遅おそいですよ！　僕が健全な十六の男子生徒だってこと忘れてませんか!?　危ないですよ！」

『自分でわざわざ言わんでも……。まあ、近いうちに通達されるから、早まるなよ。んじゃ、予習復習して早く寝るように。以上』

　きっぱりと言ってフクロウの目に、生気が戻った。本能を取り戻し、そのままどこかへと飛び去っていってしまった。

　部屋の同居人に悟さとられないよう、ため息をつく。

　レディはちょこんとテーブルの前で正座し、魔術書を広げて奇くしくも斑鳩の言うとおりに予習復習に励はげんでいた。これからまたレディがシャワーを浴びたり、寝るときのことを考えると……。玖式がひとりで懊おう悩のうしていると、呼び鈴が鳴った。

　扉を押し開けた先には、だれもいなかった。いたずら？　と訝いぶかると同時に、目の前の光景がわずかに揺ゆらいでいるような気がした。よく目を凝こらす。

　そこから突とつ如じよとして璃理佳が現れた。

「うわっ！」

　のけぞった玖式の前で、頭からかぶっていたマントをひるがえし、なんでもないように装着し直した。

「璃理佳!?　い、いま、いったいどこから……」

「迷めい彩さい魔術の応用。光学的に不可視化ができるよう、私が改良した」

　魔術師の標準的な装具であるマントを使い、地形や植生に対してカモフラージュを行う迷彩魔術は一いつ般ぱん的だが、透とう明めい化となると別だ。この前の朝、璃理佳が平然と玖式の部屋の前にいたからくりもこれで解けた。それはいいとして、

「な、なんで？」

「ここは男子寮だから」

「あいや、そういうことを聞いているんじゃなくて……」

「……壊こわれた」

「は？」

「台所の、そう、コンロが壊れて使えなくなって、つまり貸して欲しい。私は自じ炊すいをいつもしてるから、とても困ってる。だから玖式に頼たのみにきた」

「ああ、そうなんだ……」

「玖式も食べていい。借りる、お詫わびだから」

「う、うん、ありがとう」

　おずおずと璃理佳を引き入れる。すぐにレディの悲鳴が上がった。




　これはどうしたものか。

　殺気立った璃理佳が、玖式の部屋の台所に立ち、包丁を振ふるっている。部屋には材料を切る音と鍋なべが煮に立たつ音だけが、単々と響ひびいている。

　レディはさきほどからずっとびくついている。最初からして、レディは学園一の魔術師である璃理佳を恐おそれていたが、いまの璃理佳には玖式だってすこしびびっていた。

　なにか手伝うことはないか、と後ろからその手元を覗のぞき込んでいた玖式の前で、璃理佳がおもむろに杖つえを取り出した。

　よどみのない詠えい唱しよう。流し台に一いち陣じんの烈れつ風ぷうが巻き起こる。

「な、なにやってんの璃理佳!?」

「大根を切ってる。かまいたちの魔術で」

「かまいたちで大根!?」

　信じられない語句の組み合わせ。チェーンソーで料理をするようなものだ。しかし、

「おお。お見事」

　見ると見事に食材だけが細かく刻まれており、まな板には一いつ切さい傷がついていない。さすが学園一の魔術師だ。

　だが問題はべつのところにあった。

「あ。レディ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　部屋のすみっこにまで退たい避ひしたレディが、がくがくと震えている。

「えっと……り、璃理佳？　璃理佳の腕うでがすごいのはわかったけど、レディもあんな風になっちゃってるし、普ふ通つうに作る方が──」

「私はいつもこうしている。気になるなら出ていけばいい」

　敵意に満ちた璃理佳の口調に、玖式は理由もわからず戦せん慄りつする。

　数十分後、璃理佳が料理を運んできた。

「どうぞ」

　卓たく上じように並べられたのは、ご飯と味み噌そ汁しる、メインの煮魚と、金きん平ぴらごぼうにおひたしという、ごく家庭的だが完かん璧ぺきな和食の献こん立だてだった。

「お、おいしい！」

　多くの男子生徒の例にもれず、学食以外はろくな食事をとっていない玖式は、身体からだにやさしく染み渡わたるような味わいに素す直なおに感動する。

「相変わらずだね、璃理佳」

　璃理佳は玖式から目をそらし、ぼそぼそとつぶやく。

「べつに……これは、玖式専用型献立だから、玖式がおいしいと思うのは、あたりまえ」

「なんだかロボットの専用機みたいだけど……。でも、ありがとう」

　昔からそうだった。

　よくうちに来て、玖式の姉のリヤと一いつ緒しよに料理を作っていたことを思い出す。

　お決まりの、どこか誇ほこらしげなエプロン姿。璃理佳が一番得意だったのは料理だった。

　いつからだろう。最強の魔術師なんて呼ばれるようになったのは。

　いつからだろう。璃理佳が、笑顔えがおを見せなくなったのは。

　ふと気づく。レディは皿をじっと見つめたまま固まっている。

「レディ、どうしたの？　普通においしいよ？」

「そ、そうですね。で、では、いただきま──」

「ちなみに、私の料理は少し味付けが特別」

　ふたたび凍こごえた璃理佳の声に、レディの手がぴたりと止まった。

「人によっては合わないかもしれない。もしかしたらお腹なかが痛くなったり、急に体調が悪化するかもしれない。それでもよければ、どうぞ」

「そそそそなななんですかかか」

　蒼そう白はくを通り越こして土気色になるレディ。

「あ、あのさ璃理佳、それって僕もそうだったりする……？」

　じろりとにらまれた。地じ雷らいを踏ふんだらしい。

　食べ終わるまで玖式は冷や汗をかき、レディは箸はしを何度も取り落としていた。




　朗報は、予想外にも主城からもたらされた。

「あれ、たしか霧生のところも空きがあったはずだけどな」

　昼休みの班室で現状を嘆なげいていると、聞いていた主城が何気なく言った。

「ほんとに？　……っていうか、なんで知ってるの？」

「そりゃ調べるだろ。知り合いの子が、どんな風に部屋で過ごして、いつシャワーを浴びて、どんな格好で寝ねてるかとかさ」

「いや、普通はしないけど……」

　主城の犯罪的な発言は聞かなかったことにして、さっそく休み時間に霊れい能のう学科の校舎を訪おとずれ、霧生を呼び出した。

「ええ、わたくしはいいけれど」

　あっさりＯＫが出た。

「でもなんで、霧生さんのところは空いてたの？」

「……だいたいいつも、そうなのよ。いまの部屋割りだって、最初は忘れられててわたくしの部屋がないって事務の人に言いに行ったら、すごい謝られてあとから空けてもらったのよ。だから独りなのよ。はっ、いつもそうよ！」

「ひ、ひどい話だね」

　霧生からたちのぼる暗いオーラに気け圧おされつつも、玖式は内心その人に感謝した。

　早さつ速そく、その日の夜から、レディは霧生のルームメイトになることになった。斑鳩先生にも報告して許可はもらっていた。

　男子寮りよう敷しき地ちの前。霧生が連れてきた引ひつ越こし要員の巨きよ人じんの霊体は、しかしレディがほとんど荷物らしい荷物もなく、その大きな指先にひとつの巾きん着ちやくをつまんでいた。

　レディは神しん妙みような面おも持もちで、霧生に頭を下げる。

「よ、よろしくお願いします」

「仲良くしましょう、レディ。もうわたくしのことは友達だと思って。すべてを見せ合いましょう。そう、すべてを……。友達だものね……!?」

　前のめりでアブない目をした霧生を見て、これで本当によかったのかと疑問が鎌かま首くびをもたげる。レディが生いけ贄にえにならないことを切に願った。

　レディが、最後に見送る側となった玖式のところへ戻もどってくる。

「あの……ありがとう、ございました」

「ううん。これで一安心だね。ゆっくり休んで」

「はい……」

　レディは、なにか言いたそうにうつむいて、もじもじとしている。

「どうか、した？　忘れものとか心配なら──」

「わたし、気にしてないですっ」

「？　なにを」

「その……玖式さんに、裸はだかを見られたことを」

「!!」

　思わず霧生の方を窺うかがってしまった。幸い距きよ離りがあったので聞こえていない。

　レディの表情は気の毒そうなほど羞しゆう恥ちに染まり、それは即そく座ざに玖式にも伝でん播ぱした。

「な、そ、そうなんだ」

「だから……その、わたしは一緒でも……」

「え？」

「な、なんでもないです！　それではっ」

　ぱたぱたと霧生のもとへ駆かけていくレディの背中を、玖式はぽかんとして眺ながめていた。




　　　　３




「レディって、綺き麗れいな足してるね」

　玖式はむせかえり、霧生はペンをへし折った。璃理佳は相変わらず微び動どうだにしない。当のレディはぽかんとしている。

「そ、そうですか……？」

　試験勉強ついでにレディを班室に案内したのだが、そこで主城は平常運転をはじめた。

「レディって、風ふ呂ろ入るときどこから洗う？」

「え、え～とぉ。たぶん、ふくらはぎ……」

「レディ。相手にしては駄だ目めよ」

「な、そんなこと言うなよ。ハブか？　ハブってんか？」

「いちいち話題が気持ち悪いのよ！　だいたいそんなこと聞いてどうするつもりよ！」

「どうって……べつに、参考にするだけだし。……ふぅ」

「なんの参考よ！　なにいまの吐と息いき!?」

　といったような日常となりつつある光景を尻しり目めに、玖式は璃理佳の様子を窺った。

　レディの件といい、あの侵しん入にゆう者の事件以来、璃理佳との仲は悪化する一方だった。

　辺りが暗くなるまで勉強したところで、今日は切り上げた。班室を出てぞろぞろと廊ろう下かを歩いていたとき、前方から近づく人ひと影かげと出くわした。

「よう、最強の魔ま術じゆつ師し」

　着き崩くずした制服。メッシュ状に染めた髪かみ。不ふ遜そんな表情。

　超ちよう能のう力りよく学がつ科かの生徒の制服は一般学科とよく似ている。それでもその男子生徒が、一般学科生でないことは明らかだった。それどころか他ほかの超能力学科生とも一線を画している。

　その有名人を、玖式は当然のように知っていた。

「九つ十づ九ら、シン」

　学園最強の念動力者。

　璃理佳ネイや天てん宗そう寺じカナメと並ぶ各学科の上位五位セレクトランカーのひとりで、その能力特性から、学園最強を謳うたわれている超能力者だ。ここで知らないものはいない。

　否いや応おうなしに空気が張り詰つめていた。

「なにか用？」

　璃理佳はいつも以上に冷れい淡たんな態度で応じた。九十九は構いもせず、

「あんたが班を組んだらしいと聞いて、どんな面子メンツをそろえたのか見にきたんだけどな。にしても……ハッ、なんだこいつらは？」

　大おお仰ぎように呆あきれた仕草をして、玖式たちを嘲ちよう笑しようした。

「だいたいそいつ、一いつ般ぱんの主城アキラだろ。世界一有名な軍事企き業ぎようのお坊ぼつちゃんが、まさかあんたとつるんでるとはな」

　主城は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

　つづいて視線が霧生に移り、九十九の眉み間けんが険しくなる。

「そこのちびっこい女は……だれだ？」

「わ、わたくしは霊能科の」

「見たことねえな。おまえ学園に知り合いいるの？」

「……!!」

　霧生が蒼白になる。

　それだけは言ってはいけないことのような気がするのに、なんてことを。

　自らのイーサを直接放出して物体に干かん渉しようする超能力は、能力者の精神面に大きく左右される。高位の超能力者ほど、常人を超こえる強きよう靭じんな精神力を備える一方で、いわゆる天才型が多く、ゆえに人格的には難がある場合も少なくない。

　超能力学科には変わり者が多い、というのが学園内での定説だった。

　九十九シンも間ま違ちがいなく、その部類に入るだろう。

「まあ、そいつらはまだいいとしても、だ」

　ついに矛ほこ先さきがこちらに向いた。九十九が玖式を見やる。

「なんでそんな出で来き損そこないを連れているんだ？　そいつはペットか？」

「私は自分の都合でメンバーを選んだ。あなたにはわかりようのないこと」

「おいおい。まさかそれ、男と女の都合ってやつか？」

　くぐもった笑い声をもらす。耐たえかねて前に出ようとした玖式を、璃理佳の手がさえぎった。玖式と九十九の視線が正面から衝しよう突とつする。

　まったく気負いを見せない九十九は、ふたたび璃理佳に目を向けた。

「ところで、この間の侵入者。あんたがやったんだろ？」

　ぎょっとする。

　生徒には公表されていないはずだ。どうして知っているのか。

　それでも璃理佳が黙もくしていると、九十九が不気味に口の端はしを吊つり上げた。

「！　レディ」

　咄とつ嗟さに反応できたのは、玖式だけだった。

　玖式がレディと窓の間に身体からだを割り込ませた直後、窓ガラスに亀き裂れつが走る。

　細かい破は片へんが玖式の側面に飛び散る。レディが悲鳴を上げ、遅おくれて璃理佳や主城たちが何事かと身構えた。

「おっと。なんだ、鳥でもぶつかったか？」

　九十九が喉のどをひくつかせる。

　明らかに、九十九の仕し業わざだ。

「せいぜい外をうろつくときは気をつけるんだな」

　固まったままの玖式たちを残し、九十九が通り過ぎていった。

「な……なんなのあいつ！　嫌いやな男！」

　動転していきり立つ霧生の横で、主城もうんうんとうなずく。

「まったくだな。人として最低な奴やつだな」

「まあ、あんたよりはマシでしょうけど」

「え!?　いませっかくフォローしたのに！　ひどくね？」

　ぎゃあぎゃあ言い合う霧生と主城の横で、レディが息をのんだ。

「玖式さん、血が……！」

「え？　ああ、大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとかすっただけだよ」

　手の甲こうに小さな切り傷ができ、血がにじんでいた。

　心配するレディの後ろで、璃理佳がじっと見ていることに玖式は気づかないでいた。

　ひび割れたガラスが、不ふ吉きつの予兆のように残されていた。




　夜、玖式の寮りようの部屋の窓辺に、一羽のフクロウが飛んできた。

　魔術学科の校舎や寮ではよく目にする光景だが、それにしてもひときわ凜り々りしいフクロウだった。けれど愛あい嬌きように欠けるその様子から、だれの使い魔かなんとなく察しがついた。

『話がある』

　璃理佳の声を模して、フクロウがしゃべった。




　学園の敷しき地ち内の庭園に呼び出された。璃理佳はベンチの前で立ったまま待っていた。

「わざわざこんな時間に、どうしたの？」

　つとめてのんきな声でたずねたが、璃理佳の肩かたには重い空気がうずまいている。

「あのさ、さっきのことなら、気にしないほうが──」

「べつに気にしてない」

「あ、そうなんだ。ならいいんだけど」

　九十九の件でないとすると、やはりあれだろうか。ごくりと、つばを飲み込む。

「れ、レディのことだけど、あれは事情があって……」

「気にしてない。きみがどんなふしだらな生活を送ろうと、私には関係ない」

　刺とげ々とげしさ満まん載さいだった。

　それに、きみ、ときた。怒おこっている証しよう拠こだった。璃理佳ネイという少女は機き嫌げんに比例して呼び方が遠くなっていく。次は目の前にいても「彼」とか呼ばれるかもしれない。

　ともかく呼び出された理由はそれでもないらしい。

「なぜ黙だまっていたの」

「なにが？」

「とぼけないで」

　璃理佳は、正面から玖式を見すえた。

「きみが、あんな力を持っていたことを」

　玖式は表情を消した。

　やっぱり来たか、と思っただけだった。

　璃理佳が、それを問わないはずはない。

「聞かれたくなかったからかな。こんな風に」

　その自分の返答のそっけなさに、驚おどろく。自分はこんなに冷淡だったろうか。

　魔術、霊れい能のう力りよく、超能力の適性は、はっきりと目に見える形で現れる。

　璃理佳のように魔術適性が高い人間。霧生のように霊能力適性が高い人間。

　だからこそ、あの学園への侵入者を撃げき退たいしたとき玖式がみせたものは、この学園で学ぶものならだれでも仰ぎよう天てんするようなことだ。

　だけど、それは自分にとってどうでもいいことだ。

「さっきもそう。九十九が超能力を使ったとき、私やフミカは反応できなかった。私たちは超能力者じゃないから。でも、玖式は気づいた。どうして？」

　イーサ能力者は、自らと同じタイプの能力に対する感度が高い。発動の予兆を、勘かんのように感じ取ることがある。

　実際、あのときは咄嗟に反応してしまった。

　まるで普ふ段だんと立場が入れ替かわったように、問う璃理佳を前に玖式は黙り込んでいた。

「話してくれないの？」

「必要ないよ。僕にとっても、璃理佳にとっても」

　淡たん々たんと返しながら、ふと思い出す。東十字学園の中等部へそろって進学を決めたとき、璃理佳となぜか喧けん嘩かになった。原因ははっきりと覚えていないが、璃理佳がそれにひどく反対したからだった。

「ごめん。でも、僕はみんなと楽しく過ごしていければそれで──」

「お母さんの復ふく讐しゆうのため？」

　予想外の方向から、弾だん丸がんは飛んできた。

　意味がわからない。

　イミガ、ワカラナイ。

「なんだよ、それ」

　自分のものとは思えない、冷え冷えとした声。

「そうなんでしょう。ここに来たのは、その力を使って人外に復讐するため。だから玖式は……」

「復讐なんて考えてない！」

　自分でも驚くほどの大声が飛び出た。

　なにを興奮している。自分の感情が不明だ。けれどブレーキが効かない。

「そんなことしてどうなるっていうんだ！　そんな、できもしないこと……。僕は、僕にはそんなもの必要ない！」

　激げつ昂こうする玖式に、璃理佳は頰ほおを打たれたような顔をしている。

「じゃあ、どうして」

「え？」

　璃理佳の瞳ひとみは、悲しげだった。

「玖式が身に付けようとしている力は、なんのため？」

「それは……」

　なんのため。ここに来た理由。

　原初の動機を聞かれれば、それは必然的にあの日の出来事にさかのぼる。

　決定的な日のことを。家族の運命を捻ねじ曲げた事件のことを。

「そこまで、考えてない」

「噓うそ」

　すべて見み抜ぬかれている気がした。

　沈ちん黙もくに逃にげていると、璃理佳はきびすを返した。なにか言いたげな雰ふん囲い気きを残し、けれどなにも言わずに去っていった。

　玖式はひとり、静せい寂じやくに取り残される。

「僕は、考えてない……」

　わかっている。自分はちゃんとわかっている。

　大事なのは、今じゃないか。

　そっけない璃理佳。その璃理佳を変な目で見ている霧生。セクハラ魔人の主城。そして不思議な女の子、レディ。とんでもない班だ。けれど、それを少なからず楽しんでいる自分がいる。

　そんなすべてを投げ打ってまで、復讐なんて。

　いらない。そんなもの必要ない。もう自分は乗り越こえている。

　そのはずなのに。

　ずっと信じてきたことが、いまは頼たよりなく揺ゆらいでいた。
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　めずらしく、その日の放課後は玖式一人だった。

　警けい戒かいしながらすり足で班室に入っていくも、なんの魔ま方ほう陣じんや機械のトラップはなかった。安あん堵どしつつ、とりあえず椅い子すに座る。

　静かだった。

　本ほん棚だなの陰かげで、ごそごそと物音がした。

　のぞきこむと、箒ほうきとモップがダンスをしていた。

　毛先が手足のように分かれた箒とモップは自立しながら、床ゆかの上を交こう互ごに踊おどりながら軽かろやかに移動している。

「あ、掃そう除じしてるのか……」

　おそらく璃理佳の使い魔だろう。班室にいつの間にか大量の荷物が運び入れられていた謎なぞもこれで解けた。玖式にはここまで自在に使い魔を使し役えきする力はない。

　班室の反対側には、ＡＩのＦＡＬが制せい御ぎよしている掃除ロボットが、床を一定の速度ですべっていた。なんとなしに眺ながめていると、やがて互たがいの清せい掃そうテリトリーが重なり、使い魔と掃除ロボットがぶつかった。

　使い魔のモップは手を腰こし（？）に当て、掃除ロボットの前に立ちはだかる。掃除ロボットは一いつ旦たん停止したものの、それを退けるようにして強引に掃除を再開する。

　箒が掃除ロボットにケリを入れた。腰の入ったいいケンカキックだった。食らった掃除ロボットは回転し、今度はスピードを上げて箒とモップをはね飛ばした。倒たおれこんだ箒とモップが立ち上がり、ファイティングポーズをとる。掃除ロボットはきゅるきゅる回りながら使い魔のモップを威い嚇かく。やがて双そう方ほうの愛くるしくも見苦しい争いがはじまった。

　部屋がみるみるうちに、汚きたなくなっていく。

　ため息がもれた。

　いったいなにをやっているのだろうか。

　使い魔やロボットが、ではない。自分がだ。

　ついこの間までは璃理佳といい感じだったのに、いまやかつてないほど険悪な状態だ。

　扉とびらがノックされた。

　ノックして入ってくるような上品なメンバーが、うちの班にいただろうか。

「玖式さん」

　のぞきこむようにしてから慎しん重ちように入ってきたのは、レディだった。

「他ほかのみんなは？」

「えっーとですね、主城さんは、ヘンタイ！　とか叫さけんで逃げる女子生徒の方をあわてた様子で追いかけていきました。霧生さんは映画館のカップルシートというのを予約したらしく、璃理佳さんを探しにいきました。璃理佳さんは、わかりません」

　要はいつも通りということだ。

「そういえば、いま霧生さんのところにいるんだよね？」

「あ、そうです。居候させてもらっています」

「霧生さんのところ、問題ない？」

「そう、ですね……。ときおり部屋に霊れい魂こんが浮うかんでいるのが気になりますけど……」

「そっか」

「はい」

　玖式がなんとなしに机につっぷしてだらだらしていると、レディが扉のところで突つっ立ったまま、こちらを見ていることに気づいた。

「どうしたの？」

「いえ、あの……」

　スカートのすそを握にぎりしめ、言いにくそうにしている。

「なになに。気にせず言ってよ」

「そ、そうですか。では……」

　レディは深呼吸して息を整えてから、勢いをつけるように、大きく息を吸い込んだ。

「あの、付き合ってくれませんか！」

　不意打ちだった。玖式はあっけなく赤面した。

　そこまで気負って言われては、勘かん違ちがいするなという方が無理だった。




　次の休日、玖式とレディは街中にいた。

　隣となりには、フェミニンなブラウスとスカートを身につけたレディがいる。聞けば霧生からの借り物らしい。レディの長い髪かみによく似合っていた。最初に会ったときはぼろぼろのローブ姿だったこともあり、制服を除けばはじめて見る女の子らしい格好だった。

　きらびやかなショップが立ち並ぶ並木道を、ふたりで歩く。

「なんか、今日は人少ないね」

「え!?　そ、そうですね？　少ない、ですね……」

『…………』

「あの、この大きい建物は、だれのものですか？」

「え？　だれって……そりゃあ、経営している人のものじゃ」

「なるほど、商人貴族なんですね……」

『…………』

　弾はずまない会話。沈黙がつらい。

　レディの言葉は「用事に付き合ってほしい」という意味でしかなかったが、これはこれで当たらずも遠からず、といったところではないか、と玖式は気づく。

　途と端たんに緊きん張ちようしてきた。胃が痛むなか、とあるアイディアが浮かんだ。

「そ、そうだ。霧生さんも呼ぼうか？」

「えっ」

　レディの表情が一いつ瞬しゆんかげる。しかしそれに気づくほどの余よ裕ゆうを、胃痛に負ける程度の玖式が持ち合わせているはずもなかった。

「いろいろ買い物したいって言ってたよね？　やっぱり女子がいた方がいろいろアドバイスできると思うし、それに霧生さんも休日ヒマなんじゃないかな？」

「……そうですね」

　勝手に失礼なことまで口走ってしまうが、レディはただ礼れい儀ぎ正ただしい笑えみを浮かべた。

　逃げるようにさっそく携けい帯たいから電話をかける。だいぶコールを置いてから、霧生が出た。

『な、なにかしラぁ』

　いきなり声がうわずっている。なにをそんなに緊張しているのか。まるで電話に出るのがはじめてのような反応だ。

「ちょっと知ち恵えを借りたいことがあってさ。実はいま、レディと街にいるんだけど」

　軽く事情を説明すると、霧生はなおも裏返った声でしきりに相あい槌づちを打った。

『アラ、そういうことね。わ、わかったわ。あ、でもいま……』

「忙いそがしかった？　都合がわるかったら無理には……」

『なんでもないの！　わかったわ！　とにかく女手が必要なのね！』

「あ、近くにきたらまた連れん絡らくし──」

　ぶつり。切れた。まあ用件はちゃんと伝わったはずだ。

「あとで合流できるみたい」

「よかったです」

「とりあえず、どこかで時間つぶそうか」

　手近なカフェチェーンに入った。注文方法がわからず立ち尽つくすレディを見かねた玖式が代わりに頼たのんだ、ダブルトールキャラメルヘーゼルナッツモカホイップフラペチーノのグラスを、レディは異界の食べ物のように見つめている。

　沈黙の再来。璃理佳のものとは違う緊張があった。

「璃理佳さんて、気難しい方なんですか？」

　唐とう突とつさに若じやつ干かん面食らったものの、玖式は会話の発生に安堵する。

「璃理佳は、よくわからない。なにを考えてるかとか……。ほら、璃理佳ってぜんぜん笑わないでしょ？」

「そう、ですね……。でも、それを言うなら玖式さんも……」

「？」

　なんだか気になったが、とりあえず話を戻もどす。

「昔からへんに強ごう情じようなところがあるんだよ。一度決めたらゆずらないし、せっかく教えてあげても聞かなかったり。自分の得意なことだと、とくにね」

　しだいにこの前のことが脳のう裏りによみがえり、暗あん澹たんたる気分になってくる。

　けれどレディはむしろ楽しそうだった。

「仲良いんですね。うらやましいです」

「え？　そんなことは、ないと思うけど」

　実際、どうなのだろうか。

　璃理佳は、自分のことをどう思っているのだろう。

　自分は、璃理佳のことをどう思っているのだろうか。

「わたしには、そういうお友達がいなかったですから」

「そうなんだ？」

「はい。わたしが前にいた村は、年の離はなれたお兄さんや、ずっと下の弟や妹たちばかりでしたから。同い年で、そんな風に対等な友達っていうのが、うらやましいんです」

　どこか、なつかしさを覚えていた。

　安心するのかもしれない。レディの声を聞きながら、玖式は不思議な温かさを感じていた。なぜだろう。見た目はこんなに幼く、危なっかしい彼女なのに。

「聞いても、いいかな」

　小さなあごがおずおずと引かれるのを見て、決意を固めた。

「どうして、追われていたの」

　一瞬驚おどろきをあらわにして、レディは目を伏ふせた。やはり聞かないでおいたほうがよかったろうか、と後こう悔かいしかけたが、これまでになく力強い目のレディが顔を上げた。

「弟を、探しているんです」

「弟さんを？　それって、どういう……」

「行方ゆくえ不明なんです。いえ、音信不通といったほうが適切かもしれませんね」

　返す言葉が見つからずにいると、レディは気き丈じように微笑ほほえんだ。

「心配はしていません。弟は、わたしとちがって強いですから」

　強い、というのはどの程度の意味なのか。

　口ぶりからすると、イーサ能力者なのかもしれない。

　魔ま術じゆつ師しなのか、霊れい能のう者しやなのか、超ちよう能のう力りよく者しやなのか。

　それにしても、レディがお姉さんということが意外だった。

　内心感心していると、半目でにらまれた。

「もしかして、わたしが姉だってこと意外ですか」

「え？　いや、そんなこと思ってないよ、うん」

「うそっぽいです」

「えぇ？　な、なんで急にそんな自信ありげに」

　レディはくすりと笑った。たじろぎながらも、胸がくすぐられる心地ここちだった。

「弟さんって、どんな人？」

「乱暴なんですよ。小さい頃ころはしょっちゅうケンカしていて、いつもわたしが泣かされていました」

　記き憶おくがだぶる。

　さわがしい姉。落ち着いた父。どこかずれた母。かつて自分を取り巻いていたもの。

　いまはもう手が届かないもの。

「すごい頑がん固こなところがあるんです。自分で決めたことは、だれがなんといっても聞く耳を持たないところがあって」

「まるで璃理佳みたいだ」

　レディが笑った。自然と玖式もつられる。すっと胸が楽になっていく。

　レディになら、話してもいいのかもしれない。

　あれからもう、五年が経たつ。

　もうそんなになるんだ、とそのとき改めて気づいた。その時間の流れの速さに驚く。

　どうしてだろう。

　おそらく、あのときから自分の中の時間が止まっているからだ。

　あのときあの場所に、生きていく上で必要ななにかを置き忘れてしまったからだ。

「僕の家族も、欠けてる」

「え？　それはどういう──」

「僕の母さんは、吸きゆう血けつ鬼きに殺されたんだ」

　レディの顔から笑みが消える。

　それはある初夏の日の記憶だった。




　　　　５




　休日には家族でよく出かけていた。

　玖式や姉のリヤが一番楽しみにしていたのはレジャーランドのようなところだったが、実際には山や海から秘境めいた奥地、遺い跡せきや古い建築物や果てには廃はい墟きよなど、どちらかというと両親の趣しゆ味みで行く先は決定されていたように思う。

　色々なところへ連れていってもらったけれど、車くるま酔よいの激しい玖式にとっては行き帰りが鬼き門もんだった。さらに渋じゆう滞たい中の退たい屈くつさも嫌きらいだった。たいていそういうとき、さきに文句を言い出すのは、姉のリヤだったからだ。

「ねぇ～ショウ～～。ヒマだよ～～」

　動かない車中で、ひとつ年上で来年は中学生になる姉が、八つ当たりぎみにからんでくる。玖式は大人びたため息をついて、かばんからボードゲームを取り出した。

「じゃあ、これやる？　モノポリー」

「やだ」

　リヤはそっぽを向いて頰ほおをふくらませた。横にくくった髪がしっぽのように揺ゆれる。

「なんで」

「だって。ショウにぜったい勝てないもん」

「それは姉ちゃんがいつまでもルール覚えないからじゃん」

「むずかしいーよっ。もっとかんたんなのがいい」

「じゃあオセロ」

「むずかし～い～！」

「わかってよそれぐらいっ～」

　いっこうに努力する気もないくせにゲームをするのは好きで、しかも勝てないと文句ばかり言うのだ。性た質ちが悪いことこの上ない。

「ねーお母さん！　姉ちゃんがうるさいんだけどー」

　助手席の母親に助け舟ぶねを求めると、スミカはにこやかな笑顔で振ふり返った。

「あら、だめよショウ。弟なんだから、ちゃんと姉の面めん倒どうはみないと」

「それおかしいよ。そんなこと言ってるのうちだけだよ」

「よそはよそ。うちはうちでしょ」

　スミカはよくそう口にするが、他よ所そでは聞いたこともない。

「そういえば、ハルト君も、気苦労多そうだったなぁ……」

　しみじみと憐あわれむように、運転席のシュウジはつぶやいた。スミカがむっとする。

　ハルトおじさん？　と、リヤもよくなついている叔お父じの名前に反応する。

「なによそれ。私とハルトはね、ちゃ～んとお互たがいを理解したうえで、お互いに支えあっているだけよ」

「なるほど。これは苦労するわけだ」

「ちょっと、勝手に納なつ得とくしないでよ。あのね、あなたにはわからないだろうけど、私とハルトはあなたなんかよりず～～と長い時間一いつ緒しよにいたんだから」

「はいはいそうだな」

「真ま面じ目めに聞いて…………あ、もしかして、嫉しつ妬とした？」

「はぁ？」

　スミカは鬼おにの首をとったような笑えみを浮うかべる。

「あ～～そうでしょ～～ぜったいそうだ～～。ねえ聞いて聞いて、リヤ、ショウ！　お父さん嫉妬してるみたい！　やーかわいーね～～」

　リヤはスミカと一緒になって、「しっと！　しっと！」とはしゃいでいる。

　ショウはシュウジと一緒になって、長いため息をついた。

　だいたい、そんな家族だった。




　山のキャンプ場に来るのはもう三回目だった。

　それほど人里と離れているわけでもないのに、あまり自分たち以外の訪問者の姿は見えなかった。父と母が選ぶ行き先はだいたいそういう場合が多かった。

　料理の準備をはじめようとしたところで、スミカが言った。

「ショウ、リヤ。小さな枝を拾ってきてくれる？」

「うん、わかった」

「ほかには？　なにがいる？」

　淡たん々たんと応じたショウとは対照的に、リヤは使命を与あたえられたことが嬉うれしいのか、弾はずんだ調子でスミカに食いつく。

「そうね……。埋まい蔵ぞう金きんとか、レアメタルとか、紀元前の化石とかあればぜひ見つけてきて頂ちよう戴だい♪」

「そんなのあるの!?」

　リヤが鼻息を荒あらくする。

「行くよ、姉ちゃん」

「ショウ！　すこっぷ！　スコップ持った!?」

「そんなのいらないよ。いいから小枝だけだからね」

　だいぶ温度差があるまま、ふたりは手近な茂しげみに分け入っていった。

　実際のところ、小枝は数分もすれば両手で抱かかえるほども見つかった。

　だがいま戻もどっても他ほかの雑用を割り当てられるだけで、それはまた面倒だった。それにスコップ片手に探検者となっている姉の熱はしばらくおさまりそうにない。

　なんとなくぶらぶらと歩き、茂みをかき分けて道なき道を進んでいると、突とつ然ぜん金かな網あみのフェンスに出くわした。

　銀色がまばゆい。まだ真新しいフェンスだった。

　備え付けられたボードに、立ち入りを禁ずる、という内容の文章が書かれていた。半分は英語でほとんど読めなかった。自衛隊、災害、緊きん急きゆう、指定区域といった断だん片ぺん的な単語だけがかすかに記憶に残っている。

　最初はリヤの好こう奇き心しんからだった。

「ねぇねぇ、これなんだろ！」

「わかんないけど、入っちゃダメって書いてあるね」

「なにがあると思う？」
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「さぁ……いいから、戻ろうよ」

　素す直なおに回れ右しようとしたとき、リヤがすばやく玖式が被かぶっていた日差しよけの帽ぼう子しをかっさらった。それをなんとフェンスの向こう側に投げてしまった。

「なにすんの～」

　玖式の非難の声も気にせず、リヤはこれじゃしょうがないねー、などと言いながらフェンスをよじ登りはじめた。こんなときだけ悪わる知ぢ恵えが働くのだ。

　苦労して向こう側に降り立ったリヤは、能天気に表情を輝かがやかせて手を振った。

「ダメだって書いてあるのに、怒おこられるよ……」

「意気地なし～。あ、わかった。こんなのも登れないんだ？」

　これにはむっとした。

「できるってば」

　ついに玖式もフェンスに足をかけた。乗り越こえるのはわけもなかった。玖式が隣となりに降りてきたときの嬉しそうなリヤの笑顔は、いまでも鮮せん烈れつにまぶたに焼きついている。

　帽子も返して欲しかったし、正直なことを言えば、多少の興味はあった。

　好奇心の虫がうずき出し、玖式たちは茂みを搔かき分けて進みはじめた。自分から入り込んだのに、リヤは玖式の後ろからぴたりとついてきた。

　しばらく行くと、視界が開けた。

　急傾けい斜しやの下の平地に建物が並んでいた。送電鉄てつ塔とうのように複雑に組まれた鉄骨も見えた。辺りに人の姿はない。それどころか、生き物の気配すらないように感じられた。

「なんだろう、あれ」

「うん……わかんないね」

　いまとなっては玖式の方が乗り気になっていた。

「ショウ……やっぱり、戻ろっか」

「え、ちょっと待ってよ。もう少し近くに行こうよ」

「なんだか、こわくない？」

「でも誰だれもいないみたいだしさ」

「ショウ」

　いまさら怖おじ気けづくなら来なければよかったのに。

　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれた姉を内心でばかにしながら、玖式はけもの道に入り込んだ。そのとき、

　ずるりと足がひきずられた。

　土がやわらかくなって──

「ショウ！」

　リヤの手が伸のび、玖式の腕うでをつかんだ。しかし体勢的にも体重的にも、リヤに落下しはじめた弟の身体からだを支えきるのは不可能だった。

　視界がめまぐるしく回転する。そこに土と葉と枝が入り乱れる。背中に突つき上げるような衝しよう撃げきを受けたのを最後に、玖式の意識は途と切ぎれた。




　目が覚めたとき、まだ辺りはかろうじて明るかった。

　先に目を覚ましていたリヤは、必死にショウに呼びかけ続けていた。目が合うと、リヤはショウの手を握にぎってよかった死んじゃったかと思ったと繰くり返した。その手のひらの暖かさに、ショウは安心するよりも先に、これが現実であることを思い知らされ恐きよう怖ふした。

　リヤは足をくじいたらしく、まともに歩けないでいた。

　いつもなら真っ先に騒さわいだりしているはずのリヤが、文句ひとつ言わなかった。反対に玖式は泣くのをこらえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　斜しや面めんから転がり落ちたことはわかったが、もとの道がどの方向のどの高さにあったかすらもわからなかった。獣けもの道みちすら存在しない野生のままの山中では、歩き出してもたやすく方角を見失った。ほとんど動けないリヤと離はなれ離ばなれになることは、絶対にできなかった。

　辺りはすぐに本格的な闇やみに覆おおわれた。

　ふたりで身を寄せ合った。夏場だというのに震ふるえが止まらない。

　それから六時間。

　気が触ふれてもおかしくないと思える時間がつづいた。

　深い森。どこまでも続く闇。

　自分の輪りん郭かくが曖あい昧まいになり、世界との境界が失われる。どこまでが自分で、どこからが外界なのか。どこに危険が潜ひそんでいるのか判然としない。

〝未知〟という底なしが、心を蝕むしばむ。

　もう死ぬんだ。

　なにもわからない。

　なにも感じられない。

　虚きよ無むに身をゆだねはじめていた、そのとき、声がした。

「……リヤ───ショウ───」

　スミカの声だった。

「お母さん!!」

　気力を蝕んでいた闇はどこかへと消し飛び、玖式は死しに物もの狂ぐるいで叫さけんだ。のどが潰つぶれてしまってもいいと思った。ふたりで声を合わせた。

　白い光が見えた。

　そのときの懐かい中ちゆう電灯の明かりは、いまでも鮮烈に玖式の記き憶おくに刻まれている。

　茂みをかきわけ、擦すり傷と土にまみれたふたりを救いの光で照らし出したのは、間ま違ちがいなくスミカだった。

　ふたりを抱だきしめ、もう大だい丈じよう夫ぶだからとスミカは何度も何度も繰り返した。みっともなく玖式は泣いた。リヤも同じだった。

　ようやくまともに話せる程度に落ち着きを取り戻すと、しだいに玖式はびくつきはじめた。めちゃくちゃに怒られる。そう思ったからだ。けれど、叱しつ責せきは一言もなかった。

「お父さんは……？」

「救助の人を呼びに行ってる。すぐに会えるから」

　その言葉は、噓うそではなかった。まもなくふたりはシュウジと再会した。けれどそれは、なにもかもが本当に手て遅おくれになってしまってからのことだ。

　玖式は黒い木々のすきまに、幽ゆう霊れいを見た。

　差し込んだ一筋の月光が、その姿を浮かび上がらせた。

　鋭するどい牙きば。血まみれの手。

　闇のなかで光る、金色の瞳ひとみ。

　白はく髪はつの、鬼おに。

　その頃ころはまだ正確な知識などなかったはずなのに、なぜか疑いもせず確信した。

　人間じゃない。

　その白き鬼が、玖式の方を見た。

　幽ゆう鬼きめいたその顔が、恐怖にゆがんだように見えたのは、錯さつ覚かくだったかもしれない。

　目があった次の瞬しゆん間かん、その残ざん影えいがかすんだ。

　水を打ったような音が響ひびき、顔に温かいものがかかる。

　鼻先になにかがあった。鋭い爪つめをそなえた。指先。

　玖式の心臓を貫つらぬくべく突き出された、吸きゆう血けつ鬼きの腕だった。

「え───？」

　スミカが倒たおれこむ。

　暗い。よく見えない。なにが起きたのか。スミカがどうして倒れたまま動かないのか。本当に理解できず、それなのに奥歯の根が嚙かみ合わず、身体の震えが止まらなかった。

「お母さん？　お母さん？」

　やがて周囲が一気に騒がしくなる。後方からの暴力的なまでの光が目をくらませた。サーチライトの光。それが玖式とリヤの目の前で、すべてを明らかにしてしまった。

　自分の頰ほおにかかったものが、血だったことを。

　胸を深々と刺さされ即そく死ししたスミカの血だったということを。




　直後、現れたのはなぜか銃じゆうを構えた集団だった。

　そしてあの悪夢の戦いが生じた。

　大勢の犠ぎ牲せいを出したにもかかわらず、当たり前のようにその自衛隊の人間は残された玖式らをあっという間に森から運び出してしまった。

　そこからの数時間は、玖式の記憶からすっぽりと抜ぬけ落ちている。唯ゆい一いつはっきりと覚えているのは、温厚なシュウジがこれまで見たことのないほどの剣けん幕まくで自衛隊の人間とつかみ合いになっていた場面だ。

　事件は戦後半世紀が経過して以降、はじめての人外による死者として当時は世間を騒がせた。だがそれも一時の出来事だ。五年も経たったいまでは、ネットのどこかに一部の記事が残されているばかりで、人々の記憶は風化している。

　だが玖式は忘れない。

　真っ白な髪かみの、悪あつ鬼きそのものの人外。

　母さんを殺したのは、吸血鬼だ。

　グラスの氷が解け、涼すずやかな音を鳴らした。

　意識が、ゆっくりと現実世界に戻もどっていく。ここは人工の光に隅すみから隅まで照らされた洒落しやれた街中で、目の前には姉のリヤではなく、レディがいる。

「たしかに国内じゃ吸血鬼なんて他ほかにはもう何十年も目撃されていないし、絶ぜつ滅めつした可能性もあるって言われてるくらいだ」

　だからこそ、玖式とその家族に起こった出来事は、一言で言えば、「不運だった」と評さざるを得ない。真実はそれ以上でもそれ以下でもなかった。

「あの鬼の姿は、ずっと覚えている」

　熱が生じる。ふつふつと温度が上がっていく。

　あの日から、家が壊こわれた。家族が壊れた。当たり前の毎日が、永遠に失われた。

　忘れない。

　夕食を囲むテーブルの、空いた席。

　火か葬そう場ばで、スミカの遺体が炉ろに入れられたとき──自分の家族に目の前で火をつけられる現実のグロテスクさに耐たえられず、玖式はその場で嘔おう吐とした。

　そのとき、玖式のなかでなにかの歯車がかちりと嚙み合ったのかもしれなかった。

「そのあと十二歳の適性検査を受けて、イーサの適性があることがわかった。それまでは、そんな専門の道に進む決意なんて全然なかったんだけど、特待生として優ゆう遇ぐうしてくれることは、僕には魅み力りよく的だった。家族にも負担をかけたくなかったし。ただ父さんにはいまだに反対されてる。残りの家族を手元から離すのは、すごく嫌いやだったみたいで。それでも僕は家を出て、いまはあの東十字学園に通ってるんだ」

　親族以外でこの話を知っているのは、あと一人しかいない。

　不運？　不幸？

　そんな単語ひとつで到とう底てい受け入れられない理り不ふ尽じんを、十一歳の玖式と家族は、強制的に受け入れさせられた。

　そうだ。受け入れたじゃないか。

　もう自分は立ち直っている。

　あのとき璃理佳には言えなかったけれど、それが答えだ。

「あの、わたし……」

　レディは青ざめていた。

　怖こわがらせてしまったかもしれない。そんなつもりではなかったのに。そのとき、霧生からメールが入った。どうやら近くまで到とう着ちやくしたらしい。

「出ようか」




　待ち合わせによく使われるライオン像の前で霧生を待ちながら、玖式とレディは行きかう人波を眺ながめていた。さきほどからレディは暗い表情で黙だまり込んでいる。

「そういえば、街に来た目的があるって言ってたけど」

　気分を変えさせようと言うと、レディはだいぶ迷いをみせたあと、

「わたしが今日ここに来たのは、弟の手がかりを手にいれるためなんです」

「え、どういうこと？」

「弟らしい人物と会ったという人から連れん絡らくがあって……」

「──それって、」

　余よ所そ見みをしていてレディが通行人の男性とぶつかった。とっさに抱きとめる。

「ご、ごめんなさいっ」

「へいき？　さっきから思ってたけど、もしかして、街あんまり慣れてない？」

「はい、実は……。こんなに人がいるのはじめてで」

　かそぼい声をもらすレディと、抱き合うような格好になっていた。

「なにしてるの」

　見知らぬ人にそう言われるほど心配されてしまった。恥はずかしい。それにしてもだれかの声に似ているなぁと思う。その冷たい言い方は、まるで璃理佳みたいだ。

　振ふり向くと、璃理佳がそこにいた。

　この世の終わりかと思われた。

　璃理佳は眉まゆひとつ動かさない。

　どっと冷ひや汗あせがにじみ出て、金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくする。

「どどど、どうして？」

「フミカに、呼ばれてきた」

「へ、へえ？　なんで、霧生さんが」

「玖式が手伝って欲しいって。急に体調が悪くなったから、代わりに行って欲しいって」

　ぎくしゃくしたロボットのようなしゃべり方。正直言って、恐こわい。

　激しく後こう悔かいしていた。間を持たせようと霧生を呼んだのに、まさか代わりに璃理佳が来てしまうなんて。なんてことだ。

「玖式、もしかして……」

　璃理佳がなにかを言いかける。だが玖式の意識は、べつのものへ吸い込まれた。

　目に飛び込んできた有り得ない光景に。

　通行止めに使われる金属製のフェンスが、空中に浮ういていた。

　考えるより先に、レディの腕うでをとり璃理佳に飛びかかっていた。

　直後、それまで立っていた場所に、飛来したフェンスが墜つい落らくした。

　けたたたましい金属の悲鳴。フェンスはひしゃげながら数回バウンドし、路側帯に停とめてあった車に激げき突とつ。ようやく停止した。

　身体からだを起こす。耳の後ろで血流の音だけが大きく鳴っている。

　いまのは、まさか超ちよう能のう力りよく……？

　普ふ段だんのくせで腰こしのまわりを探さぐり、そこになにもないことに舌打ちする。

　当たり前のことだが、杖つえも御ご符ふも携けい行こうしていない。許可もなく街中で杖や御符なんて携行していたら一発で捕つかまってしまう。璃理佳もいまは魔ま術じゆつに詳くわしいだけの女の子だ。

　街行く人々も何事かと騒さわぎ集まってくる。じっと構えていたが、墜落したフェンスが再び動き出す気配はない。

「ショウ！」

　璃理佳の悲鳴。玖式の背後から、だれも乗っていない、エンジンすらかかっていない乗用車が横よこ滑すべりに迫せまった。

　振り向いたときには遅おそい。目前に猛もうスピードで迫る一トンの金属のかたまり。

　押し潰つぶされる。できたのは反射的に目をつむることだけ。

「ッ！」

　ガラスが砕くだける破は砕さい音と、くぐもった衝しよう突とつ音が響きわたった。

　ゆっくりとまぶたを開き、そこに信じられないものを見る。

　玖式をかばうように前に出たレディが、突つっ込んできた車体を両手で受け止めていた。

　衝しよう撃げきでウィンドウが砕け、ガラス片がその細ほそ腕うでを切り裂さいた。

　車が静止し、レディも腕を下ろした。その指先から朱しゆがしたたり落ちる。

「レディ！」

　止まっていた時間が動き出したように、玖式が棒立ちのままのレディに駆かけ寄った。レディはなぜか目も合わせようとしない。

　恐きよう々きようとその腕を見て、強い違い和わ感かんを覚えた。

　妙みようだ。血が流れ出るほどの傷口が、すでに塞ふさがりつつあった。一いつ瞬しゆん、魔術による治ち癒ゆを疑った。けれどいまこの場で魔術を使える人間はいない。いや、そもそもこれは魔術でも霊れい能のう力りよくでも超能力でも、まして科学技術でもない。

　特とく殊しゆな生物が生まれながら持っている、自己再生能力。

　足元に割れた遮しや光こう眼鏡が落ちていた。そこから顔を上げ、レディと目が合った。

　物もの哀がなしい、金色の瞳。

　あの夜見たものは、幻げん覚かくじゃない。

　五年前の森のなかで遭そう遇ぐうした、鬼おにと同じもの。

「わたしは普ふ通つうの人間とはちがいます」

　尋じん常じようならざる膂りよ力りよくと自己治癒力。それを有する存在が何なのか、学園で学ぶ玖式や璃理佳にはすぐに答えを導き出すことができた。

「わたしは、吸きゆう血けつ鬼きの末まつ裔えいです」

　それが玖式が生まれて二度目に遭遇した、人外の姿だった。
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　理事長室の在世羅に、校長から連絡が入っていた。

「戸と蔵ぐら技官が到着しました。これからお連れします」

「わかりました。ひとまず通してください」

　校長の後ろから現れたのは、もう初夏だというのに暑苦しいロングコートを羽織り、特とく徴ちよう的てきな丸眼鏡をかけた男だった。長身で、理知的な相そう貌ぼうからすれば意外なほど大おお柄がらで、威い圧あつ感かんがあった。

「強引な決定ですね。私はまったく聞いていませんでしたが」

「そうですか？　以前から特別講師のご要望を出されていたようですが」

「ええ。ですが、あなたのような政府の人間をお呼びしたつもりはありません」「残念ながら、すべてご要望通りとはいきません。けれどご安心ください。国家資格持ちの魔術師として、ちゃんと有意義な講義につとめますよ」

　在世羅は、探るように鋭するどく言う。

「それは、人外狩がりについてですか？」

　戸蔵は笑えみをこぼし、大おお仰ぎような仕草で否定を示した。

「大げさですよ、理事長。いま、ここでの私の役目はただの一講師であり、ここの卒業生だ。ねぇ、先・生？」

　戸蔵の口調がふいに砕ける。

「それに、人外狩りなど、古い考え方です。いまや絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆとなった彼らは、むしろ人間が保護してやるべきではないでしょうか？」

「そうでしょうか」

「ええ。私は彼らに個人的な敵意は持っていません。幸いにも私は彼らのせいで肉親を失ったということもありませんから」

　含ふくみのある戸蔵の言葉に、在世羅はわずかに眉をひそめた。

「それでは、明日からお願いします。詳しよう細さいは追って連絡します」

「優ゆう秀しゆうな生徒が多いようですから、楽しみですよ」

　扉とびらが閉まり、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが残された。校長が咳せき払ばらいしてたずねる。

「お知り合いで？」

「ええ、まあ。当時から、あまり理解のできない生徒でしたが」

　非常に頭が切れる一方で、内に高い攻こう撃げき性を秘めていた。

　それが良い方に変わっているという感かん触しよくは、たったいまの会話からは、残念ながら得られなかった。それどころか──

「ところで、例の少女、本当に匿かくまってよろしいのですか？」

　先日の事件は、学園の運営者たちにとって最大の懸けん案あん事じ項こうとなっていた。

「あの現場に居合わせたのは、玖式ショウです。戸蔵が来たことは気がかりですが、あの子の存在は、我々にとって良い結果を導いてくれるでしょう」

「それほど、あの生徒に期待を？」

「ええ。彼には青春を謳おう歌かするより、復ふく讐しゆうをがんばって欲しいと思います」

　窓辺に立ち寄り学園を見下ろしながら、在世羅は優やさしく口にする。

「人外どもをこの地上から駆く逐ちくするために」
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　班室に入ると、璃り理り佳かたちが先にそろっていた。どうやら自分のことを待っていたらしく、その場の全員に向けて璃理佳は告げた。

「レディを班に引き入れる」

　一瞬、なにを言っているかわからなかった。

「では正式に編入ということ？　こないだ追試験があったという話は聞いていたけれど」

「すごいじゃん」

　霧生きりゆうと主しゆ城じようは素す直なおに感心したりしている。

「先生たちには話をして、申しん請せい書しよも通してある」

　相変わらずのボス机に君臨し、璃理佳は淡たん々たんとしていた。それが玖く式しきにはひどく不気味に思えた。その声はいつもの冷たい感じですらない。温度が感じられない。

　あれを見た璃理佳が。

　彼女の正体を目まの当たりにした璃理佳が、なぜそんなことを言い出すのか。

　レディを近くに置いて、いったいなにをするつもりなのか。

「なに、考えてるんだ」

　低い玖式の声に空気が張り詰つめる。主城は場を和なごませるように玖式の肩かたを叩たたいた。

「まあいいじゃんか。すこしは知った人間がまわりにいれば安心するだろ。それにあの子も魔術師なんだし、オレよりは役に立つだろうしさ」

「そういうことを言ってるんじゃない！」

　過か剰じような反応に、主城が目を丸くした。

「どうした、玖式？　なんか変だぞ」

　説明する言葉を持たず、玖式は黙だまり込んだ。

「璃理佳、話がある」

　今度こそ、重い沈黙が部屋に横たわった。

　璃理佳はなにも言わず、無表情で玖式の視線を受け止めている。

「え～っと、オレたちちょっと出てるわ。ほら、霧生も出た出た」

「え？　ちょ、ちょっとなによ急に押さないでよ変なところ触さわらないで……！」

「いいから空気読めよ。男と女が一いつ緒しよの部屋でやることといったらひとつだろ？」

「＃％；＆×[image: ]」

　奇き声せいを上げて発はつ狂きようしはじめた霧生をいなして、主城たちは班室から出ていった。誤解はともかく、ひそかに主城に感謝する。

　さわぎ声が十分に遠ざかるのを待って、玖式は璃理佳に向き直った。

「璃理佳、あの子は──」

「普通の人間じゃない」

　機先を制して、璃理佳は断言した。あまりにストレートに返され言葉を失う。

「っ……、レディを、どうするつもりなんだ」

　璃理佳は口を閉とざした。

　なぜなにも答えてくれないのか。

「あのとき、僕のことを聞いたよね。ここに来た理由を」

「それがなに」

「じゃあ璃理佳はどうしてなんだよ」

　イーサ教育機関は、日本にまだひとつしかない。その学園でトップクラスの成績を修おさめるということは、それはこの国で同じ位置にいるということだ。

　強固な目的や動機もなく、達成できるような地位ではない。

「最初はただの向上心だと思ってた。璃理佳は真ま面じ目めだし。でもちがう。璃理佳が目指してるのは、成績でもなければ魔ま術じゆつの知識でもない。試験を見ていて気づいた。璃理佳は、実戦をするための力を得ようとしてる」

　いつの頃ころからか、璃理佳は異様なほど魔術にのめり込み始めた。

　同年代の誰だれもついていけない。

　それでもなお、焦あせっているようにすら見えた。

　なにがそこまで、璃理佳を駆かり立て、いまもなお突つき動かしつづけるのか。

「いったいどうしちゃったんだよ。そんなに戦いたいの？」

「玖式には、わからなくていい」

「なっ……」

　璃理佳は逆に玖式をにらみ返した。

「玖式こそ、こんなところに来なければよかった。玖式には魔術もなにも必要じゃない」

　今度ばかりは我が慢まんできない。

「璃理佳は、ただ力を追い求めていればいいさ。それできっときみはレディを──」

　気配を感じて振ふり返る。

「レディ……」

　聞かれていた。扉の隙すき間まからのぞいた表情が砕くだける直前、レディは駆け出した。

　遠ざかる足音を前に、どうしようもない無力感が押し寄せていた。




　璃理佳を残して無言のまま班室を出た。

　そのまま寮りように帰ろうとしていたとき、玖式を呼び止める声があった。

「玖式。ちょっといいか」

　振り向くと、神しん妙みような顔つきの担任教師、斑鳩いかるががそこにいた。




「班の仲間とはどうだ？」

「……特に、問題はないです」

「そうか。おまえは交友関係が広いからな。それは良いところだと思うが」

　斑鳩が話を切り出すタイミングを図っている、それがわかった。

「気にしないで言ってください」

　斑鳩は一いつ瞬しゆんためらいを見せたが、大きく息を吐はき、正面から玖式を見すえた。

「よかったら話してくれないか。おまえに、何があったのかを」

　色々なことがあった。

　沢たく山さんのことが起きて、移り変わっていった。変わらなくて良いことさえも。

　それは自分の人生を通しても、この数週間の間でも、同じことが言えた。

「中等部のとき、最初に新入生として入ってきた頃のおまえは、どこか危あやうい感じがした。だが非常に勉強に前のめりで、魔術の適性がそれほど高くないにも拘かかわらず、同級のだれよりも、おまえは努力していた」

　それはもうずっと遠い昔のことのように、玖式には思えた。

「だが、いまはどうだ？　俺には、おまえが逆に無理をしているように思える。なにかを自分に強制しているように、そう見えてしまうんだ」

「そんなことは、ありません。僕はただ、なにが大切かをわかってるだけです」

　記き憶おくをさかのぼる。

　中等部三年の秋。

　まだ夏の残ざん滓しを引きずる季節。彼ひ岸がん入りに合わせ実家に帰省した玖式は、父親のシュウジと、姉のリヤの三人で、共同墓地を訪おとずれていた。

　墓石に刻まれた玖式スミカという名を、無表情の玖式が見下ろしている。

（ねぇ、ショウ。そっちの学校はどうなの？　楽しい？）

（問題ないよ。ただ、魔術以外をもっと勉強したいかな）

　リヤが悲しそうに顔をくもらせる。玖式は気づかない。

（ほんとは霊れい能のう力りよくと超ちよう能のう力りよくもちゃんと学びたいんだ。高等部から、授業の掛かけ持ちとかできないのかな。もし僕がもっといい成績をとれば……）

（もういいんだぞ。ショウ）

　言葉をさえぎり、シュウジが玖式の頭に優やさしく手を乗せた。

　その重さが、その確かな暖かさが、いまの自分を支えている。

（おまえは他ほかのみんなとなにも変わらない。他のだれとも同じように、幸福になれる）

　シュウジの自信に溢あふれた言葉が、その手のひらから伝わり全身に流れた。

（楽しく生きろ。なによりも大切なことだ）

　リヤが黙ったまま、玖式を手をにぎっていた。

（きっとスミカも、それを願ってる）

　それまで堅かたく身体からだを縛しばっていた鎖くさりが、消えていく気がした。

　それからだ。

　半ば強きよう迫はく観かん念ねんに駆られるように、それまで勉強や鍛たん錬れん一いつ辺ぺん倒とうだった自分を変えようとした。友達を増やし、積極的に遊ぶようになった。

　魔術も霊能力も超能力も、それまでこだわっていたことを置き去りにした。

　そうすべきだと強く思った。そうしなければいけないと思った。

　父のためにも、母のためにも。

　その頃から、反対に璃理佳とは距きよ離りが開いていったように思う。

　いったい、どうすれば一番よかったのか。

　自分は、なにか間ま違ちがったのだろうか。

　斑鳩は、最後まで黙って玖式の話を聞いていた。

「俺はおまえの考えが間違っているとは思わない」

　斑鳩の言葉にも迷いがあると聞き取れた。きっとそれは、だれも答えを持たない。

「ただ、自分に噓うそだけはつくな」

　拳こぶしに力がこもる。それを悟さとられまいとするのに必死だった。

「先生の言われてることが、よくわかりません」

「……話は、これで終わりだ。呼び止めて、悪かったな。今日は帰って休め」

　一礼して教員室を後にする。

　やり場のない苛いら立だちだけが募つのっていた。







　静まり返った夜。寮の窓辺からなにげなく外を眺ながめていたとき、一いつ匹ぴきのフクロウが手すりに舞まい降りた。

　以前に見た璃理佳の使い魔ともちがう。不ふ審しんに構える玖式の前で、その謎なぞのフクロウはこちらを見上げて一声鳴き、またすぐに飛び立った。

　身を乗り出すと、なにやら玖式を待っているかのように、上空を旋せん回かいしている。

「ついて来いってこと……」

　すでに外出は禁止されている時間だ。人目につかないようにそっと部屋を抜ぬけ出し、フクロウに導かれるまま、学園の敷しき地ちを歩いた。

　その端はしっこに位置する大きな池のほとりで、しゃがみこむレディと遭そう遇ぐうした。

「くしき、さん……？　どうして」

「いや、ただあのフクロウに付いてきたら……」

「フクロウ？」

　すでにその影かげはどこにもない。いったいだれの使い魔だったのだろうか。

　沈ちん黙もくが静せい寂じやくのなかに横たわる。

「もう、わたしが追われていた理由、わかってますよね」







[image: ]







　玖式の方を見もせず、レディは語る。

「魔術が使える吸きゆう血けつ鬼き。わたしは、人間と吸血鬼の混血なんです」

　覚かく悟ごしていたはずなのに、玖式の鼓こ動どうは速まった。

「知らないでしょうね。いま、吸血鬼と呼ばれる純じゆん粋すいな種族の数は激減しています。わたしも直接は数名しか知りません。多くはわたしの家系のように、人間と交わることで、その血を継けい続ぞくさせているんです。遺伝子レベルで人間を侵しん食しよくするしか、わたしたちには生き残る術すべがなかった」

　言葉は出ず、どんな顔をすればいいのかもわからない。

「人間は恐おそれているんですね。化け物たちが、自分たちの力を手にすることを」

　心臓をつかまれたような気がした。

　それは、とても根の深い問題だ。

　かつて人類は、吸血鬼や妖よう怪かいといった人外の存在を駆く逐ちくするため、魔術、霊能力、超能力、そして科学を駆く使しし戦い抜いてきた。

　イーサ能力は、人間がその存在と尊厳を守るための力だった。

　ようやくレディが振り返って玖式を見た。もうあの遮しや光こう眼鏡はつけていない。玖式たちを助けたとき砕けてしまっていた。

「玖式さん。わたしが、憎にくいですか？」

「ちがう！　そうじゃない、僕は……」

　声を上げて否定する玖式に、レディはわずかに困こん惑わくしていた。

「どうして、ですか」

　答えは出ている。

「……僕の人生は、そんなもののためにあるんじゃない」

　不幸なんかじゃない。悲運なんかじゃない。可哀かわい想そうなんかじゃない。

　自分はみんなと同じように、日々を楽しく過ごすことができる。それが自分のすべきことで、だからこそレディを受け入れるべきなのだ。

　ならば、どうしてそれができない？

　なにを恐れている？

　恐れているのは──きっと、可能性。

　母親を殺したのも、その可能性なのだ。

「その、弟さんの話は……」

「弟もわたしと同類です。ただひとつ、ちがうことがあるとすれば……」

　レディは冷たく嘲ちよう笑しようしようとしたのかもしれなかった。だがそれはあまりにレディには似つかわしくない、てんでできていない中ちゆう途と半はん端ぱなものだった。

「弟なら、確かに人間を殺すかもしれません」

　そうまでして突つき放そうとするレディに、玖式はなにも答えられなかった。




　　　　２




　昼休みに班室に行くと、中から霧生の声が聞こえた。

（それでね、今日すごい嬉うれしいことがあったのよ。璃理佳がわたくしの髪かみ型がた褒ほめてくれて──）

　相手はだれだろうと思い玖式が覗のぞき込むと、部屋には他にだれもいない。

　よく目を凝こらす。霧生の向かいの席、うっすらと人間の輪りん郭かくらしきものが──玖式はぎょっとしてのけぞった。

「れ、霊体？」

　よく見ればすべての席に同じような人の影が居座っている。

「だ、だれ……!?」

「あ、ごめん。僕だけど……」

　愛想笑いを浮うかべて中にはいると、霧生は口を開いたまま固まった。

　酸素を求める金魚になった霧生は、余命宣告をする医師でもここまでためらわないだろうという苦く渋じゆうの声で、笑顔えがおらしきひきつったものを浮かべ弁当箱を持ち上げた。

「ひ、ひっしょに、ごはん食べるかしら？」

　玖式は戸と惑まどいながらうなずいた。




　さきほどからまったく箸はしが進んでいない。すごくにらまれている。

「ひ、ひととごはん食べるのって、ゆ、ユニークね？」

「そうかな……？」

　きょどりまくりながら、ちらちらと玖式の方をうかがっている。小さな弁当箱のなかのタコ型ウインナーをフォークでぐさり！　と刺さし殺し、それを玖式の方へ向けた。

「はい、アーン」

　米を吹ふき出した。

「ど、どうしたの玖式くん!?」

「こっちの台詞せりふだよ！　いきなりなに？」

　玖式が赤くなっていることに遅おくれて気づき、霧生はその三倍は赤面した。

「そ、そうよね！　友達同士では食べさせたりしないわよね。知っていたわよ。ええとあれでしょう、く、口移しとか？」

　錯さく乱らんしている霧生は緊きん張ちようした面おも持もちで、口のなかでもごもごし始めた。照れるとか以前にその奇き怪かいな行動に戦せん慄りつした玖式は、慌あわてて口を挟はさむ。

「あのさ、前から聞きたかったんだけど」

「な、なにかしら」

「どうして璃理佳の誘さそいに乗ってくれたの？」

　霧生はしばらくためらったあと、意を決したように口を開いた。

「……り、璃理佳が誘ってくれたとき、すごく、嬉しかったの」

　心のなかで天を仰あおいだ。ああ、やっぱりそうなのだ。

「ぜええったい内ない緒しよよ。とくに、あのアホには！」

「う、うん。それはわかったけど……」

　この際、はっきりさせておこう。それを問いただすのは、大変な勇気が必要だった。

「ひとつ、聞いていいかな」

「なにかしら。改まって」

「璃理佳のこと、真しん剣けんなんだよね」

「は？」

「だからさ、その恋れん愛あい対象として、本気なんだよねって」

　霧生は目を点にしている。ストレートすぎたか。でも言ってしまえ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ霧生さん！　僕は応おう援えんする。友情にもいろんな形があっていいと思う。ただ、僕はいちおう璃理佳の幼なじみだから、ちゃんと理解をしてあげたくて」

　あわわわと言葉にならないうめきを上げ、霧生は椅い子すを突き飛ばして跳はねた。

「ばばば、馬ば鹿かじゃないの[image: ]」

　すさまじい大だい音おん声じように玖式はのけぞった。

「なにをどう勘かん違ちがいしたらそうなるのよ！」

「え？　だ、だって。じゃああの腕うでを組んで登校したり、一いつ緒しよにトイレに行ったり、一緒に喫きつ茶さ店てんで二ふた股またに分かれたストローでひとつのジュースを飲んだりしてたのは？」

「なんでそんなに知って……。それは、だから、その」

　傍はた目めにも霧生は追い詰つめられていた。下を向いたまま、蚊かの鳴くような声で答える。

「友達なら、そういうことするのかなって、思って……」

　あとは尻しりすぼみになったが、その単語は聞き取れた。友達？

「ねえどうなの!?　ヘンだった!?　だって友達ってそうでしょ!?」

　必死の形相で詰め寄ってくる。気け圧おされつつ、率直な意見を述べることにした。

「うん、変だよ。かなり」

　ガーンと擬ぎ音おん語を背負って霧生は青ざめた。次に赤くなり、それから諦あきらめたように肩かたを落とし、すとんと腰こしを落とした。

「そういうの、よくわからないのよ」

「わからないって……」

「あのときだって、初めての誘いで緊張したらお腹なかが痛くなってしまって、でも一度でも断ったらもう友達関係は終わりだと思ったから、無理して璃理佳に代わりに……」

　その代だい償しようがあの第三種接近遭遇というわけか。

「じゃあもしかして、璃理佳には全部友達っぽいことをしているつもりで？」

「当たり前じゃない。それ以外になにがあるのよ」

「なんだ……。安心したよ」

　たしかに冷静になってみれば、いろいろ思い当たる節があった。

　霧生が式しき神がみをこれほど恒こう常じよう的に使し役えきできるのは、それが原因だったのだ。

　友達のいない霧生が、寂さびしさを紛まぎらすために頻ひん繁ぱんに霊れい体たいを呼び出しているうちに、それが日常動作と呼べるほどに身体からだに染み付いてしまったというわけだ。

「まったくもう。変な勘違いしないでよね。玖式くんはまともだと思っていたけれど、意外と特とく殊しゆなシュミがあるのね」

「悪かったってば。でも驚おどろいたよ。あ、だから霧生さんいつもあんな風にひとりで──」

「友達なら沢たく山さんいるんだからね！　ただこの世にはいないだけで！」

「ま、まあ友情にこの世もあの世も関係ないよね？」

　我ながら自分の相あい槌づちに疑問を持ってしまうのだった。

「それにしても、玖式くん、よくさっきの霊が視みえたわね？　霊能者じゃないと視えないほど精度を低く実体化させてたんだけど……」

「そ、それは……」

　答えに窮きゆうしていたとき、班室の扉とびらがノックされた。なんだろうと玖式が開けると、霊能学科の見知らぬ女子たちがいた。

「あ、班の人いたんだ。ごめんなさい、霧生さんに用事があったんだけど、また今度」

「僕はべつに構わないけど」

「ううん、いいの。……霧生さん、あの話、一応考えておいてね」

　こくこく、と霧生はリスのようにうなずき、女子たちは手を振ふりながら去っていった。

「いまの人たち、知り合い？」

「クラスメイト。実は、チームに誘われてるの。次回のテストでは、って」

「そうなんだ？」

「べ、べつにまだ誘われてるだけ！　でも、ただ、断ったら悪いと思うしっ、どうしようかなって思っていて、だからその……」

　霧生はひとりで慌てふためいた。玖式が責めるとでも思っているのか、それとも璃理佳に嫌きらわれることを恐おそれているのかもしれない。

　申しん請せいをすれば班員の変へん更こうは可能だ。実際、卒業試験までに班を数回変える生徒も珍めずらしくはないと聞く。言ってみれば、試験はそれを試ためす場でもある。

「いいんじゃないかな。霧生さんが決めれば、それで」

「え？」

「まだ卒験まで先は長いし。最終的に自分が一番良いと思うところにいけばいいと思う。それが僕らの班じゃなくたって、だれも霧生さんを悪く思ったりしないし」

　好ましいことだと玖式は素す直なおに思う。これまでは誰だれも知らなかっただけで、霧生の実力をちゃんと周りに知ってもらえば、興味を持つ人は普ふ通つうにいるだろう。

　戦力としてはいて欲しい。けれど、彼女のためには引き止めるべきではないのかもしれない。彼女の本当の望みが、そこにあるのであれば。

「ありがとう、玖式くん。玖式くんも、もっと気楽でいいと思うわよ」

　不思議なことを最後に言われた。複雑な気分のなか、午後の鐘かねが鳴り出した。




　　　　３




　帰り際ぎわ、玖式は一いつ般ぱん学科の棟むねに来ていた。

　とくに立ち入り禁止でもないのに、玖式は不必要にこそこそとして主城の教室前の廊ろう下かまでやって来た。だがタイミング悪く、男子生徒のグループがぞろぞろと出てきた。とっさに曲がり角に身をひそめる。

　男子生徒は教室の入り口のところで固まって談だん笑しようしている。

　で、出づらい……。

　玖式が二の足あしを踏ふんでいると、会話の内容が耳に入ってきた。

「あーだりー。なんで俺らが魔ま術じゆつとか霊能力のことまでやんなきゃいけないわけ？　あんなの受験に必要なくね？」

「だよなー。あんなのは専門のやつらに任せりゃいいじゃんなぁ」

「そのためにいるんだし、あいつらは」

　けだるそうな様子で、けらけらと笑っていた。

　特別なことはない。日常の光景だ。玖式はそれでなにか感じたわけでもなかった。

「おい、あんまそういう話すんなって」

　廊下の反対側から現れた主城が、男子生徒たちの前で立ち止まった。

「あっちの連中が聞いたら気分悪くするだろ？　変にトラブるのも面めん倒どうだし。な」

「あ、ああ……わりぃ」

　生徒たちはやや主城を煙けむたがるように、そそくさと立ち去ってしまった。

　主城はなんとも言えない複雑な面持ちで彼らを見送ったあと、教室へ入ろうとした。

「主城」

　見計らって声をかけると、主城はばつが悪そうな顔をした。

「見てたのか」

　いつもの能天気さは、どこかへなりをひそめていた。




　人目を避さけるように、主城は玖式を屋上へと誘った。

　屋上は思っていたより風が強かった。眼下には学園の全景が見み渡わたせる。

「一般学科の連中は、おまえたち能力者を見下しているんだよ」

　主城の言葉に、玖式は驚く。

「どうして？」

「この学園の一般科の生徒っていうのは、ゆくゆくは省庁に入って官かん僚りようになったり、弁護士や警察キャリアになったりするやつらが大半だ。要はエリートなんだよ」

　主城は苦い笑みを浮うかべている。

「一般学科のそもそものお題目、イーサ能力について深い知見を持ち、柔じゆう軟なんに協同できる人材を輩はい出しゆつする、なんて言えば聞こえはいいけど、要は〝使う〟立場になることを望まれているし、当人もそれを自覚した上で、厳しい入学試験を受けてここに入ってくる」

　とつとつと語る主城は、いつもとまるで別人のようだった。

「だから一般科のやつはおまえたちを将来使うものとして見下しているし、能力科のやつらだって、適性を持たない一般科の生徒を見下している」

　一いつ瞬しゆん自分のことを言われたような気がして、どきりとした。

　その空気をまったく感じないでいられるほど、玖式も鈍どん感かんではない。

　中等部の頃ころから、それはあった。一般学科の生徒を見るクラスメイトたちの視線や言動に、軽かろんじるものが混じっていたことが。

「それに文句を言っているわけじゃない。おまえや璃理佳さんたちがちがうってのはわかってるし、ただそれも事実だっていうだけだ」

　そうフォローされても、気まずさは残った。

　沈ちん黙もくを気にしてか、主城はみずから語り出した。

「うちって家がちょっと変わっててさ。エンジニアの家系で、じいさんも親父おやじも天才的に機械いじりが得意で、それでいまの会社をやってる。だからオレはガキの頃からＦＡＬみたいなのに囲まれて育ったけど、オレ自身は全然ダメなんだよ。手先も器用じゃないし、オレが家を継つぐことは、たぶんないだろうな」

　主城の声には、珍しく弱気な響ひびきがあった。

「ときどき、おまえたちのことがうらやましくなる」

「僕らの、こと？」

「だってそうだろ？　イーサ適性は、何万人にひとりってくらいの才能なんだ。幸運だと、オレは思うけどな」

　幸運。そうなのだろうか。

　考えなかったことではない。

　まして自分は、それだけではない。希少性だけで言えば、それはもっともだ。

　でも自分は本当にそれが欲ほしかったのだろうか。

　望まずに、なにかを強しいられているような、そんな気がした。

「主城は、なにがしたい？」

「え？　なんだよ、いきなり」

「将来とか、なんか考えてるのかって」

　手がかりが欲しかった。知りたかった。

　みんながなにを見ているのかと。

　主城は空を仰あおいでうなった後、涼すずしい表情で遠くを見た。

「オレはみんなみたいにイーサ能力はないし、特別に頭が切れるってわけでもない。でもだったらオレは、人の力を借りることを極きわめたい。玖式や霧生みたいに、すごいやつらの力を合わせれば、きっと大きなことができると思うから。だからオレは、そのつなぎ役になりたいんだ」

　その横顔を見ながら、玖式は羨せん望ぼうを抱いだいていた。

　それはきっと、自分にはできないことだ。

　一番近くにいるはずの人とさえ、上う手まくできない自分が恥はずかしかった。

「なんだよ。さっきから黙だまって。あ、もしかして、オレがそんな真ま面じ目めっぽいこと考えてることが意外だった？」

「意外だったよ。主城は女の子にセクハラすることしか興味ないのかと思ってた」

「セクハラぁ？　オレはただ親身に接してるだけだ」

「そのやり方はきっと間ま違ちがってると思うよ」

　そのとき足元にかげができた。見上げると、妙みような機械が頭上を旋せん回かいしている。

『あーこんなところにいた？　なにしてんの』

　聞き覚えのある人工音声が発せられた。露ろ出しゆつした大きなファンで静かに空中を飛んでいるその機械は、まるでＵＦＯのできそこないだった。

「なにあれ……？」

「ああ、ＦＡＬだよ。この偵てい察さつ機も、ＦＡＬのリモート端たん末まつのひとつなんだ」

　ＦＡＬは静かに旋回しながら、可動式のカメラレンズらしきものを向けた。

『くしきとふたりでなにして……。えっ、もしかしてそういうこと？　そういう関係？　え～～～アキラがぁ！　うそぉ！　アッー！』

「……何言ってんだこの欠けつ陥かんＡＩは」

　主城がいつになくげんなりしていた。

「そういえばさ、おまえと璃理佳さんて、幼なじみなの？」

「そうだけど。どうして？」

「いや……。なんか似てるんだよな、おまえら」

　自分と璃理佳が似ている？

　あまり思い当たる節はなかった。なぜ主城はそんなことを思ったのだろうか。

　今度の期末は頑がん張ばろうなと最後に言葉を交かわし、主城と別れた。

　その後ろ姿を眺ながめながら、気持ちが沈しずんでいくのを感じる。

　霧生も主城も、芯しんがある。

　こうしたい。こうなりたい。行動を支える動機がある。

　では自分はどうだろうか。いま自分が学んでいることを、将来どう使いたいと思っているのか。注ぐ力を、どこへ向けるのか。

　復ふく讐しゆうのためなどとは、絶対に思いたくなかった。

　けれどそれが本当に本心なのか、玖式にはわからなくなっていた。




　　　　４




　翌日の最初の休きゆう憩けい時間、玖式が教室の席で呆ほうけていると、笑いを含ふくんだ佐さ伯えきに声をかけられた。

「まーた暗い顔してるね。玖式くんの班はどう？　仲よくやってる？」

「仲は、そりゃあいいよ。女子同士で一いつ緒しよに腕うでを組んで登校してきたりとか……、男子でも女子に平気で性的な話をしたりするくらいだよ」

「そ、それって仲良いとはちがうような……？」

　正直なところ、良好な関係とはとても言えなかった。特に玖式と璃理佳の間は。

「そういえばさ、こないだの綺き麗れいな髪かみの色の子。あの子も一緒でしょ？」

　佐伯は嬉き々きとして気の進まない話題を持ち出した。

「レディは……」

「なになに、あの子の話？」

　風かざ間まも会話に参加してくる。美術室でレディと出くわして気になっていたらしい。

「いやあ、あんときはマジびびったよ。あんな風に気失う人はじめて見たし」

「なにそれ。風間なにかしたの？」

「おれはなにもしてねーよ」

「ふーん。あ！　噂うわさをすれば」

　ちょうどそのとき、廊下を通りかかるレディの姿が見えた。佐伯が駆かけ寄り、ビクッ！と小動物にしか見えない反応をしたレディを、なかば強引に教室内へ連れてきた。

　玖式に気づき、互たがいの表情がこわばる。

「こないだすごかったねー。斑鳩先生に勝つなんて」

「まあでも、斑鳩先生だしな」

「あ、言っちゃった。それは言っちゃだめでしょー！」

　レディはおっかなびっくりに、見知らぬ二人の挙動を窺うかがっている。

「あ……。佐伯さんと、風間。同じマーリーンクラスの」

「ユズリでいいよ。よろしくね～。ねぇねぇ、今度一緒にどっか遊びにいこう。なにがいい？　カラオケとか」

「か、から、おけ……？」

「うん。あれ。好きじゃない？　ひょっとして苦手？」

「え、えっと……その……」

　答えを要求されたレディは不ふ憫びんなほどうろたえ、玖式に助けを請こうような視線を向ける。なんとフォローすべきか。

「どうせ行くんなら、街行けば？　こんな郊こう外がいにいたって仕方ねーし」

「外はだめだ！」

　突とつ然ぜん声を上げた玖式に、みなの視線が集まる。

「あ、いや……。こないだも行ったばっかで、その」

　歯切れの悪い玖式に、風間が不ふ審しんの目を向けた。

「なんだよこないだって……。あ、もしかして二人で？　デートかよ」

「ちがうって！」

「ちがいます！」

　呼吸ぴったりの反応に佐伯と風間はぽかんとしたあと、笑い出した。

　顔を赤くする玖式とレディの頭上で、授業開始の鐘かねの音が鳴る。

「まあ、その話はあとでしっかり追つい及きゆうするとして。とにかく決まりねっ。あ、放課後レディさんの部屋行っていい？　計画しよ」

　レディは友好的な佐伯の人ひと柄がらにすこし安心したような表情で、クラスへ戻もどっていった。




　授業時間が過ぎても教師は遅おくれていて来ておらず、教室はざわついていた。その理由、特別講師の話があちこちで飛び交っている。

「玖式、今から来る講師の噂聞いたか？」

　後ろの席から、風間が身を乗り出してくる。

「噂って……、国家公務員キヤリアの魔ま術じゆつ師しだっていうこと？」

「んじゃなくてさ。なんと実はその人、討とう伐ばつ官かんらしいぜ。つまり、ヴァンパイア・ハンターってこと」

「え──」

　玖式の表情が凍こおりついた。

　中央省庁の国家公務員のなかの専門職に、非公式だが、人外の殺処分を専門とする『討伐官』と呼ばれる職種が存在するといわれている。

　イーサ能力者のうち、古いにしえより吸きゆう血けつ鬼きと宿命的な戦いを続けてきたのが魔術師だ。そのなかでもとりわけ吸血鬼討伐を生なり業わいとしてきた高位の魔術師は、ヴァンパイア・ハンターと呼ばれ、戦乱の時代には、その存在は人外側にとっても警けい戒かいと畏い怖ふの対象だったとさえ言われている。

「すごくね？　映画じゃん。しかもさっき外でちらっと見たんだけど、マジで映画みたいなロングコートに、丸眼鏡かけてた。あとは背中に馬ば鹿かでかい軍用杖じようを背負ってりゃ、完かん璧ぺきだよ」

　映画好きの風間がふるう熱弁に、なんとなく程度は共感できた。なにが発はつ祥しようかは知らないが、それが吸血鬼討伐を生業とする魔術師の古典的なイメージだった。

　数分後、マーリーンクラスの教室に、その噂の講師が現れた。

　先導してきた斑鳩が紹しよう介かいする。

「特別講師としてお越こしいただきました、戸と蔵ぐら技官です」

　第一印象は、とにかくスマートな大人の男だった。

　ベストスタイルのスーツ姿に長めの髪。細身で長身だが、頼たよりない感じはしない。

　いかにもエリートといった面おも立だちがそれに拍はく車しやをかけている。

「戸蔵です。本日から五日間、この学園でみなさんの勉強のお手伝いをさせていただくことになりました。私自身は斑鳩先生と同様、魔術師ですが、できる限り広く、職業イーサ能力者の卵であるみなさんの将来に役立つような指導ができればいいと思っています」

　風間がいきなり手を挙げた。

「戸蔵先生、質問です！　先生は討伐官なんですか？」

　突とつ拍ぴよう子しもない風間の質問に、教室がやじと笑い声でざわつく。

　斑鳩が呆あきれた様子で、

「おまえ、いきなりなんだそれは」

「いやでも、ぜったい気になるでしょー。って、玖式が言ってました」

「え、僕!?」

　視線が集まり動どう揺ようしてしまう。周りがさらに騒さわがしくなる。

　斑鳩が注意の声を上げるなか、戸蔵が口を開いた。

「残念ながら、私の仕事はもっと地味なものですよ。これでも公務員ですから」

「でも、ほんとにいるんですよね？」

「さあ……私も会ったことがないのでなんとも。ただいまの時代、その辺りに吸血鬼や妖よう怪かいは歩いていないので、仕事がなくてクビになってしまうんじゃないでしょうか」

　軽口に笑いが起こる。戸蔵はさわやかな微び笑しようで応対した。

「それでは、官庁の仕事についてもすこし説明しましょうか」

　玖式のクラスの生徒たちは、戸蔵の話をおおむね関心を持って聞いていた。

　警察や自衛隊以外の進路、特に官公庁におけるイーサ能力者の職種はまだ少ない。中央省庁での技官職は、難易度も高いが非常に人気のある進路だ。自分の将来に深く関係のあることとなれば、興味のないものはいない。

　戸蔵の話は、数日後に行われる実技試験について及およんだ。

「最終日には、裏手の演習場で、実技指導のための試験を実じつ施しします。詳しよう細さいな内容は当日まで内ない緒しよですが、ぜひみなさんの学習の成果を発揮していただければと思います」

　戸蔵の講義は大きな拍はく手しゆをもって締しめられた。

　休憩時間になると、戸蔵のまわりは質問する生徒であふれていた。

　興味がないわけではなかったが、そういった気分に玖式はなれなかった。璃理佳とレディのことで頭が埋うまってしまっている。

　人だかりから立ち去ろうとしたところに、予想外の声がかかった。

「玖式ショウ君だね」

　振ふり返る。戸蔵が近づいてきた。静かな威い圧あつ感かんとともに、手が差し出される。

「改めてよろしくお願いするよ」

「どうも……」

　大きな手を握にぎり返しながら、違い和わ感かんがわいた。戸蔵の笑えみはどこか空々しい、作り物めいたものに感じられた。

「すこし、話をいいかな？」

　困こん惑わくしながらも、玖式は無言でうなずいた。




　人目を避さけたのか、戸蔵は使われていない魔術実験室に場所を移した。

　いつかの璃理佳が使っていたような器具が壁かべ際ぎわに並んでおり、外から差し込む光が黒くろ塗ぬりの机に反射していた。

「すまない、わざわざ呼び止めてしまって。きみに、個人的に話をしたいことがあったんだ。あまり人前でするような話ではないだろうからね」

「はぁ……」

　戸蔵の意図がわからず、机を挟はさんで玖式は慎しん重ちように腰こしを下ろした。

　説明を待って身構えていると、

「ご家族のこと、お悔くやみを申し上げるよ」

　不意打ちの言葉が、玖式の頭を強きよう烈れつに殴なぐりつけた。

　声も出ない。動揺する玖式に、戸蔵は哀あわれみの視線を向ける。

「私も少なからず、事件とは関係のある身だ。なんと言えばいいか……」

　関係者。さきほどの風間の話から、すぐに合点がいった。

「討伐官、なんですか」

「知っていたか。いまとなっては肩かた書がきだけに近いけれどね。君も知っているだろうが、いまや吸血鬼や妖怪といった人外種の個体数は激減している。まだ組織的には撲ぼく滅めつや駆く除じよという基本理念を掲かかげる人間たちがいるが、個人的にはむしろ彼らの味方なんだ」

　なにを言おうとしているのか。悪い予感に鼓こ動どうが速まる。

　それは正しかった。これ以上、聞くべきではなかったのだ。なぜなら、

「ジョン・ディークラスの、レディ・エリフェリス」

「！」

　顔に出てしまったのを誰だれが責められるか。

　それほどまでに、戸蔵は玖式の急所を突ついていた。

「協力とは、彼女のことなんだ」

「なんの、ことですか」

　声が震ふるえていた。動揺を隠かくせなかった。

「なぜ知っているか、驚おどろいているようだね。それは勿もち論ろん、私が特別な職についているからだよ。情報は持つべき人間のところには集まるものだ。だがこれは現状、私しか知らないことだ。他ほかのこの学園の教師や、もちろん生徒たちに知るものはいない」

　戸蔵は圧あつ倒とう的てきに優位に立っている。そう感じた。

「いま、その事実が公おおやけになれば、混乱が生じる。なにより、悪意のある人間が、彼女を奪うばおうとするかもしれない。そのために、非合法な行動に出ることも」

「そんな……」

「私は危険には敏びん感かんなんだ、職しよく業ぎよう柄がらね。君や君のまわりの子たちにまで被ひ害がいが及ぶことだって、可能性がないとは言い切れない」

　危険。

　まっさきに街中での一件を思い出し、つづいて璃理佳のことが頭をよぎる。

「だからだよ。私が君たちの安全のために協力する。君にお願いしたいこととは、事情を伏ふせたまま、彼女を学園の外へ連れ出して欲しいということだ。もし彼女が抵てい抗こうするようなことになれば、まわりや彼女自身も不必要に傷つくことになる」

　混乱した頭で、玖式は戸蔵の言っていることを善意的に解かい釈しやくしようとした。

　だがそれは、レディをだまして学園から連れ出すということに他ならなかった。

「……証しよう拠こは、あるんですか。レディが普ふ通つうじゃないって」

　それは戸蔵の態度を一気に変えたように見えた。

「そんなものは、必要となればいくらでも調べ上げられる。強引な方法を使えば、いくらでも」

　討伐官が言う強引な方法とは、玖式の想像を超こえるものに思えた。

「そんなことを彼女にされたくはないだろう？」

　結論は、最初から出ていたのだ。

　言葉の圧力。戸蔵の言われるままにうなずきたくなる誘ゆう惑わくが忍しのび寄る。それに身を任せるのはとても楽で、正しいことのように思えた。けれど、

「僕には、そんなことは……」

　重く口を閉とざす玖式を前に、戸蔵はすっと立ち上がった。

「決断ができないようだな」

　瞬しゆん間かん、玖式の全身に寒気がはしる。

　取り返しのつかない選せん択たくをしてしまったようにも感じた。

「まあいいさ。このことは一いつ切さい他言無用で願うよ。言った通り、これは周りの人間を巻き込む重大な事実だ。きみに大切な友人たちがいるのなら、なおさらだ」

「それは、わかっている、つもりです」

「本当にそうかな。もう一度、冷静になってよく考えてみるといい。ただし時間はあまりないだろうがね」

「どういう、意味ですか」

「言っただろう。よく考えてみることだと」

　玖式は戸蔵が去ってからもしばらく、不ふ吉きつさのなかに取り残されていた。




　別べつ棟むねの『蛇へびの六』。玖式たちの班室へ向かう途と中ちゆうで、ばったりと璃理佳と出くわした。

「璃理佳……」

　こわばった表情の玖式に、璃理佳は一瞬、ひどく悲しそうな目をした。

「どうかしたの」

「いや、べつに……。なんでもないよ」

　歯切れの悪い、なにかを隠すような態度は、いまの玖式と璃理佳の間には毒となった。

「そう」

　それだけの反応をして、さっと脇わきを通り過ぎていく。

　振り返ることのない背中は、以前よりも遠い場所にあった。




　天てん蓋がいのガラスから差し込む斜しや陽ようが、巨きよ大だいな大階段を橙だいだい色いろに染めている。

　魔術学科の校舎は吹ふき抜ぬけ構造となっていて、四階まで続く幅はば広びろの大階段が中央にそびえている。放課後、教員室に日誌を届けたあと三階部分の踊おどり場に立った佐伯ユズリは、例の休日の行き先の件で、寮りようのレディの部屋を訪ねるつもりでいた。

　レディのルームメイトは、霊れい能のう学科の霧生という子らしい。その子のことは知らなかったが、せっかくなら一いつ緒しよに誘さそってみてもいい。

　浮ういた気分で階段を踏ふみ出した佐伯の足元で、極きわめて隠おん密みつ性の高い小型の敷ふ設せつ型がた魔ま方ほう陣じんが発動した。

　不可視の力が、佐伯を前方に強く押し出す。

（え──？）

　足が離はなれ、細い身体からだが宙に浮く。視界がぐるりと反転した。

　すぐに天地がわからなくなり、全身を激しい衝しよう撃げきと痛みが打ち付ける。佐伯の意識は一階まで転がり落ちる前に断ち切れた。

　ぐったりとしたまま、身体はぴくりともしない。その頭の下。

　冷たい床ゆかの上に、ゆっくりと赤黒い血が広がっていた。




　　　　５




　翌朝、斑鳩によってもたらされた悲報は、教室を冷たく支配した。

「佐伯さんが……」

　クラスのだれもが、言葉を失っている。玖式もその一人だった。

　ふと前方の窓まど際ぎわの席に視線を向けた。いつも見ているそこは空席だ。璃理佳は体調不良で、今日は欠席している。

「大階段で足を踏み外したようだ。いまは病院で治ち療りようを受けている。まだ意識は戻もどっていないとのことだが……」

　事故が起きたのは、戸蔵と話をした日の夕方だ。

　手が震えていた。

　まさか。

　確信はない。だが戸蔵からあんな話を聞かされた直後に、こんなことが起きるなんて。

　このクラスの人間は、佐伯とレディが一緒にいる姿を見ていたはずだ。いまの時点で、そこに因果関係を汲くみ取る人間はいないだろう。

　だが、本当に事故なのか。

　事故でなかったとして、なにかレディのことが関係しているのか。

　あのとき自分は戸蔵の要望に応こたえなかった。それに関係しているのか。

　自分のせいなのか──

「まさか、こんなことになるなんてな……」

　ほとんど放心状態のまま、その日の授業は終わった。皆みんなが散っていくなか、同じく沈ちん鬱うつとした様子の風間が、席から動こうとしない。かける言葉もなく近づく。

「目、覚めるよな」

「もちろん……。きっと、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「運悪いよな。なんでこんなことに……」

　風間の言葉が玖式を責めたてているように聞こえた。罪の意識が逃のがすまいと、足元からはいあがってくる気がした。

「あいつ、昨日はレディさんのとこ行くって言ったよな」

　風間の一言に、心臓が跳はねる。

　絶句している玖式に気づいた風間が、顔をくもらせた。

「？　どうしたんだよ」

「あ、いや……」

　あいまいにその場は濁にごしたものの、玖式は混乱していた。

　だれかに相談するべきなのか。

　だが何と言えばいい？　レディの正体を知っているのは、いまのところ自分と璃理佳だけだ。その璃理佳も今日はいない。

　どうればいいのかわからず、ただ璃理佳の席を見つめていた。




　放課後、班室へ向かうため魔術学科の正面口の方へ歩いていたとき、騒さわがしい会話が聞こえてきた。

「レディ。金輪際、この男には近づかないようにしなさい」

「な、なんだよ！　ひどいこと言うなよ」

　霧生と主城、そして二人に挟はさまれておたおたしているレディが、玖式に気づく。

「どうしたの、みんなして」

「あ、玖式。聞いてくれよ。二人にちょっと聞きたいことがあっただけだっつうのに、なんかこいつオレのこと変に警けい戒かいしてさ。なんなんだよ一体」

　ジトッとした目つきで、霧生が主城をにらむ。

「なら、言ってみなさいよ」

「ったく……。だから、トイレでの話なんだけど」

　たちまち霧生の眉み間けんに激しくしわがよる。

「いまのトイレってさ、だいたいシャワートイレじゃん。で、男が尻しりに使うのはわかるんだけど、あのビデとかいう機能あるじゃん。あれを使ってるときって、女の子ってどんな感じがするのかなって。ほら、こう当たるわけじゃん？」

「ギ……」

　羞しゆう恥ちに顔を赤くする霧生。ぽかんとするレディ。ごく平然とした主城。

「どんな感じなの？　ねぇねぇ教えてよ」

　ＦＡＬいわく『死んだ方がいい人間』を前に、霧生が御ご符ふを取り出した。危険を察知した玖式はレディを手招きし、こっそりとその場をあとにした。

　すぐに背後の方で、霊れい獣じゆうの咆ほう哮こうと主城の断だん末まつ魔まがこだました。




　班室には、肝かん心じんの班長の姿がなかった。

「あら？　璃里佳はまだ来ていないのね？」

「今日は風か邪ぜで休んでる」

「そうなの？　心配ね……」

　霧生は心底悲しそうだった。玖式は案じる一方で、どこか安あん堵どしていた。いまは顔を合わせるのが億おつ劫くうだったからだ。

　議題は明日行われる、戸蔵監かん修しゆうでの実技試験についてだった。

　頭に包帯を巻いた主城が、椅い子すを前後に揺ゆらしている。

「裏手の森に学年の全員が集まるわけだろ？　魔ま術じゆつ師しも霊れい能のう者しやも超ちよう能のう力りよく者しやも勢ぞろいってわけだ。壮そう観かんだな」

「あんたね、気楽に言うけど、班同士で競きそう試験なのよ？　あの九つ十づ九らみたいなやつが、どれほど危険になるか。気を抜いてると、本当に大おお怪け我がするんだから」

「わかってるって。玖式はどこの班が強敵だと思う？」

　視線が、無言のままの玖式に集まる。

「玖式くん？」

　たっぷり数秒かかって、ようやく玖式は反応した。

「あ、ごめん」

「大丈夫か？　体調悪いとかなら」

「ぜんぜん。ごめん、ぼーっとして。えっと、僕が他の班で気になってるのは──」

　色々と知っている情報を持ち寄ってはみたが、試験の内容がわからない以上、対策というほどのものは立たなかった。日が暮れるのに合わせ、解散となる。

　玖式は勉強していくと噓うそを言い、ひとり班室に残った。

　机をじっと眺ながめる。頭が狂くるいそうなほどの葛かつ藤とうが玖式を襲おそっている。

　どうする。どうすればいい。

　いま自分がすべきことはなんなのか。

　佐伯の事故とレディの存在が関係しているとして、自分にはなにができるのか。

　ふと、廊ろう下か側に人の気配を感じた。

　扉とびらをそっと開けた。外を窺うかがう。だれの姿もなかった。

　気のせいだろうか。

　ふと視線を下ろすと、床に見慣れない形状の杖つえが置かれていた。

「教員用の、杖……？」

　玖式の記き憶おくが正しければ、平常時には教員でさえめったに使うことのない、本格的な戦せん闘とう用の杖だ。学生の研修用杖は高威い力りよくな殺傷魔術の発動が制限されているが、これにはそれがない。警察や軍で制式採用されているのと同格の杖で、当然、学園では厳重に管理されている。

　そんな物ぶつ騒そうな代しろ物ものが、どうしてここに？

　うすら寒い思いで扉を閉じたとき、視界の端はしになにかが映った気がした。扉の内側。さきほどまでにはなかったはずのものがそこにあるような──

　振ふり返り、恐きよう怖ふが喉のどをふさいだ。

　扉に、血のような赤黒い液体で文字が書かれていた。




『　璃理佳ネイの身み柄がらを預かっている




　　人外を学園から連れ出せ

　　応じなければ、璃理佳ネイを殺す　』




　玖式の目の前で、文字が溶とけるように消えた。

　後ずさり、机にぶつかる。全身が震ふるえていた。

　璃理佳の顔が、あのとき夜の学園でためらいがちに触ふれてきた璃理佳の指先の感かん触しよくが、とてつもなく遠いものに思えた。

　佐伯さん。痛ましい事故。犠ぎ牲せい。レディの笑顔えがお。

　街。塞ふさがった傷口。人外の力。金色の瞳ひとみ。

　まただ。

　あの黒き森で、玖式の目の前で力なく横たわるスミカの姿。

　二度と、失いたくない。そう思っていたのに。

　どうしていつも。よりにもよって、一番大切な人が。

　机に無造作に置かれた、教員用の杖が目に入る。光を吸い込む黒くろ塗ぬりの杖。

　もう、決断しなければならなかった。




　　　　＊




　レディはひとり、寮りようの部屋にとじこもっていた。霧生は気を利きかせてくれたのか、部屋を空けてくれている。

　やはり、自分はここにいるべきではないのかもしれない。

　ふと肌はだ寒ざむさを感じた。窓から風が吹ふき込んでいる。

　いつの間に開いていたのだろうか。

　窓を閉めて、ふと机の上に視線を移すと、見知らぬ紙切れがのっていた。霧生が置いていったようには見えない。なにげなく手にとった。

　ここでは使われていない古い文言に、心臓が跳ね上がる。

　手も足も震えた。身体からだの感覚が遠のく。

〝彼〟が来る。

　よりにもよって、こんな場所へ。

　もし争いごとにでもなれば、どんな惨さん劇げきになるか。ほとんど反射的に部屋を飛び出そうとし、けれどそこで足が止まった。

　玖式が助けてくれたこと。街中で弟の話を打ち明けたこと。

　彼と彼の家族に起きた悲劇を、語ってくれたこと。

　それらが小さな棘とげとなって、レディの胸中に残りつづけていた。




　　　　＊




　模も擬ぎ試験当日の朝。璃理佳が姿を現すことはなかった。

　玖式たちの班のメンバーは、斑鳩から体調不良だと聞かされている。

　傍はた目めにも気を落としていたのは霧生だった。

「残念ね。せっかく班での最初の活動なのに……」

「ま、仕方ないじゃん。つうか、オレとかすごい場ば違ちがいな感じが……いまさらだけど」

「それならすぐにいなくなってもいいのよ！　ね、つらいでしょう！」

「……おまえの嬉き々きとした目の方がつらいわ」

　主城たちのやりとりも、遠い世界の出来事だった。

　璃理佳がいない本当の理由を、玖式だけが知っていた。




　班長不在のまま、班室で準備する霧生たちから黙だまって離はなれた玖式は、レディを校舎の外へ呼び出した。

「玖式さん？　どうして、こんなところに……」

　レディは不安そうにしている。

　自分のなかでうずまくあらゆる感情を、玖式は押し殺す。

「玖式さん……？」

　玖式はレディに、杖を突つきつけた。

　なにが起きたのか、レディはすぐに理解できないようだった。

　だから玖式は、はっきりと教え込むように言った。

「僕と一いつ緒しよに来い」

　裏切りの宣告だった。

　そのときレディのなかに芽生えつつあったなにかが打ち砕くだかれたことが、はっきりとわかった。自身にも突き刺ささったその痛みを踏ふみにじって無視した。

　そのとき、自分がなにをしようとしているのか。

　本当にわかっていたのだろうか。




　　　　６




　模擬試験の会場は、暗く湿しめった森のなかだった。

　校舎の裏手に接する「黒の森」と呼ばれる巨きよ大だいな山さん岳がく森林一帯が、学園の所有物だった。実技試験の際に利用されることが多い演習場となっている。

　犯人との取引場所は、森を抜ぬけたところにある山岳路だった。

　玖式はレディに前を歩かせ、背中に杖を向けていた。

　レディは最初から抵てい抗こうすることもなく、無言のまま玖式に従っている。

　そのことが余計に玖式を、その裏切りを責めているように感じられた。

　けれど後あと戻もどりはできない。

　佐伯さん。璃里佳。──母さん。

　もうだれも犠牲になどできない。

「玖式……？」

　無人の森を横切っていたとき、聞き覚えのある声がした。

　木々の間から現れたのは、杖を手にした風間だった。

　虚きよを突かれ、思考が停止する。

「あれ。おまえこんなところでなにしてんだ？」

「か、風間こそ……」

　言いながら、自分の迂う闊かつさにようやく気づく。

　試験会場の見回り──

「うちの班の試験は次の時間だからな。でも駆かり出されてるの各班ひとりだぞ？　くそっ、自分のじゃんけん力のなさがうらめしい……って」

　風間の目が玖式の持つ、戦闘用の杖に向けられた。その顔が不ふ審しんにくもる。

「おまえその杖、どうしたんだ？」

　玖式は答えられない。

「風間、頼たのむ。僕を行かせてくれ」

「は？　どういうことだよ」

　説明もなく、こわばった表情のレディを連れた玖式に、風間の不審感はつのった。

「……あのさ。おまえ、佐伯の事故のことなにか知ってるんじゃないのか？」

　驚おどろきのせいで、とっさに否定する言葉が出てこなかった。

　致ち命めい的てきな沈ちん黙もくが二人の間に落ちる。

「なんで、黙ってんだよ」

「ち、ちがう、僕は……」

「本当に事故なのか？　その子が来て、その子のところに遊びに行くって言って、その日に起きたんだぞ。なにも関係ないのかよ」

　風間は明らかに取り乱していた。

　なにか根こん拠きよがあっての非難ではない。ただ感情的に、八つ当たりをしているだけだ。その理由がいまのいまになって、ようやく玖式は気づいた。

　風間は、佐伯のことを。

　それでも、玖式もすでに引くことはできなかった。

「レディは、関係ない」

「……そうかよ。じゃあその杖はなんなのか答えろ。その子をどこに連れていくつもりなんだよ」

　時間が失われていく。焦あせりがつのる。

「人を、呼ぶぞ。いいな」

「やめてくれ、お願いだ」

　玖式の焦りと、風間の苛いら立だちがぶつかる。そのとき、風間の目がふたたび玖式が握にぎる物ぶつ騒そうな杖つえに向けられた。その視線を玖式は読み取ってしまった。

「馬ば鹿かなこと考えるな、風間」

　怒いかりと恐怖に挟はさまれた風間の緊きん張ちようが、臨界点を超こえる。

　風間が杖を抜き玖式に向けた瞬しゆん間かん、わずかに早く玖式の衝しよう撃げき魔ま術じゆつが発動した。

　杖により強化された衝撃魔術が、風間の肩かたを重く打ち抜いた。

「あ、あぁ……っ！」

　倒たおれ込んだ風間が悲痛に叫さけんだ。打たれた右肩から下が力をなくし垂れ下がっている。

　脱だつ臼きゆうしたのか、肩の骨が折れたのだ。

　戦せん闘とう用の杖は、平均程度の玖式の魔術を、ここまでの威い力りよくに押し上げる。

「風間さん！」

　ちがう。こんなことするつもりはなかった。自分は警告したのに。

　風間に近寄ろうとしたレディを、玖式は腕うでをつかんでひきとめた。

「いまは、僕と来るんだ」

「玖式さん、あなたは……」

　信じられないといったレディの表情が、玖式の胸を苛さいなむ。

　たとえどんな手段を使ってでも、レディを連れていかなければいけない。そうしないと、そうしなければ璃理佳が。

　自分に言い聞かせ、玖式は強引にレディを歩かせ取引場所へと急いだ。




　森の切れ目に現れる山岳路に、一台のバンが停まっていた。

　玖式が距きよ離りを開けて立ち止まる。

　ほどなくして、バンから二人の男が降りてきた。

　どちらも、あのときレディを追ってきたのと近い雰ふん囲い気きの若者たちだった。

「璃理佳を、返してくれ」

「中にいる。だがその女が先だ」

　渋しぶ々しぶうなずいた玖式は、レディをうながした。華きや奢しやな背中がゆっくりと遠ざかる。

「レディ、ごめん……」

　言ってから、その謝罪のあまりの空くう虚きよさに自分でも滑こつ稽けいになる。

　なにをどう許せというのか。

　彼女を売りわたそうとしている、この自分を。

　けれど、こうする以外に方法がなかった。そう自分に言い聞かせた。

「謝る必要はありません」

　振ふり返ることなく、レディが言った。

「これでよかったんです。わたしは、本当はすぐにここから出ていくべきだったんです。それなのに、決断を先延ばしにしていました」

　逃のがれようのない哀かなしさにレディは縛しばられている。

　そしてレディは、それを受け入れようとしている。

「玖式さんが言ってくれたことに、甘えてしまっていたんです」

　──一緒にいるべきだと、僕は思う。

　自分がなぜ、あんなことを言ったのか。言いたかったのか。

　人外。吸きゆう血けつ鬼き。失われた家族。復ふく讐しゆう。

　否定したいからだ。修正したいからだ。

　自分の人生は、理り不ふ尽じんに襲おそいかかってきた出来事などに決定されはしないと。

　自分がそう思っていたのに。

「なにをしている。さっさと来い」

　苛立つ男の言葉に従い、レディが玖式のもとから離れていく。

　後こう悔かいが押し寄せる。引き返すことのできない断だん崖がいをレディが渡わたってしまう。

　そのときだった。

「ようやく見つけたわよ、玖式くん。もうすぐ試験が始まるのに、いったいこんなところでなにをして……」

　茂しげみから、式しき神がみを引き連れた霧生が現れた。

　霧生は見知らぬ男と、距離を開けて立つ玖式と、そこから男たちへ向かって歩いているレディを見て、目を丸くした。

「玖式、くん？　その人たちは、いったい……」

　男たちが目配せをした。その手に握られた杖が、霧生へと向けられる。

「霧生さん！」

　ためらいなく殺傷魔術が霧生へと放たれる。

　霧生に届く直前、主あるじの前に飛び出した式神の巨体が盾たてとなる。その間に玖式が詠えい唱しようした衝撃魔術が、無防備な男の横っ面つらを強したたかに殴なぐりつけた。

　予想外の威力に焦ったもう一人の男が、今度は玖式へと杖を向けた。二発目は間に合わない。覚かく悟ごし目をつむった玖式の前で、霧生が御ご符ふを投とう擲てき、男の杖に腕ごと巻き付いた。イーサが乱れ、詠唱が不発する。霧生をにらみつけた男は、そのときすでに目前に迫せまった式神の巨体に目を見開いた。

　気がつけば、二人目の男も式神の下した敷じきになって気を失っていた。

　緊張が解け、玖式は思わずひざをついた。

「ちょっと、なんなのよこれ!?」

　動どう揺ようした霧生が玖式に駆け寄る。

「……どうして、ここが？」

「どうしてもなにも、玖式くんとレディが時間になっても戻もどらないから、仕方なく麒き麟りんにイーサの痕こん跡せきを辿たどらせて探したのよ。それでようやく見つけたと思ったら……」

「主城は？」

「置いてきたわ。……あの男とふたりきりなんて、果てしなく不安だもの」

　心底いやそうに霧生は言った。

　ふと玖式は弾はじかれたように立ち上がり、男たちの車に駆け寄り飛び込んだ。

　だが、中に璃理佳の姿はなかった。

　全身から力が抜け、頭の中が真っ白になる。

　自分は脅きよう迫はく者たちにさからった。犯人は、璃理佳を無事では済まさないかもしれない。

「璃理佳が、さらわれたんだ……」

　霧生が言葉を失う。

「だ、だって、璃理佳は風か邪ぜで休んでるって……」

「それは噓うそだ。犯人から、僕にメッセージがあった。レディを学園の外へ連れ出せって」

「そんな……」

「この男たちに、引き渡すつもりだったんだ。璃理佳と、引き換かえに……」

　罵ののしられることを覚悟した。こわばって固まる霧生だったが、

「でも、璃理佳がここにいないっていうことは、最初から交こう換かんする気なんてなかったってことじゃ……」

　たしかにその通りだ。霧生が現れて、むしろ自分は助かったのだ。危あやうく脅迫者に、いいように使い捨てにされるところだった。

　現実が重くのしかかる。

　言いなりになったところで、璃理佳は戻らないという現実が。

　それならいったいどうすればいい。

「璃理佳さんを、助けましょう」

　気き丈じような声で、レディが言った。

「レディ……」

「わたしはいまでも、玖式さんを信じています」

　その言葉は玖式の全身に染み渡り、不思議な活力を与あたえた。

「玖式くん」

　霧生も玖式を見る。

　できるだろうか。

　いや、やり遂とげなければならない。今度こそは絶対に。

　自分がしたことの償つぐないのためにも、それ以外の道はない。

「璃理佳を、助け出そう」

　霧生とレディが力強くうなずいた。

「できるに決まってるわ。犯人がどこのどいつなのか知らないけれど、いまここには三百人近くのイーサ学科の生徒が集まっているのよ？　みんなの力を借りれば、きっと璃理佳を──」

『全校生徒へ緊きん急きゆうの連れん絡らくです』

　そのとき突とつ如じよとして、頭上に空中撮影のスクリーンが出現。

　同時に屋外スピーカーから戸蔵の声が響ひびいた。

『学園の資材室に保管されていた教員用の杖が盗とう難なんにあいました』

「盗難……？」

『持ち出された教員用の杖は殺傷魔術へのセイフティがかけられていない、非常に危険な杖です。すでに魔術学科の風間さんがその被ひ害がいにあい、重傷を負っています。杖を持ち出した生徒は、この二名です』

　数秒の間、そこに映しだされたものが何なのか、理解できなかった。

　玖式とレディの顔写真。

『玖式ショウ。レディ・エリフェリス。

　この二名の生徒が、杖を持ち出しています。見かけた生徒はすぐにその場を離はなれ、教員へ報告をしてください。または自己の安全を確保した上で、もし可能であれば……』

　そこで声の主がほくそ笑えむのを、玖式はたしかに感じた。

『彼らを拘こう束そくしてください』

「なんだって……」

　状じよう況きようが受け入れられなかった。

　いま試験のために集つどった各学科の生徒たちを、戸蔵がけしかけている。

　玖式はすべてを悟さとった。証しよう拠こなどなくとも確信する。

　脅迫者の正体は、戸蔵だ。

「玖式くん、どういうことなの……」

（おい、あそこ……）

　人の気配。かすかな声を聴ちよう覚かくが拾った。

　鬱うつ蒼そうとした木々の向こうに、霊れい能のう学科の生徒らしき人ひと影かげが見える。

　つい先ほどまでただの学友だった存在が一変していた。これは捕ほ食しよく者と獲え物ものの関係。湧わき起こる本能的な恐きよう怖ふに押されながら、玖式はレディの手をつかんだ。

「玖式さん……」

　恐怖に震ふるえるレディに、現実を告げなければならなかった。

「僕たちに味方はいない」

　魔ま術じゆつ学科、霊能学科、超ちよう能のう力りよく学がつ科かの同学年の全生徒、三百人超。

　いまやそのすべてが玖式たちの敵だった。
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　狼おおかみの霊体が追いすがる。

　走りながら半身だけ振り返る。唱えていた衝しよう撃げき魔ま術じゆつで迎げい撃げき。殴りつけられた霊体が転てん倒とうする。霊体はすぐに立ち上がり、即そく座ざに追つい跡せきを再開する。

　速く、なにより霊体はしぶとかった。

　実体化にはイーサを大きく消しよう耗もうするが、一度従えてしまえば、イーサの消費なく使し役えきできるのが、霊れい能のう者しやが使う霊体召しよう喚かんの大きな強みだ。

「レディ、こっち！　霧生きりゆうさんも！」

　大地から盛り上がった巨きよ木ぼくの根元に、大きな空間が広がっていた。

　そこに飛び込むと同時に、迷めい彩さい魔術を詠唱。広げたマントが周囲の植生と同化する。

　身を隠かくし、息を殺してやり過ごす。

　永遠とも思える時間の末、しだいに追っ手の気配が遠ざかっていった。

　大きく息を吐はき出し、玖く式しきは周囲を確かめながら穴倉からはい出た。

　悪い予感は的中していた。自分の実力に自信のある者、あるいは正義感の強い生徒たちに、玖式らは標的となっていた。

　まさに獲物と狩人かりゆうどの関係。戸と蔵ぐらは驚おどろくほど効果的に生徒を利用していた。

「どうするの、これじゃ璃り理り佳かを探すどころじゃ……」

「いったん森を出て校舎側へ戻ろう。それからだれか先生を見つけて、戸蔵のことを話して──」

「ずいぶんと愉ゆ快かいなことになってるじゃねえか、魔術師」

　最悪の声が、背後から響いた。

　弾かれたように振ふり返り、思わずうめく。

　制服のポケットに手を突つっ込んだまま不敵な笑えみを浮うかべた九つ十づ九らシンが、

　学園最強の念動力者がそこにいた。

「こんなときに……」

　周囲を警けい戒かいする。だが彼が所属しているはずの班の他ほかのメンバーは見当たらない。おそらく単独で班から離り脱だつしてきたのだ。九十九にとってはほかの生徒など、足手まといとしか考えていないのかもしれない。

「あまりの自信のなさに、校則違い反はんの道具頼だよりか？　とんだ腑ふ抜ぬけ野や郎ろうだな」

「頼たのむ、僕らを行かせてくれ」

「なんだと？」

「この子を狙ねらっているやつがいる。あの講師として来た戸蔵だ。これはあいつに仕組まれたことなんだ」

「ハッ！　そんな見え透すいた作り話で逃にがすと思ってんのか？」

　まったく信じていない。いや、たとえ事実だと理解したところで、この男は態度を変えはしない。好戦的にぎらつく目を見れば嫌いやでも思い知らされる。

　力ずくで退けるほかない。

「レディはさっきのところに隠れていて。霧生さん、レディをお願い」

「で、でも……！」

　反論しかけた霧生を手で制した。たしかに超能力者相手に霧生がいれば有利に戦える。だが九十九の狙いは自分だ。自分が残れば、レディを逃にがせられる。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに片付ける」

　霧生は消極的にうなずいた。レディを連れて離れていく。

　その気配を背に、玖式は杖つえを構えた。

「すぐに、か。ずいぶんと強気な発言だな。俺をナメてるのか？」

「だったらなんだ」

　慣れない挑ちよう発はつを返し、意識を集中する。

「見せてもらうぞ、魔術師」

　九十九の身体からだが一気に何倍にもなったように感じた瞬しゆん間かん、周囲の木々や石が、ぜん動をはじめた。小石から半ば土にめりこんでいた岩までが、重力に逆らい浮ふ遊ゆうする。

　不安を頭から締しめ出し、玖式はスペルを唱えた。




　巨大な石の塊かたまりが重力を無視し飛来する。

　ぎりぎりで回かい避ひ。小さな破は片へんが頰ほおをかすめる。

　呼吸が苦しい。足場の悪さも手伝い、確実に体力を奪うばわれているのはわかっていたが、どうしようもない。完全に防戦一方だった。

　これが超ちよう一級の念動力者サイキツク。

　あまたある超能力のなかでも、非常に攻こう撃げき的な力。なにより九十九の能力の特とく徴ちようは──

「どうした魔術師、この程度かよ！」

　危険を感じて飛びのく。

　直後、玖式が立っていた地面がめくれ上がった。

　つづけざまに避よけた先の地面が陥かん没ぼつする。

　まともに移動することもままならない。体勢を崩くずしながらも玖式はなんとか木々の合間に逃げ込んだ。

　これが学園最強の念動力者の真骨頂。九十九のサイコキネシスの影えい響きよう対象は、独立した物体に限らない。地面や液体、建築構造物など、生物以外のあらゆる物体を移動し、変形させることができる。

　飛んできた腐くさった太い枝が玖式の頭をかすめた。こめかみが切れ血が飛び散る。

　気が付けば森の端はし、学園の敷しき地ち側ぎりぎりまで追いつめられていた。その証拠に高々とそびえ立つ時計台が見えた。その根元を背にする。

「あのときは運よく救われたな」

　九十九の言葉がなにを指しているか、閃ひらめくように思い至る。

　あの街中で起きた不可思議な現象。宙に浮いたフェンス。動いた無人の車。

　超能力──サイコキネシスによるものだったと考えれば、すべて納なつ得とくがいく。

「まさか、おまえが……？」

「いったいなにを驚いてる？　尾つけられて気づかないマヌケなてめえにか？」

　九十九が言っていることに、玖式は戦せん慄りつする。

「学外で無許可に力を使うなんて、どうかしてる。ばれたら退学どころじゃすまないぞ」

「どうかしてる？　それはおまえらのことじゃないのか？　人外を囲っておいて」

「！」

　レディのこと、気づいている。

「理解したか？　俺が化け物の正体を暴あばいてやったんだぜ」

「なんだって……？」

「気づけてよかったじゃねーか。あんな怪かい物ぶつに近くにいられたら、おまえもそのうちくびり殺されてたんじゃないか？　人外は人間が駆く除じよしないとなぁ」

　腹の底から冷たい熱が湧わき上がる。

「だまれ」

「ハッ、力ずくでやってみろよ！」

　意識を集中させた。平行して杖を振るう。

『煙えん幕まく』の魔術。難易度の低い基き礎そ的な魔術だ。

　二人の間の空間が濃こい煙けむりでさえぎられる。九十九は鼻で笑っているだろう。

　視界がふさがれた状態なら、人はどうするか。それを読んだ上で、玖式はイーサを集中した。それに杖とスペルは必要ない。

　玖式は九十九の横から回りこむように接近する。

　邪じや魔まな木々を払はらいのけ、枝を踏ふみ割って煙のなかを進む。移動音が静せい寂じやくの森のなかに響ひびく。この視界の悪さでは、玖式の方も突とつ然ぜん石せつ塊かいが飛来してきてもまず避けられない。

　煙のなかでゆらめく影かげをとらえた。

　玖式は杖を握にぎり締め、一気に肉にく薄はく。平行して紡つむぐのは、『雷らい杖じよう』の魔術。

「馬ば鹿かが！」

　振り向いた凶きよう暴ぼうな笑みの九十九が、石せき礫れきの散さん弾だんを放った。

　石礫は地面をえぐり木の幹を削けずり取る。九十九の表情が固まる。

　玖式は九十九の、背後にいた。

「僕はこっちだ」

　九十九の首元に、玖式の杖が突きつけられていた。その先せん端たんには小さな、けれど危険な電光がほとばしっている。

　九十九の手元で浮遊していた石の塊が、一いつ斉せいに地面へと落ちた。

「──てめえ、なんなんだ一体」
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「僕は、ただの平へい凡ぼんな魔術師だ」

「ざけんな。俺の耳になにしやがった？」

「音がべつの方向から聞こえただろ。そういうことだよ」

　濁にごした言い方をしたが、九十九はピンときたらしく、また舌打ちした。

「もう僕たちを追うな。それなら──」

　玖式を中心に、結界が発生した。

　御ご符ふを頂点とした多角形の膜まくが、玖式の全周囲を覆おおっていた。

　九十九が距きよ離りをとる。周囲を警戒。茂しげみが揺ゆれ、御符をたずさえた数人の男子生徒が姿を現した。霊能学科の制服。

「成功だ」

「ああ！　上う手まくやれたな」

　興奮した様子で、結界の中に閉とざされた玖式を観察する。全身が重く力が入らない。玖式はようやく、自分になにが起こったかを理解した。

「攻こう性せいの結界……」

　遥はるか昔、妖よう怪かいを封ふうじるために編み出された高位の霊能力。生徒が一人で展開できるものではなく、複数の霊能者が協力して念じることで構築できる、強力な結界だ。

　このなかではイーサ能力は使えず、身動きもとれない。

　迂う闊かつだった。九十九との戦いに気を取られて、周囲を警戒できなかった。

　霊能学科の生徒のひとりが、九十九に親しげに歩み寄る。

「ありがとう。きみのおかげで無事捕つかまえることが──」

　九十九はその生徒に一いち瞥べつすら与あたえなかった。

「邪魔なんだよ、雑ざ魚こが」

　生徒の足元が、一気に隆りゆう起きした。

　直下からの衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされる。抗あらがいようもなく空中から地面へとしたたかに叩たたきつけられた。うろたえる残りの生徒たちの四方から無数の石礫が浮き上がり、弾だん丸がんのごとき速度で打ち抜ぬいた。

　全員が苦く悶もんの声とともに、その場にくずおれる。

「九十九、おまえ……」

「はっ！　いいザマだなぁイカサマ野郎。だが、まだ終わりじゃねえぜ？」

　九十九は視線の上方。間近にそびえ立つ巨大な時計台の方へと手を伸のばした。

「なにを……」

　玖式は結界のなかでなんとか振ふり返り、天をあおぐ。

　巨大な時計台がみしみしと音を立て揺れている。レンガの粉がぱらぱらと落ちてきていた。それを見た瞬間、玖式は戦慄する。

　レンガ造りの巨大な時計台に、一筋の亀き裂れつが走った。

「時計台が……」

　全身から血の気が引く。あれで玖式を押し潰つぶすつもりなのか。

　あんな大質量の建造物に外部から干かん渉しようできる念動力は、並なみ大たい抵ていのものではない。

　飛来した御符が、九十九の腕うでにまきついた。

　超ちよう能のう力りよくの発生を封じられ、九十九が後退する。

「玖式くん！」

　両手に御符を構え、血相を変えた霧生が叫さけんでいた。後ろにレディもいる。

　隠かくれていろと言ったのに。だが、今回は助けられた。

「ちっ、ここまでか……」

　九十九が霧生に向かって、降参を示すように両手を上げる。

　ひとまず安あん堵どした玖式のそばへ、拳こぶし大のレンガの破片が落下した。

「な、なんですか!?」

　レディの叫びに最悪の予感を抱いだきながら、玖式は振り返って見上げる。

　九十九の干渉が止やんでもなお、時計台は耳障ざわりな悲鳴を上げながら軋きしみ続けていた。

　気づいた霧生も切せつ迫ぱくした声を上げる。

「ちょっと、なんとかしなさいよ！　あんたがやったことでしょ!?」

「ハハ、そいつはできない相談だな……！」

　九十九はさも愉ゆ快かいそうに、これみよがしに腕にまきついた御符を見せ付けた。

　この結界と同様、効力が切れるまで九十九は超能力を使えない。

「侵しん入にゆう者を返り討うちにしたときみたいに、てめえがなんとかしてみせろよ。じゃあな」

　九十九はためらいなく、むしろ嬉き々きとして崩ほう壊かいの迫せまる現場を去っていった。

　まだ結界の効果で、玖式の全身は大地に縛しばり付けられている。

　そびえ立つ時計台は多数の欠片かけらをこぼれ落としながら、ゆっくりと傾かたむき始めていた。

「時計台が、ここに倒たおれてくる」
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　落下してくる破は片へんの量がどんどん増している。

　結界はいまだ解けない。術者が意識を失っても効力を維い持じできるのは、霊能力だけの特性だ。いわゆる呪のろいやいわくつきの場所というのは、非常に強力な霊能力によりイーサが定着することで起きるとされている。

　生徒の結界にそこまでの効力はないはずだ。十数分で消えると考えられる。

　だがその前に間ま違ちがいなく、時計台はこの頭上へと崩れ落ちる。

「ど、どうしたらいいのよ……！」

　もしあれが落下してきたとして、あれだけの大質量を防ぐことができるか？

　自分には到とう底てい無理だ。璃理佳にだってできるかどうか。

　だがここにいれば、凄すさまじい量の瓦が礫れきの下した敷じきになる以外の道はない。

　とれる選せん択たく肢しは、もうひとつしかなかった。

「行ってくれ」

　玖式は静かに言った。

　意味がわからず、霧生たちが呆ぼう然ぜんとする。

「玖式くん……？」

「霧生さん、助けてくれてありがとう。でもみんなが巻き込まれたら、意味がない」

「だ、だめです！　そんなこと絶対にできません」

「レディ……」

　悲鳴を上げて霧生が飛びのいた。ひときわ大きな破片が地面に激げき突とつし、地面をえぐって凄まじい速度でバウンドする。全員の背筋が凍こおりつく。

　もう限界だ。

「早く行け！」

「いや……玖式さん！」

　青ざめ判断力を失っている霧生と、涙なみだ声ごえで訴うつたえるレディ。もう猶ゆう予よがない。

　そのとき、もう一人の仲間の声がした。

「霧生！　玖式！」

　血相を変えた主しゆ城じようが、九十九の逃にげた方から現れていた。崩ほう落らくとともに傾きはじめた時計台と、その真下で結界によって縛り付けられた玖式を見て、言葉を失なくす。

　だが主城の顔に浮うかんだのは、混乱でも絶望でもなかった。

「ＦＡＬ、航空支し援えん要よう請せい」

　耳元のインカムをおさえ、落ち着いた調子でささやく。

「コードＡ─０２１、入力。セカンダリーアドミニストレイター権限によりＭＩＬパワーリミット、リリース」

「主城、なにを……」

　主城の顔には、きわどい笑えみが宿っている。

「呼んでおいて正解だったな。いちかばちか、やってみるさ」

　どこからか、よく聞き知った音が響いた。

　気づいた玖式たちが、一様に空を見上げる。

「なんだ……？」

　空が鳴動していた。腹の底が震ふるえる、不安をかきたてる音。

「マスターアームオン。ＡＧＧアプローチ、ＡＡＭ─６だ。絶対に落とすなよ。正確に撃うち抜け」

『お任せがってん！』

　ＡＩであるＦＡＬの人工音声は主城にしか聞こえていない。

　レンガが塊かたまりのまま雨あめ霰あられのように降り注ぐ。レディたちの悲鳴が交こう錯さくする。だが主城は動じない。

　どんどん大きくなるその音は、だれしも聞いたことがある。

　主城の言葉を思い出した。

　──オレの家ってこういういろんな機械作るメーカーやってんだよ。

　──うるさいだまれ。飛行場で永遠に大人しくしてろ。

　ついに。

　亀裂が時計台を切断した。

　その瞬しゆん間かんを、だれもがその目で見ていた。

　巨きよ大だいな瓦礫が宙に浮く。同時に飛来する轟ごう音おん。

　とっさに耳を塞ふさぐ。それでも防ぎきれない、それが音だということがわからなくなるほどのすさまじい振しん動どうが、上空から迫る。

　爆ばく音おんが頂点に達したとき、主城が吼ほえた。

「吹き飛ばせ!!」

　電子回路と炸さく薬やくを積んだ世界一精密な槍やりが、白き尾おを引いて時計台の先せん端たんを貫つらぬいた。

　すさまじい轟音と暴風と振動。あまりの衝撃に身動きすら取れない。

　頭上から大量の粉ふん塵じんが降り注ぐ。それが続く間は生きた心地ここちがしなかった。

　だが、それだけだ。

　十数秒が経たち、落下すべき瓦礫はあとかたもなかった。四方へと砕くだけ散っている。

　玖式も含ふくめ、まだだれもが声も出せずに固まるなか、風になびかれながら主城だけが堂々と空を見上げていた。

「Mk─IVステルス電子戦せん闘とう機。あれが、ＦＡＬの本体だ」

　戦闘機の残ざん響きようが、遠ざかる。

　王の力。

　数多あまたの兵器を統すべるこの少年の本質を、玖式はそう直感していた。

　玖式の全身に力が戻もどっていた。結界の効力が切れたのだ。

　ゆっくりと立ち上がり、大きく息を吐はいている主城へと歩み寄った。

「璃理佳が主城を誘さそった理由が、わかったよ……」

「やめてくれ。オレはああいう機械が嫌きらいなんだよ」

　主城が苦笑いを浮かべた。

　この世界を支配しているのは、魔ま術じゆつと霊れい能のう力りよくと超能力と、なにより科学だ。さしずめ、主城は科学使いの代表なのかもしれなかった。

　主城がいなければ助からなかった。

　だからこそ、それは避さけようのないことだった。

　これだけの事態が起これば、自分たちの居場所を隠すことは不可能だった。

「追い詰つめたぞ、おまえら」

　その場に集結した生徒たちに完全に包囲されていた。

　魔術師、霊能者、超能力者。

　さきほどの比ではない。十人、十五人、いやもっとだ。全員が杖つえや御ご符ふ、そしてその視線を玖式とレディに向けている。

　玖式は自分たちが追われる立場であったことを嚙かみ締しめていた。

　だれもが崩落した時計台の無残な姿に息をのんでいたが、それすらここにいる玖式たちの仕し業わざと考えたかもしれない。

　驚おどろきと戸と惑まどいのなかにある、警けい戒かいと敵意の視線。

　杖を持つ手が震えた。これを彼らに向けることは、できなかった。

「待っ──」

　全方位から衝しよう撃げき魔術、投とう擲てき御符が浴びせられ、玖式の意識はそこで途と切ぎれた。
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　振動で目が覚めた。

　レディは身じろぎしようとしたが、手の自由がきかない。後ろ手に縛られていた。

　狭せまい。揺ゆれている。聞こえる走行音から、車の中だと気づく。

　窓はなく、運転席側とは仕切られており、格子越ごしにわずかなスペースでつながっているだけだった。

　そこから覗のぞくに、前にいるのは二人の見知らぬ男たちだった。さきほどの取引場所に現れた男たちと似た雰ふん囲い気きを感じる。

　レディは自分たちに起きたことを思い出す。最後に見たのは、多数の衝撃魔術を食らい倒れる玖式の姿だ。彼の名を叫さけんだ直後、同様にレディも全身に鋭するどい痛みを受けそこで記き憶おくはぶっつりと途切れている。

　おそらく、そのあとこの男たちの手に渡わたり運び出されたのだろう。

　それなら、玖式たちはどうなったのか。無事なのだろうか。

「おい、気づいたみたいだぜ。どうする？」

　助手席側の男が振ふり返って言った。好こう奇きの視線にレディは震える。

「ほっとけ。どうせなにもできねえよ」

　せせら笑いが聞こえる。悔くやしいがその通りだった。

　自分にはたしかに人間を越こえた力が宿っている。だがそれを自分の意のままに制せい御ぎよする術すべをレディはまだ身につけていない。

　このまま身を任せる以外にできることはない。

「なんだ、あいつ」

　ふと運転席の男が言った。

　車の進路上に、ひとつの人ひと影かげが見えた。

　バンは直進を続け、近づいていく。だが人影はいっこうに動こうとしない。

「だれだ？　まさか学園の教師が……」

「構わねえよ。いいからひき殺しちまえ」

　バンはさらに接近する。しだいに姿形がはっきりと見えてくる。長身の男。黒い出いで立ち。麗うるわしく長い髪かみ。

　レディの身体からだが総毛立つ。呼吸ができないほどの悪お寒かん。

　彼を知っている。あれは、

　男が顔を上げた。青白い相そう貌ぼうと、金色の──

　あれは人間ではない。

「逃げてぇ!!」

　レディの割れた悲鳴。

　直後、すさまじい衝撃とともに車が垂直に吹ふき飛んだ。
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　玖式が目を覚ますと、魔術書の並んだ本ほん棚だなが目に入った。

　強い既き視し感かん。ここは、見知った班室のなかだ。床ゆかに倒たおれたまま動こうとするが、腕うでも足も自由がきかない。プラスチックの手て■（じよう）に玖式の手足は縛しばられていた。

　人の気配に首だけで振り返った。

「やあ、お目覚めかな」

　その声に、心臓の鼓こ動どうが跳はね上がる。

　そこに立つ男は以前見た格好に加え、魔術師のマントを羽織っていた。その手で高級そうな杖をもてあそんでいる。

「ここは良い場所だな。教員が足を運ぶことは少なく、いまは試験中で生徒はだれもいない。浅あさ知ぢ恵えの生徒が逃げ込むには相応ふさわしいところだと思わないか？」

「戸蔵……」

　戸蔵は平へい穏おんな、しかし人間味の感じられない双そう眸ぼうで玖式を見下ろしている。

　ぎりっ、と歯を食いしばった。

　最初にレディを連れ出すよう誘ゆう導どうされたときに怪あやしむべきだった。まさかここまで強引な手段でレディを奪うばおうとするなんて。

「みんなを、どうした……」

「無関係な生徒には、べつの部屋で大人しくしてもらってるよ。後ほど彼らには困った勘かん違ちがいを訂てい正せいさせる必要があるようだが」

　理解した瞬間、視界が暗くなった。

　霧生たちも捕つかまったのだ。

　自分を助けてくれる味方は、今度こそいない。

「だが、あの人外娘むすめだけは先に運ばさせてもらった。とっくに手の届かない場所だよ」

　絶望の宣告が、玖式から最後の力を奪いとる。

　レディ。こんなことで。

　そもそも自分が、脅おどしに屈くつしてあんな身勝手な行動に出さえしなければ。

　最初からみんなと協力していれば、あるいは。

「どうして、レディを」

「勘違いしないで欲しいんだが、私は人外を駆く逐ちくするしか頭にない古い人間ではないよ。そういう賢かしこい連中は他ほかにもいてね。人外の力はビジネスに利用できる」

「ビジネス……？」

「ああ。そのために彼女を欲ほしがっている人間がいる。私は彼らに協力しているに過ぎない、ただの善良な一いつ般ぱん市民だ」

　あまりの不ふ遜そんさに、言葉が出ない。

「もっとも、きみが最初の受け渡しを上手くこなせば、こんな面めん倒どうなことにはならなかったんだが」

「……璃理佳はいなかった。取引する気なんて、あんたらにはなかったんだ」

「これはひどい言われようだな。せっかく、その彼女を連れてきたというのに」

「え……？」

　戸蔵の視線につられ、首をひねって部屋の反対側を見る。

「璃理佳！」

　腕を頭の上で縛られ、壁かべに括くくり付けられた璃理佳がそこにいた。

　眠ねむらされているのか、反応がない。

　戸蔵が歩み寄り、璃理佳の頰ほおを乱暴に叩たたいた。重たげな璃理佳のまぶたが、かすかに開かれる。

「…………ショウ……」

「ここですこしゲームをしようか、玖式君」

　戸蔵が短く呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

　杖に光が集まり、硬こう質しつな鉱物の結けつ晶しようが杖を覆おおって形成された。鋭く尖とがった結晶の先端は、刃やいばの切っ先となんら変わらない。

　戸蔵は横たわる玖式に近づき、その切っ先で玖式の手錠だけを切り裂さいた。

「なにを……」

　手だけ拘こう束そくを解かれるも、意味がわからず玖式は戸蔵を警戒する。

　乾かわいた音を立て、玖式の目の前に一本の杖が転がった。あの黒くろ塗ぬりの教員用の杖。

「さて、私はこれから彼女を傷つける」

　ごく平へい坦たんに、戸蔵はそう言った。

　何のためらいもなく、結晶化させた杖を璃理佳へと振り下ろした。

　苦く悶もんの悲鳴が耳を刺さす。

　スカートが斜ななめに切り裂かれ、その下の白い肌はだに朱しゆの線が刻まれる。

「璃理佳！」

　つかみかかろうともがくが、足を縛られた状態では無様に倒れ込むだけだった。

　切っ先から璃理佳の血をしたたらせ、戸蔵は平然と言った。

「止めたければ、その軍用杖で自分の頭を打ち抜ぬきたまえ」

　絶句する。

　全身が金かな縛しばりにあったように固まる。

「さあどうした？　やらないのか？　では」

　璃理佳の苦悶の叫び。

　布が切り裂かれ柔やわ肌はだがあらわになる。そこに刻まれる朱の線。

　致ち命めい傷しようにならない程度の、しかし確実に苦痛を与あたえるための傷。

「や、やめろ……」

「どうしたんだ？　まさか友達が痛がる姿が見たいのか？　おお、なんとおそろしい子だろうか」

　こんな人間が存在するなんて。

　こんな悪意の塊かたまりのような男が。

「さあ！　きみが迷うほど彼女は傷つくぞ。どうする!?」

　戸蔵が哄こう笑しようしながら杖を振るう。璃理佳の服が無む惨ざんに切り裂かれる。血のしずくが杖先から飛び散る。戸蔵は手を止めない。

「やめろやめてくれ！　やめろ!!」

　無我夢中で杖をつかみ、自分のこめかみに押し当てた。

　戸蔵が止まり、ゆっくりと玖式を振り返る。その顔に張り付く狂きよう喜きの笑えみ。

「重大な過あやまちを犯おかし、追い詰つめられた生徒が自分を責めて自殺。正義の判断だな。すばらしい。さあ、見ていてあげるよ」

　手が震ふるえる。
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　こうするしかない。こうしないと璃理佳が。

　歯の根が嚙かみ合わない口で、呪文を呟つぶやく。

　璃理佳、ごめん。

　最後にもう一度だけ、もう一言だけでも──

　目が合った瞬しゆん間かん、玖式は呆ぼう然ぜんと固まった。

　静かな、だが不ふ屈くつさを秘めた瞳ひとみが、玖式の行こう為いを非難するように向けられていた。

　玖式が手を下ろす。戸蔵が眉まゆをひそめた。

　璃理佳はまだ、諦あきらめてなどいない。

　その璃理佳の視線が、一瞬意味ありげに動いた。玖式の持つ杖つえを指す。

　これを自分に渡せというのか。

　だが戸蔵がいる前で、どうやって？

「なんだ。やはり怖おじ気けづいたのか？　まったく、最近の子供は意気地がない」

　血ち眼まなこで手段を探していた玖式が、班室のなかのあるものに気づいた。

　部屋のすみに放置されたモルモットのカゴ。そのうちの一つに、璃理佳が魔改造した、羽が生え牙きばが巨きよ大だい化したあのキメラヘビがいた。

　賭かけに近い無む謀ぼうな考えが玖式の頭をよぎる。

　やれるだろうか。

　チャンスは一度しかない。

　玖式は腕だけではいずり、戸蔵の足元へ近づいた。

　必死に腕を伸のばし、その足首をつかむ。必死に演じろと自分に言い聞かせる。

「お願いです。やめてください……」

　玖式は足にしがみつき、身体の位置を変える。戸蔵は汚お物ぶつを見るように顔をしかめた。

「離はなれろ」

　蹴けり飛ばされ壁に激げき突とつ。カゴや魔ま術じゆつ書しよが崩くずれ落ちやかましい音を立て散乱する。鈍にぶい痛みに息がつまり、激しくせきこむ。

「見苦しい。潔いさぎよく決断できないものか」

　騒さわがしく鳴くネズミのカゴに囲まれながらうずくまる玖式に、戸蔵が近づく。

　後ろ手で必死に探さぐる。

「では、私がやるしかないようだな」

　見下ろした戸蔵が、結けつ晶しよう杖づえを玖式に向けた。

　玖式の手のひらが鱗うろこの感かん触しよくを探り当てた。太い胴どう体たいをつかむ。

「さようなら。悲しい運命を背負った玖式ショウ君」

　玖式はつかんだヘビを戸蔵の顔に投げつけた。

　喉のどを鳴らした鋭するどい牙のヘビが、かざされた戸蔵の腕にかみついた。

「っ！」

　戸蔵がたたらを踏ふむ。同時、縛られた璃理佳の手に向け軍用杖を投げる。

　緩ゆるやかな弧こを描えがき、普ふ段だんの研修用の杖とは比ひ較かくにならない戦せん闘とう用の杖が、学園最強の魔術師の手中におさまる。

「このガキ……！」

　戸蔵が結晶杖を振ふり上げた。玖式はとっさに背中を向け璃理佳をかばう。

　切っ先が振り下ろされる直前、班室のあちこちに置かれていた杖が飛来した。

　目の前を鋭く横切った杖に戸蔵がよろける。

　縛られた体勢のまま杖を握にぎった璃理佳が、呪文を詠唱。

　一瞬で璃理佳と玖式の拘束が切り裂かれた。

「いまのうちだ、璃理佳！」

　璃理佳の手を引いて班室を飛び出す。玖式が煙えん幕まくの魔術を詠唱。璃理佳が振り向きざま浮ふ遊ゆうする杖で衝しよう撃げき魔術を放ち、戸蔵の追つい跡せきを押さえつける。

　無我夢中で走った。

　古びた別べつ棟むねの廊ろう下かを抜け、めまぐるしく階段を駆かけ下りる。途と中ちゆうの踊おどり場で、がくんと璃理佳の足から力が抜けた。手をつきへたり込んだ璃理佳を慌あわてて振り返る。

「璃理佳！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……平気。そんなに、深い傷じゃない」

　璃理佳の姿は痛々しかった。口で言うほど軽傷でないことは明らかだ。だがいまは無理をしてでも逃にげるほかない。

「それより、ショウ……」

「なに？」

「見ないで」

「？　どうして」

　璃理佳は服が裂けた胸むな元もとを手で隠かくし、玖式をじろりとにらむ。

「えっち」

　脳天をこれまでとはちがう衝撃が突つき上げる。

「!?　そ、こ、こんなときにそんなこと言ってる場合じゃ！　いやべつに、もちろんそりゃ見ないけど、ただ傷が気になるからであって、その」

　無様にあたふたする玖式に、璃理佳がわずかに微笑ほほえんだような気がした。

　気き丈じような笑みだ。その手を引いて立ち上がらせながら、内心安あん堵どする。

　再び駆け出し、勢いのまま屋舎の外へと飛び出す。

　目の前に白いかたまりが飛び出してきた。

　璃理佳をかばって衝撃魔術を唱えかけたところで、ファンで飛行するその機械を認にん識しきした。あのとき屋上で見たＦＡＬの偵てい察さつ機だ。

「玖式！」

　声に振り返る。そこに主城と霧生の姿を見た瞬間、不安が一気に消し飛んだ。

　お互たがいに駆け寄る。見たところ二人とも無事のようだった。

「主城、霧生さん。よかった……」

『ボクもいるよ！』

　ＵＦＯもどきから声がした。どうやら制せい御ぎよしているのはＦＡＬのようだ。

「璃理佳……」

　璃理佳の姿を見た霧生が、口元をおさえて駆け寄る。動どう揺ようする霧生を抱だきとめ、璃理佳は大丈夫だと落ち着いた声で言い聞かせていた。

「オレたちも知らない男に捕つかまってた。けど隙すきを見て、霧生の式しき神がみを使って逃げ出したんだ。男は向こうでのびてる」

　胸をなでおろす。みんな無事に切り抜ぬけられた。

　それなのに、レディだけが。

「レディが、連れ去られたんだ……」

　苦しげにつぶやく玖式を前に、主城と霧生が顔を見合わせた。

「玖式、聞いてくれ。ＦＡＬがこの偵察機でレディを見つけてきた。すぐ近くだ」

「え……？」

『五分前の記録だよ。案内する？』

　一も二もなくうなずく。玖式たちは先導して飛び始めたＦＡＬのあとを追った。




　岩いわ肌はだがむきだしの斜しや面めんに囲まれた一帯に、細い渓けい流りゆうが流れている。

　ＦＡＬに導かれ、玖式たちは裏山のふもとへと辿たどり着いた。渓流のそば、岩が折り重なったところのくぼみに、小さく丸まった背中が見えた。

「レディ！」

　びくりと震えた背中が、こわごわと振り返る。

「玖式さん……？」

　レディは全身泥どろだらけで髪かみも頰ほおもひどく汚よごれていた。見たところ大きな怪け我がはしていないようだったが、その顔は青ざめている。

「平気？　いったいなにがあったの？」

「あ、あの……」

　どこかおかしかった。まるで会えたことを恐おそれているかのように。

　手には千切れたプラスチックの手て■（じよう）。

　レディも拘こう束そくされていたのだ。自力で脱だつ出しゆつしてきたのだろうか？

「まさか、こんなところに逃げ隠れていたとはな」

　底冷えする声に振り返る。

　マントをなびかせ、悠ゆう々ゆうと追いついた戸蔵がそこにいた。

「しまった……」

　そのときようやく、自分たちが泳がされたことに玖式は気づいた。

　戸蔵は追いつけなかったのではない。自分たちを遠巻きに捕ほ捉そくしていたのだ。そしてＦＡＬに従い移動しはじめた玖式たちを見て、後を尾つけてきたのだろう。

　逃げられない。逃のがすはずがない。

「もう思い通りにはさせない」

　だが璃理佳は戸蔵へと向き直り、杖つえを構えた。

　満まん身しん創そう痍いながら、璃理佳は気力を失っていなかった。

　霧生も御ご符ふをたずさえて叫さけぶ。主城の頭上へと偵察機が旋せん回かいする。

「そうよ。いい加減、観念しなさい！」

「こいつのテイザー、食らうと死ぬほど痛いぞ」

　皆みんなが口々に言った。

　いまほど、仲間の心強さを感じたことはない。

　そうだ。自分たちが力を合わせさえすれば、怖こわいものなど。

「まったく……。なにか、思い違ちがいをしているようだな」

　戸蔵はうつむき、肩かたを揺ゆらしている。

「私をただの悪あく趣しゆ味みなだけの大人だとでも思っているのか？」

　ぞわり、と玖式の背中があわ立つ。

「魔術師を侮あなどるなよ」

　殺気に圧あつ倒とうされ、全員が最速の一手を繰くり出す。

　玖式が衝撃魔術を、璃理佳が爆ばく発はつ魔術を詠えい唱しよう。

　霧生が御符を投とう擲てき。

　主城が偵察機のテイザーを発射させる。

　目前で光が弾はじけ、炎ほのおが膨ふくれ上がった。

　だがその直前、戸蔵の前方に鋼鉄の壁かべが形成された。魔術と霊能力、電気銃じゆうの攻こう撃げきは壁に阻はばまれていた。

　防ぼう壁へきは熱と衝撃でわずかにひしゃげたものの、それだけだ。

「まさに教科書通りだな。では、こんなものは見たことがあるかな？」

　防壁の上に複数の魔ま方ほう陣じんが浮うかび上がった。

「！　避よけろ!!」

　魔方陣から機き関かん銃じゆうのごとく衝撃魔術が発射された。

　とっさに璃理佳が防壁魔術を展開。だが構築が不完全だった。イーサにより生成された疑ぎ似じ物質が強固に定着する前に打ち砕くだかれ、光の粒りゆう子しとなって霧む散さんする。

　防壁でも殺し切れなかった衝撃に殴なぐりつけられ弾はじき飛ばされた玖式は、激痛にもまれながら地面にはいつくばる。

　璃理佳、霧生、主城、全員が倒たおれ伏ふしていた。

「──ひとつ教えておこう。魔術にしろ霊能力にしろ、おまえたちが学んでいることは基き礎そだ。実戦で学園で習う程度の魔術が使われると思うか？」

　どこかでまだ侮っていたことを、玖式は痛つう烈れつに悔くいていた。

　桁けた違ちがいだ。

　これが、国家資格持ちの魔術師の実力。

　未熟な自分たちと、大人の差。

　戸蔵は立ち上がれないでいる玖式に歩み寄り、頭に杖を突きつけた。

「じゃあな、ガキども」

　その瞬しゆん間かん、空から巨きよ大だいな物体が墜つい落らくした。

「なに……!?」

　真横に落ちた衝撃に大地が揺れた。盛せい大だいに巻き上がった土つち塊くれが、ぱらぱらと舞まい落ちる。

　地面に半ばめり込んだそれは、見たところただの金属の塊かたまりだった。鈍にび色いろのフレームがあらぬ方向に曲がりねじ切られ、こびりついたガラスが車両の痕こん跡せきを残している。

　なんとか身を起こした璃理佳たちも、そのあまりの光景に固まっていた。




「──警告をしたはずだが」




　人の声ともつかぬ不気味な響ひびきが、空気を震ふるわした。
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　いったいいつ、どうやってその場に現れたのか。長い影かげが、冗じよう談だんのように立っている。

　漆しつ黒こくの麗うるわしい長ちよう髪はつ、青白い肌はだ、黄金の瞳ひとみ。

　偶ぐう像ぞうめいたその美び貌ぼうに、畏い怖ふさえ感じる。

「シュルヴェルト……」

　レディが絶望的な声でつぶやいた。

「なんだ……お前は？」

　その正体不明の圧あつ迫ぱく感かんに押された戸蔵が、杖をすばやく男へと向けた。

　シュルヴェルトと呼ばれた男は応答する様子もなくたたずんでいる。戸蔵の杖の先せん端たんに攻こう性せい魔術の光が灯ともる。

「愚おろかしい、人の子よ」

　宣告が置き去りにされた。

　その場にいた全員がシュルヴェルトの姿を見失い、

　戸蔵の腕うでが宙を舞った。

　気づくと、まったく別の場所にシュルヴェルトが立っていた。なにが起きたのかすら、玖式たちには判別できない。

　優ゆう雅がにそろえた指先から、血がしたたり落ちる。

　直後、戸蔵の肩かた口ぐちから一気に血が噴ふん出しゆつした。

「があああっ……！」

　片腕を失った戸蔵が絶ぜつ叫きようし、もだえ苦しむ。その場の全員が息すら忘れる。

　それでも戸蔵は耐たえ切り、腰こしから予備の杖を抜いた。棒立ちのままのシュルヴェルトをにらみ、長い呪じゆ文もんを詠唱。杖先に赤い光が灯る。

「ッ……死ねェ！」

　戸蔵の杖から、超ちよう高熱の熱線が放射された。

　宙を薙ないだ熱線がでたらめに木々を焼き払はらった。周囲の木々に引火。一気に炎が燃え広がる。だがそれがシュルヴェルトを捉とらえることはなかった。

　シュルヴェルトの指先が杖の先端をつまみ、空へと向けていた。

　間近の幽ゆう鬼きめいた相そう貌ぼうに、戸蔵の顔が絶望に染まる。

　重々しい衝しよう撃げき音がとどろく。

　戸蔵の身体からだに大穴が開いていた。

　ずるりと無造作に腕を引き抜いたシュルヴェルトは、仰あお向むけに倒れる戸蔵の方をすでに見てもいなかった。

　燃え盛さかる炎で照らされたうす暗い森。玖式たちの前に、闇やみがあった。

　凍こごえた心臓が大きく脈打つ。

　目の前で起きていることが、受け入れられない。

　人間とは根本的にかけ離はなれた存在。

　目の前にいるこれが、長い歴史上、魔術師の、人類の天敵であり続けたもの。

　本物の吸きゆう血けつ鬼きだ。

「レディ・エリフェリス。我とともに戻もどれ」

「……いいえ。戻りません」

　レディは声の震えを必死に押し殺している。

「わたしは目的のために、あの村を出ました。それを果たすまでは、絶対に戻りません」

「十五年、村から一歩も出ずに育ったおまえが、この混迷の人の里に下り、いったいなにができるというのだ？」

「意志があれば。必ずできます」

「ディストリアのことは、放ほうっておけ。あの男は異い端たんだ。我らとも人間とも相あい容いれない」

　レディは唇くちびるをかみ締しめて耐えていた。

「わたしの、弟です」

　シュルヴェルトは長い息をついた。

　その眼光が、レディの隣となりに立つ璃理佳へと向けられる。

「人は可能性に呪のろわれている。おまえのような存在など、利用するための駒こまとしか見ないだろう。丁度、その人の子のように」

　璃理佳が、迷いなく杖を構えた。

　まるで、この状じよう況きようを待ち望んでいたかのように。

「璃理佳さん、やめてください。そんな、そんなものが通用する相手ではありません」

「みんなは、先に逃にげて」

「璃理佳、貴女あなたなにを言っているの？」

　璃理佳はもう霧生たちの方を見ていない。嵐あらしの前の微び風ふうのように、その杖に魔力が集中するのを感じる。

　すでに戦いの、血の気配が充じゆう満まんしていた。

　自分たちのとれる選せん択たく肢しは、ほんのわずかだ。

「レディを、お願い。主城、霧生さん」

　だから玖式はそう言った。

「玖式くんまで……」

「そうしなきゃだめだ。みんな、殺される」

「そん、な……」

　霧生が言葉を失う。

「わかった」

　ただひとり、玖式の願いを肯こう定ていしたのは、主城だった。

「あんた、なにを言ってるのかわかって」

「あいつの言ってることは合理的だ」

「なんですって……」

　霧生が信じられないという表情で睨にらむも、主城は平然としている。

「やめてください、玖式さん……」

「レディ。行ってくれ」

　玖式は懇こん願がんした。うなずいた主城が、愕がく然ぜんと立ち尽つくすレディの腕をとり、霧生とともに半ば強引にその場から駆かけ出していった。

　こんな化け物相手になにができるのか。だがやるしかないのだ。

　玖式は手の震えを抑おさえつけるように、杖を握にぎり締めた。

「人の子よ、なぜ抗あらがう」

　シュルヴェルトは襲おそいかかる様子もなく、璃理佳へと問うた。

「あなた、白はく髪はつの吸血鬼に心当たりは」

　その言葉は玖式を揺ゆるがした。

　肉親以外で、あの事件のことを話したのはただのひとりしかいない。

　なぜ璃理佳が、レディの正体を知ってなお班に引き入れようとしたのか。

　璃理佳、きみはまさか──

「戦いで答えを手にできると、そう考えているのか？」

「それしか方法が、ないのなら」

「そうか」

　シュルヴェルトは静せい謐ひつに、璃理佳の言葉を吟ぎん味みしていた。

　玖式が詠えい唱しようをはじめる前に、璃理佳はそれを終えていた。

　マントに仕込まれていた杖つえが一いつ斉せいに飛び出す。鋭するどく直線的に機動する無数の杖が、シュルヴェルトの上空を旋せん回かい。ぴたりと静止し、完全な包ほう囲い網もうが作られる。

　魔術学科第二位クイーンランカーの十お八は番こ。遠えん隔かく操作飛行杖。

　すべての先端から次々と紅あかい光が放たれる。

　着ちやく弾だんと同時に火の粉が散り、炎と黒こく煙えんが膨れ上がる。一瞬でシュルヴェルトの姿がその中へと埋うもれた。熱波が玖式の頰ほおをなぶる。

　これが軍用杖の本来の威い力りよく。

　璃理佳の本気の魔術に圧あつ倒とうされながら、玖式はその効果を見定めようと目を凝こらした。

「──だが、それは不可能だ」

　言葉は耳元から生じた。

　首筋に当てられた温度のない感かん触しよくに凍こおりつく。

　まさに瞬またたく間。気配すらなく背後へと移動したシュルヴェルトが、両手で玖式と璃理佳の肩口に、その鋭えい利りな爪つま先さきをそえていた。

　身体が勝手に震えだす。本能的な恐きよう怖ふが、指ひとつ動かすことを許さなかった。

　それでも璃理佳は抗おうとした。

　わずかに触ふれただけにしか見えなかった。

　璃理佳の身体が吹ふき飛び、地面を強したたかに転がった。

「璃理佳！」

　身の危険も忘れ玖式は駆け寄る。苦しげにもだえる璃理佳を抱だいたとき、音もなくそばに立ったシュルヴェルトが二人を無造作に見下ろしている。

　璃理佳の魔術でわずかにその胸むな元もとが焼け焦こげ傷口が見えているが、それだけだ。

　なんの痛つう痒ようも感じるそぶりもなく、腕を振ふり上げる。

　記き憶おくがだぶる。

　姉とふたりきりの、あの暗い森のなか。

　母の亡なき骸がらのそばで姉と二人。なにもわからずなにもできず、ただ震ふるえていたあのとき。

　自分は無力なまま。なにも変わっていない。

　シュルヴェルトの身体が横よこ殴なぐりに吹き飛んだ。

「麒き麟りん！」

　大きな獣けものの影がシュルヴェルトと絡からみつくように大地を転がる。その直後、耳をつんざくジェットエンジンの咆ほう哮こうが響ひびいた。

　霧生が結界で玖式たちを覆おおった。主城が叫さけぶ。

「みんな伏ふせろ！」

　シュルヴェルトを押さえつけた麒麟の直上へ、光が落ちた。

　大地が揺れ、炎ほのおが噴ふき上がり、すさまじい暴風が辺りに巻き荒あれる。

　そこからようやく顔を上げた玖式は、霧生、主城、そしてその背に守られたレディがそこにいるのを見た。

「主城、なんで……」

「おまえの発言、合理的だって言ったけど。あれは噓うそだ」

　主城が玖式に手を差し出し、痛いほどの力で腕を引っ張り上げた。

「ふざけるなよ。全員で逃げるんだ」

「主城……」

　璃理佳を立ち上がらせた霧生が、爆ばく発はつの中心を哀かなしげに見やる。

「ごめんね、麒麟……」

　シュルヴェルトを突つき飛ばすため、ミサイル攻こう撃げきの犠ぎ牲せいにしたのだ。もちろん霊れい体たいである式神に死という概がい念ねんはなく、また定着させることは可能だが、それには多大な霊力──イーサを消しよう耗もうする。

　シュルヴェルトがどうなったか、それを確かめている余よ裕ゆうはなかった。

　今度こそ玖式たちはレディを連れてその場から駆け出した。
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　整備された山さん岳がく路ろを走っていたとき、遅おくれて付いて来ていた璃理佳の身体が、ぐらりと傾かたむいた。

「璃理佳!?」

　一番に気づいた玖式が慌あわてて立ち止まり、ぎりぎりのところで抱だきとめた。全員が慌てて駆け寄る。

　玖式は苦しそうにあえぐ璃理佳を見て、すぐに判断した。

「もう限界だ。璃理佳は走れない」

　体力も精神力もとっくに限界を超こえている。

　思案していた主城が、

「オレたちが先生を呼んできた方が早いかもしれない」

「でも、また別れたら……」

「いや、いまは主城は正しいよ」

　レディは反論したが、さきほどとは状況が変わった。

　幸いにもあの吸血鬼が追ってくる気配はない。どちらにせよ、璃理佳をひとりで残しておくことはできない。

「レディは主城たちと一いつ緒しよに行って。狙ねらわれてるのはきみだ。きみを先に保護してもらわないと」

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。さっき、主城がああ言ってくれたから、もうわかってるよ」

　しぶしぶとレディはうなずいた。

「わ、わたくしも付いていくわよ」

　ぼそりと霧生が言った。主城がぽかんとする。

「え？　なに、オレのそばを離はなれたくないの？　きゅんきゅんなの？」

「ばば……馬ば鹿かじゃないの!!　勘かん違ちがいしないで！　あんたとレディをふたりっきりにしたらなにするかわからないから、それだけよ！」

　ぎゃあぎゃあ二人が言い合い、それをレディが間に入ってなだめる。去っていくいつも通りのその姿を見て一安心したのも束の間だった。

　璃理佳が苦しげにうめいた。

　璃理佳の息は荒あらく、額に大量の汗あせがにじんでいる。顔色が真っ白だった。

　明らかにおかしい。血はすでに止まっている。傷のせいとも思えない。これは、

「毒……？」

　一点だけ思い当たるものがあった。あの戸蔵の結けつ晶しよう杖じよう。

　もしその切っ先に、なんらかの毒物が生成されていたとしたら。

「璃理佳、しっかりして」

「大丈夫、だから……。私も、一緒に」

　胸が締しめ付けられる。

　どうしてきみは、そこまでするのか。

　だが玖式はもうわかっていた。その冷れい徹てつな考えも、その奥にある理由も。

「レディを囮おとりにして、吸きゆう血けつ鬼きを呼び寄せようとしたのか」

　璃理佳はなんの困こん惑わくも否定の動作もみせなかった。

「私が自分で望んだこと」

「なんで、そんなこと」

　玖式の問いに、氷のような表情がわずかに揺らぐ。

　玖式は痛みとともに、自らそれを口にする。

「僕の母さんの、仇かたきを討うつため？」

　璃理佳は、苦しそうに目を伏せた。

　その華きや奢しやな身体からだを抱いた手に、力がこもる。

「バカだよ。本当にバカだ。天才だ最強だとか言われてるけど、どうしようもないくらい、璃理佳は大バカだ」

　学園最強の魔ま術じゆつ師しをここまでバカ呼ばわりしたのは、自分がはじめてだろう。

　だが本当に馬鹿なのは自分だ。

　璃理佳が変わってしまったと思っていた。彼女がそこまで必死になる理由に気づきもせず、遠い目で、まるで避さけるように眺ながめていた。

「なんでだよ。どうして璃理佳が、そんなことするんだよ」

「……わからない？」

　璃理佳はむしろ、不思議そうに問い返した。胸のあたりがざわつく。

　なにかとても嫌いやなことを、聞きたくないことを璃理佳が言おうとしている。そんな予感があった。

「自分で、気づいてないの？」

「なにを？」

　悲しい目をして、璃理佳は言った。




「ショウ、笑ってないんだよ」




　空白に染まる。

　なにを、

　なにを言っているのか。それは璃理佳のことだ。

　ずっと幼なじみとして心配していた。

　いつからか璃理佳から笑顔えがおが消えた。なにが原因なのか。自分はずっとそれを気に掛かけて、ずっと自分が璃理佳のことを、

「僕、が？」

　───玖式くんてさ、ほんとはすごくクールな人？

　───でも、それを言うなら玖式さんも……

　───玖式くんも、もっと気楽でいいと思うわよ

　───なんか似てるんだよな、おまえら

「楽しく過ごすことがなにより大切だって、そう言っているショウがぜんぜん笑っていないのは、どうして？」

　玖式の笑顔。玖式の笑み。玖式は笑った。

　そんな場面がどこかにひとつでもあっただろうか。

　最近のことを振り返る。中間での特別試験。霧生と主城と班を組み、レディと出会い、いまに至るまで、この数週間。いや、そこからどんなにさかのぼっても、

　自分が笑った状じよう況きようが、思い出せなかった。

　世界が逆転し、吐はき気けがこみ上げる。

「なに、言ってるんだよ。はっ、そんなこと璃理佳に言われるなんて、びっくりだな。ちゃんと僕は、笑えるって」

　頰ほおをゆるめ、笑おうとした。できなかった。

「なんか変だな。おかしいな」

　思わず頰を押さえる。笑みがつくれない。

　そもそもどうやって笑っていたのか、思い出せない。

　璃理佳、どうして。

　どうしてきみが、そんな苦しい顔をするのか。

　いったい自分はどうしてしまったのか。もしかしたら自分は生まれてから一度たりとも笑ったことがないのではないか。わからない。覚えていない。なんて滑こつ稽けいなのか。自分がわからないのに、だれが知っているというのか。結局自分はひとりで、

　頰に。

　璃理佳のやわらかな手が触ふれた。

「ショウがまた笑えるように、私が戦うから。私の魔術は、そのためにあるから」

　そう璃理佳が言ってくれたから。

　思い出すことができた。

　あの頃ころ、父と母と姉の家族のなかで、まちがいなく笑顔を持っていた、自分のことを。

　あの事件の日から、それが変わった。

　それでも普ふ通つうに戻もどったつもりでいた。乗り越こえたつもりだった。だが思い違いだ。どれだけそれが周りに異様に映っていたか、そのことに気づく余裕さえ失っていた。

　あの日から笑顔を失ったのは、自分の方だった。

「変わってもいい。憎にくんだっていい。なにもおかしいことじゃない。だから無理しないで」

　なにかが決けつ壊かいし、止めようのないものがせりあがって来る。

「……ぐっ……」

　せきを切ったように、よじれた声がこぼれた。

「僕が、あんなこと、あのとき引き返してさえ……」

　後こう悔かいしないわけがない。

　許してもらえるはずがない。

　そして、あれを赦ゆるすはずがない。

「くそっ、なんで、なんでなんだよ。ごめん、ごめんなさい母さん。父さん、リヤ、ごめん……。僕の、僕が……、ちくしょう、ちくしょう……!!」

　髪かみをかきむしり嗚お咽えつする玖式の頭を、璃理佳の腕うでがそっと包みこんだ。

　ずっと泣かなかった。泣くことができなかった。

　笑うことなど、できるわけがなかった。

　それでも、ずっと見てくれていた人が、玖式のそばにいた。




　小さなフクロウが、玖式たちの頭上へと飛来した。

　よろよろと飛ぶフクロウは、かろうじてといった様子で近くの外灯の上へ降り立った。あれは使い魔だ。いつか璃理佳が遣つかわしたそれとはちがい、いまにも地面へと墜つい落らくしてしまいそうな、弱々しいフクロウだった。

「これは、レディの……」

　フクロウは人語を解することはなかった。だが玖式を案内するかのように、二人を見下ろしている。

「付いてこいって、こと……？」

　唐とう突とつに胸がざわついた。

　よく考えろ。あの吸血鬼が追ってこないのは、本当に深手を負ったからか？

　立ち上がろうとした玖式の腕を、璃理佳が引き止めた。

「ショウ。これを持って、こっちに耳を寄せて」

「？　え、こう」

　言われるまま璃理佳が差し出した杖つえの先せん端たんをにぎり、頭を近づける。

　頰にやわらかな感かん触しよくが押しつけられた。

　火がついたようにそこが熱を持つ。

「まだ実験中の魔術。私の魔力を移した。少しは底上げできると思う」

「ネイ……」

「ショウはきっと、だいじょうぶだから……」

　尋じん常じようでない量の汗。璃理佳の視線はうつろだった。心臓が凍こおりつく。

「ネイ、だめだ！」

　璃理佳の手から力が抜ぬけ、床ゆかに落ちる。

「ネイ、ネイ！」

　返答はない。

　まぶたが重く閉じられる。

　やめろ。やめてくれ。お願いだからがんばってくれ。

　きみがいなくなったら。

　ネイ。

　僕はきみのことが。

「ネイぃ！」

　大きな影かげが、玖式の隣となりに降り立った。

「なにをやっているんだ」

　そう言って璃理佳を抱だきかかえたのは、斑鳩いかるがだった。

　厳しい表情のまま真っ先に杖を璃理佳の傷口に当て、呪じゆ文もんを詠えい唱しようしている。

「先生……」

　杖にともる淡あわい燐りん光こう。高等魔術書で見たことがある。血清魔術だ。

「ね、ネイは毒を……」

「毒というより、これは対イーサ能力者用の遅ち効こう性ウイルスだ。あと少し遅おそかったら危ないところだったぞ。いったいどこでこんな危険な魔術を……」

「先生、ネイは助かるんですか」

「ひとまず命の心配はない。……ただこの手のウイルスは、イーサ能力の使用に後こう遺い症しようが残る可能性がある。つまり……」

　安あん堵どする間もなく、全身から感覚が抜け落ちた。

「魔術を、使えなくなるかもしれないってことですか？」

「……今は、なんとも言えん」

　璃理佳が。

　学園最強の魔術師と呼ばれるまでになった少女が、玖式のためにすべてを犠ぎ牲せいにして積み上げてきたものが、失われるかもしれない。

　璃理佳が守ろうとしたのは、玖式の笑顔だった。

　それなら、自分が守りたかったものはなんだ。

　拳こぶしを、痛いほど握にぎりしめた。

「──先生。ネイを、璃理佳をお願いします」

　玖式が静かに立ち上がった。それに合わせてレディのフクロウが先導するように飛び立った。不ふ穏おんな気配を感じた斑鳩が、玖式を見上げた。

「おまえ、なにを……」

　駆かけ出した背中に、斑鳩の制止の声がぶつかる。

　玖式はもう振ふり返らなかった。
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　玖式たちを残し、先に山道を下っていた途と中ちゆう、霧生が突とつ然ぜんレディを押し離はなした。

　振り返った三人の前に、最も恐おそれていた光景があった。

　幽ゆう鬼きめいたシュルヴェルトが、悠ゆう々ゆうと立っていた。

「悟さとれ。人の子らよ」

　金かな縛しばりにあったように、レディの身体からだが硬こう直ちよくする。

　終わりだ。もう、今度は逃にげられない。

「こ、この子は渡わたさないわ」

　それでも霧生は、震ふるえを押し殺してレディの前に出た。

「わたくしにとってこの子は、数少ない大切な存在なのよ……。きっと、ツチノコよりも貴重なんだから！」

「ああ、そうだとも！　（……なぁ、いまのどういう意味？）」

　隣に並んだ主城のささやきに、霧生が顔を赤くする。

（うるさいわね、余計な茶々入れないでよ！　恥はずかしいでしょ！）

（いや意味わかんなかったからさ、つい）

（だからっ、と、と……）

（と？）

　霧生はレディの方をちらりと見てから、シュルヴェルトに向き合った。

「友達なんだから！」

「最初からそう言えよ……」

　主城も好戦的にシュルヴェルトをにらみつける。

　やめてください。その一言が出てこなかった。

　止めるべきだと理性が強く訴うつたえかけるなか、感情がそれに反して口を閉とざす。

「麒麟───八や咫たが烏らす───」

　御ご符ふをかざし念じた霧生に従い、たくましい四し肢しと巨きよ大だいな角を有する一いつ角かく獣じゆうと、帳とばりのような黒い翼つばさと刀とう剣けんのごときかぎ爪づめを有した怪かい鳥ちようが降臨する。さらに巨人の守しゆ護ご霊れいも実体化させ、すべてがシュルヴェルトへと狙ねらいを定める。

「現うつ世しよを離れたものすら利用するか」

　二対ついの式しき神がみが一いつ斉せいに地上と空から、シュルヴェルトへ襲おそいかかる。

　麒麟の突とつ進しんを、シュルヴェルトは正面から受け止めていた。

　角を直じかに摑つかみ、片手でその巨体をなぎ倒たおす。ほぼ同時に空から急降下した八咫烏の爪をかわし、頭部に手刀を叩たたき込んだ。八咫烏が撃げき墜ついされる。

　背後にまわった巨人が、組んだ両の拳をシュルヴェルトの頭上へと叩き込む。大地が揺ゆれ、盛せい大だいな土つち埃ぼこりが舞まい上がる。だがすでにシュルヴェルトの姿はなかった。振り返った巨人が足あし払ばらいを受け、なす術すべもなく大地へと沈しずむ。

　すべて防がれた。新たな御符をつかもうと腰こしの後ろに手を伸のばすが、あるべきものの感触がない。ケースが空だった。

「人の子の身では、我らとは渡り合えない」

「侮あなどらないで」

　突とつ如じよ、霧生がスカートをひるがえした。

　裾すそがきわどいところまでめくれ上がり、ふとももがあらわになる。主城が歓かん喜きの声を上げる。スカートの内側、両りよう脚あしのふとももにベルトでくくり付けられた隠かくしケースに霧生が手を伸ばす。両手満まん載さいに御符を引き抜く。

「まだ終わりじゃないわ」

　霧生が御符を投とう擲てきする。シュルヴェルトが手刀で切り払はらう直前、重ねられていた御符が空中で五枚に分かれた。シュルヴェルトを取り囲むようにして攻こう性せいの結界が発動。

「いまだ、ＦＡＬ！」

　浮ふ遊ゆうする偵てい察さつ機がテイザーを発射。発射体の針がシュルヴェルトの身体に突つき刺ささり、電流を放出。続けてもう一丁の有線式を全ぜん弾だん発射。ワイヤーを伝い一〇〇万ボルト以上の電圧が一斉に解放される。

「珍ちん妙みようなことをする」

　見み目め麗うるわしい吸きゆう血けつ鬼きは、微び動どうだにすらしなかった。

　みずからにつながったままのワイヤーを無造作に引いた。引き寄せられた偵察機を、シュルヴェルトの素す手でが貫つらぬく。機体が部品を撒まき散らして分解する。

　御符が切り刻まれ、束そく縛ばくを解いたシュルヴェルトが歩み寄る。

　霧生が咄とつ嗟さに残りの御符をばらまく。対物理・魔ま術じゆつ用の結界を構築。

　霊れい能のう者しやは元来、呪のろいやたたりといった、あやかしが操あやつるイーサ現象に対たい抗こうするために生まれた存在だ。自身以外のイーサをコントロールする術に長たける一方で、物理的な火力を追求した魔術師とは特性が異なる。

　妖よう怪かいに対抗する様々な術は持っていても、吸血鬼の圧あつ倒とう的てき膂りよ力りよくの前では非力だった。

　伸ばされたシュルヴェルトの腕うでが、結界を易やす々やすと突き破った。

　霧生の喉のどを、シュルヴェルトがわしづかむ。

「霧生！」

　主城が叫さけぶ。霧生が首もとをかきむしる。だが腕はびくともしない。

『アキラ、もう見えてるよ。ターゲット捕ほ捉そく。アプローチ開始』

　ＡＩであるＦＡＬの人工音声が、無線のインカムを通して主城に届く。

　またあれを呼ぶつもりだ。

　レディにとって、主城は召しよう喚かん獣じゆうを呼ぶ魔術師に等しい。

「おい化けガラス！　あいつを吹ふっ飛ばす。霧生を守れ！」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな言葉に、シュルヴェルトは反応もしない。

　だがその間に八咫烏が即そく座ざに旋せん回かい。麒麟が突進しシュルヴェルトの注意を引いた瞬しゆん間かん、霧生をかっさらった。

　Mk─IVが対地攻こう撃げきアプローチに入る。さきほどより間近に迫せまる轟ごう音おん。

「なぎ払え!!」

　大地が炸さく裂れつした。

　空から斜ななめに降り注いだ鉄鋼弾の雨があらゆる物体を撃うち砕くだき、帯状に地面を抉えぐり取った。土つち煙けむりが爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がる。

　もうもうとたちこめていた煙が、ゆっくりと晴れていく。

「久しく興じられる日だ」

　シュルヴェルトが主城の真後ろに立っていた。

「────え」

　シュルヴェルトの指先が、主城のわき腹を貫いた。

「主城、さん」

　ずるり、と爪が引き抜かれる。

　力を失った主城の身体が、その場でくずおれる。

　流れ出る赤黒い血が霧生の目に飛び込む。

「いや……いやぁ！」

　冷静さを失った霧生がでたらめな攻勢に出るも、投とう擲てき御符も、結界も、式神の攻撃も、シュルヴェルトに通用するものはなにもなかった。

　霧生の眼前に出現したシュルヴェルトが、静かに腕を払った。ぎょっとして後退した霧生は不ふ審しんげに顔を曇くもらせた直後、突如として身体を折り、胃液を吐はき出した。

　反撃に巨人が豪ごう腕わんを振り下ろす。だがむなしく地面を穿うがつ。

　式神の輪りん郭かくが揺らぎ、空気に溶とけ込むように姿が薄うすくなる。

　霊体を実体化させるエネルギーは、霊能者本人から供給されている。術者の気力が消しよう耗もうすれば、実体の精度、つまりは式神や霊体の機能は低下していく。

　最初に守護霊の巨人の影かげが消え、つづけざまに八咫烏が霧む散さんした。

　シュルヴェルトが悠ゆう然ぜんと歩み寄る。それまでレディたちを頑かたくなに守ってきた麒麟が突進した。その角が鬼おにの残ざん影えいを貫き、たたらを踏ふむ。

　霧生がひざをつく。振り返って咆ほう哮こうした麒麟は、それが断だん末まつ魔まとなり消しよう滅めつした。

　すべての霊体を失った霧生の頭をシュルヴェルトがつかみ上げる。

　自分の頭ず蓋がいがきしむ音を、霧生は聞いた。

「やめてください」

　レディの一言で、すべてが止まった。

　シュルヴェルトが手を離し、霧生が倒れこむ。

「わかりました。あなたに、付いていきます」

　屈くつ辱じよく感を胸の奥に押し込み、レディは言った。

「レ、ディ……」

　はいつくばったままの霧生が手を伸ばす。その姿がレディの心をかきみだし、だからこそ、最後には迷いを断ち切らせてくれた。

「いいんです。霧生さん」

　十分だった。ここまでしてくれた。

　ずっと怖こわかったのだ。なかばおとぎ話のように人間の恐ろしさを刷すり込まれながら、閉ざされた村で育った自分にとっては、この学園は魔界だった。

　それでも玖式に助けられ、この班の人たちに出会った。

　彼が、ここにいられてよかったねと、そう言ってくれた。

　あのとき、試験に合格したことより、それがなにより嬉うれしかったのだ。

　唯ゆい一いつの過あやまちがあったとすれば。

　やはり信じるべきではなかった。その信しん頼らいのせいで、彼らを傷つけてしまった。

　激しい後こう悔かいと、わずかな心残りがあった。

　せめて最後に、彼ともう一度だけでも。

　胸を苦しめる未練を振ふり切り、レディはシュルヴェルトのもとへ歩みよった。




「行かせないよ」




　声が響ひびいた。

　ゆっくりと、ゆっくりと振り返る。

　そこにいる人物を見た瞬間、レディの顔がくしゃりとゆがんだ。

　どれほど。

　そのときいったいどれほど、その姿に安あん堵どさせられたことか。

　泣きそうになるのを必死にこらえ、レディは彼の名を呼んだ。

「玖式さん……」

　玖式ショウがそこに立っていた。
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　呼吸も荒あらく駆かけつけた玖式は、満まん身しん創そう痍いの霧生と、レディ、そして仰あお向むけに倒れている主城を見た。友達を失う恐きよう怖ふと、それを上回る怒いかりに全身がざわつく。

「遅おくれてごめん。ありがとう、みんな」

「玖式くん……。無理よ、やめて……」

「いいんだ」

　霧生。主城。ふたりはレディの正体をまだ知らない。純じゆん粋すいに友達として、班の仲間を守るために死力を尽つくしてくれた。

「あとは、僕に任せて」

　霧生とレディが玖式の言葉に目を見張る。

　シュルヴェルトは、臆おくすることなく立ちはだかる少年を、興味深げに眺ながめていた。

「奇き妙みようなものだ。なぜ抗あらがえる？」

　言い返す必要などどこにもなかった。

　玖式が言うべきことは、言いたいことは、たったひとつだけだ。

「レディを、返せ」

　シュルヴェルトの口内に、ぎらりと牙きばがのぞいた。




　対たい峙じする玖式と吸血鬼の姿を、在あり世せ羅らは大樹の枝にとまった使い魔の眼を通して見ていた。だが生徒の危険を前にした彼女に慄おののくそぶりは、まったく見受けられない。

　ただそこにあるのは、観察者の目。

「璃理佳ネイは一命をとりとめたようです」

　校長も同じ類たぐいの視線をもって報告する。

「ええ。斑鳩先生が間に合って安心しました。いま彼女を失いたくはありませんから」

「では、彼らを助けずによろしいので？」

「レディ・エリフェリスは、私の期待通りにあれを呼び寄せてくれました。彼の力を呼び起こすには、これ以上ない状じよう況きようです」

「玖式ショウ、ですか」

「彼の超ちよう能のう力りよくの性質を知っていますか？」

　校長が否定の仕草をとる。

「〝五感への介かい入にゆう〟です」

　映像のなかで、玖式と吸血鬼が対峙している。

「一定の条件下において、視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、味覚、触しよ覚つかく、いずれかの脳への伝達経路に偽にせの情報を流すことができる。視覚に介入すれば、相手に自分がここにいないように見せることも、聴覚に介入すれば、まったくあさっての方向から幻げん聴ちようを聞かせることもできる。その能力は他に例を見ない、特異超能力者です」

　超能力者はイーサ能力者のなかでも特とく殊しゆ性せいの強い存在ではあるが、おおむねその能力系統は念力系とＥＳＰ系に分かれている。その多くは、同様の能力者が二名以上確かく認にんされている、通常超能力者だ。

　だが稀まれに、ただ一名のみしか発見されていない希少な超能力を持つ人間は、特異超能力者と呼ばれる。玖式ショウもまた、それに該がい当とうする稀け有うな存在だった。

「九十九シンが念力系超能力者の最さい高こう峰ほうであるとすれば、玖式ショウはＥＳＰ系超能力者の極きよく致ち。しかも自らの知覚能力を高めるのではなく、相手の知覚を阻そ害がいする攻撃的なＥＳＰというわけですかな」

「そうですね。ですが彼がただの超能力者に過ぎなかったとすれば、人間は倒たおせても、人外を上回ることはなかったでしょう」

「すでに勝敗がついたような仰おつしやりようですね」

　在世羅の口元が笑えみをたたえる。

「勝ちますよ」

　人外を駆く逐ちくするための力。

　それを進化させるために、彼を手に入れた。

「さあ、見せてみなさい。魔ま術じゆつ師しであり霊れい能のう者しやであり超能力者である、トリプルトリガーの真の力を」




　シュルヴェルトの胸むな元もとで炎ほのおが炸裂した。

　はじめて、シュルヴェルトの身体からだがよろめく。

「これは……」

　その場のだれもが、なにが起きたのかわからず目を見開いた。

　玖式は杖つえを握にぎってはいるが、詠えい唱しようもしていない。ただシュルヴェルトを見ているだけ。

　再び炎が破は裂れつ。血しぶきと粉ふん塵じん、火の粉がはじける。

　それに合わせ玖式は一歩ずつ歩み寄る。

「魔術の欠点が詠唱時間にあるなら、超能力のように魔術を浴びせればいい」

　魔術と超能力の組み合わせ。

　詠唱も、杖先から物質を生成する過程も必要とせず、対象に直接作用する魔術。

「僕にはみんなが必要だ。だから、」

　たとえ超能力と魔術の融ゆう合ごうという離はなれ業わざができたとしても、本来の玖式ではここまでの威い力りよくの攻性魔術を、しかも連発して発動することは到とう底ていできない。

　だがこれは、璃理佳から受けとった力だ。

「だれも奪うばわせはしない」

　最後に大きな爆炎が咲さく。シュルヴェルトが大きくのけぞった。

　人間ならとうに絶命しているはずの業火に焼かれながらも、シュルヴェルトはなお立ちつづけている。

　この人知を超こえた強きよう靭じんな肉体こそ、吸きゆう血けつ鬼きの力の根源。

　玖仕が右手に杖を、左手に御ご符ふを、同時に構えた。

　いったいなにをするつもりなのか。レディが訝いぶかしんだ次の瞬しゆん間かん、シュルヴェルトの姿がかすんだ。彼ひ我がの間合いが一瞬で消滅。

　シュヴェルトの貫ぬき手が、玖式の額へ突つき出された。

「玖式さん!!」

　悲鳴を上げたレディは、目まの当たりにする。

　玖式とシュルヴェルトの間に、見たことのない人型の霊体が立ち塞ふさがっていた。

　その霊体の腕うでが、鋼鉄をも引き裂さくシュルヴェルトの手を受け止めている。

　霧生がその異形の霊体をまざまざと見る。

「なんなの、あれは……」

　霧生や一いつ般ぱんの霊能者が定着化する守しゆ護ご霊れいは、のっぺらぼうの人形のような巨きよ人じんだ。それに対し玖式の霊体は、まるで機械の鎧よろいをまとったような緻ち密みつな姿を有していた。

　さらに玖式の様子がどこかおかしかった。虚うつろな視線。

　その玖式に従う霊体が、吸血鬼の腕を軽々と押し戻もどす。

《その程度か、吸血鬼》

　玖式と霊体の口が同調する。

　驚きよう愕がくに表情を変えるシュルヴェルトを、霊体が殴なぐりつける。

　爆ばく発はつめいた衝しよう撃げき。受け止めたシュルヴェルトが大地に叩たたきつけられる。勢いを殺しきれず跳はねながらも体勢を整えて着地。同時に再び接近。

　迎むかえうつ霊体がかざした左手の甲こうに、鋼鉄の盾たてが形成される。

　それはまるで、戸蔵が使ったような魔術による防ぼう壁へき。

　繰くり出されたシュルヴェルトのかぎ爪づめ状の手に盾は引き裂かれ、光となって霧む散さんする。だがその間に伸のびた霊体の大きな手が、シュルヴェルトの頭ず蓋がいをわしづかむ。

　雷らい鳴めいが宙に轟とどろいた。

　閃せん光こうが激しく明めい滅めつする。

　あれは、璃理佳のような高位の魔術師が扱あつかう雷らい撃げき魔ま術じゆつ。

「魔術を使う、霊体……？」

　レディたちは目の前で起きていることが信じられないでいた。

　物質を生成し、様々な物理現象を引き起こすのが魔術だ。

　あの霊体が振るっているそれは、紛まごうことなき魔術の力だった。

《なぜ抗えるかだって？　簡単なことじゃないか》

　豹ひよう変へんした玖式が手をかざす。連動する霊体の腕が吸血鬼の身体を持ち上げた。

《僕はおまえを滅ほろぼせるからだ》

　身体中から白はく煙えんを上げるシュルヴェルトが腕を振ふり払はらい、後ろへ大きく飛びのく。

　人外が、まるで人間を恐おそれるかのように距きよ離りをとった。

　口の端はしを吊つり上げる玖式の目前で、異形の霊体がひざまずく。
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　背負った巨大な棺ひつぎを玖式の手元へうやうやしく捧ささげる。それと同時に棺に施ほどこされた複雑な拘こう束そく具が次々と解かれていく。

　棺が開く。

　玖式は当然のように中からそれを引き上げた。

「あれは……？」

　機械めいた構造を有した巨大な刀とう剣けんが姿を現す。

　その輪りん郭かくは淡あわく揺ゆらいでいる。それはこの世のものではない、霊体の特とく徴ちよう的な証あかし。霊能力による降霊と、魔術による物質生成の融合。

　玖式はその刀剣を、その場でただ無造作に振り下ろしただけだった。

　シュルヴェルトの右腕が消し飛んだ。

《滅ぼせると、そう言った》

　シュルヴェルトがよろめく。息をのんだレディは、あまりの恐怖に声さえ出なかった。頭の中に怨えん嗟さの声が響ひびく。玖式の持つ剣が、まるで人の憎ぞう悪おの塊かたまりのように感じられた。

　シュルヴェルトの瞳ひとみに凶きよう暴ぼうな光が宿る。

　黒き姿がかすんだ。

　それまでの比ではない。大たい砲ほうのような音が轟き、突とつ進しんのまま突き出された手刀が霊体の頭部を貫かん通つうした。全身の輪郭が激しく乱れる。

　同時に刀剣が霊れい魂こんとなって消しよう滅めつする。

　玖式の目に理性の光が戻った。

　頭部を失った霊体は、それでも動き続け、シュルヴェルトを羽は交がい絞じめにする。呆ぼう然ぜんとする玖式の眼前で、その両腕にふたたび雷らい光こうをまとう。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの隙すき。

　ほとんど本能だった。

　玖式は踏ふみ込んでいた。

　胸元のわずかな傷口を狙ねらう。あれはあのとき、璃理佳の渾こん身しんの魔術が与あたえた傷。璃理佳が残してくれた唯ゆい一いつの突とつ破ぱ口こう。

　ひとりじゃない。

　結けつ晶しよう化させた杖先を、体重を乗せて一気に突き刺さした。

　高硬こう度どな結晶があっけなく砕くだけていく。全身全霊を使って押し込む。シュルヴェルトが　腕を振り上げたとき、杖の先せん端たんがわずかにその体内へともぐりこんだ。

「この戦区ヘイヴンから出ていけ……！」

　霊体が雷撃を解き放ち、玖式の杖が爆炎を撃うち放つ。

　これまでにないすさまじい力の奔ほん流りゆう。大気が吹ふき荒あれ、大地が揺れた。レディたちが目を覆おおい、身をかばった。

　雷かみなりと炎が潰ついえ、光がゆっくりと晴れていく。

　霊体はすでに消滅していた。

　よろよろと後退した玖式が注視する。

　光のなかに、シュルヴェルトの影かげが浮うかび上がってくる。

　絶望がその場の全員を支配した。

　これでも、まだ──

　現れたその光景に、玖式たちは異なる意味で息を吞のんだ。

　シュルヴェルトが、大地にひざをついていた。

　全身が焼け焦こげ、自らの血に染まったシュルヴェルトは、それでもなお理知的な双そう眸ぼうで玖式を見すえた。

「似ているな……。汝なんじは人間と」

　奇き妙みような言葉に、玖式は困こん惑わくして聞き返す。

「なに……？」

「白はく髪はつの眷けん族ぞく。赦ゆるされざるその答えを、汝は渇かつ望ぼうするか？」

「──知っ、て」

　思わず反応した玖式の視界が、ぐらりと揺らいだ。

　頭が割れそうだった。立っていられないほどの疲ひ労ろう感かん。

　だがシュルヴェルトは、無防備な玖式を狙うことはせず、蝙こう蝠もりのような羽で自らの傷ついた身体を覆い隠かくした。

「いまはまだ、その時ではないようだ」

　シュルヴェルトが後退し、その姿は森の奥へと吸い込まれていった。

　いったいに、なにがどうなったのか。

　唯一わかることは、自分たちは、助かったということ。

　理解した瞬間、意識が遠のく。

　すべてを出し尽つくした玖式の手から杖がこぼれ、ひざが落ちる。

　駆かけ寄ったレディがぎりぎりで玖式を抱だきとめた。

「玖式さん……」

　レディの目から、今度こそ堪こらえきれない涙なみだがあふれた。

「僕のことより、主城を……」

　安あん堵どはしていられなかった。レディに肩かたを借りて立ち上がり、シュルヴェルトに刺された主城のもとへ向かう。

　倒たおれこんだ主城の顔は土気色で、出血がひどい。一目では止まっているかどうかもわからず、いずれにせよこれだけ血を流しては命に関かかわる。

「どいて！」

　玖式を突き飛ばす勢いで霧生が横にひざまずいた。なにかの札を取り出し、それを傷口に押し当てた。攻こう撃げき用の御ご符ふでは必要としない文言を霧生が読み上げる。

　間に合ってくれ──

　全員が等しい祈いのりをささげるなか、御符が淡あわい光を灯ともしはじめた。




　遠くからサイレンの音が聞こえる。

　教師の通報で駆けつけた警察車両が、次々と山さん岳がく路ろに入ってきた。そこから降車したのは、揃そろいの装備を身にまとった屈くつ強きような男たちだ。

　魔ま術じゆつ師しや霊れい能のう者しやで構成される、警察のスペシャルチームだ。

　玖式は手当てをうけながら、サイレンを鳴らして遠ざかっていく救急車両を眺ながめた。

　霧生の治ち癒ゆ御符のおかげで応急処置が行われ、主城は一命を取りとめた。

　自身も力を使い果たし、手傷を負っているにも拘かかわらず、霧生は頑がんとして主城に付き添そうと主張して、車両に同乗していった。

　璃理佳も衛生室で手当てを受けていると、斑鳩から連れん絡らくがあった。

　幸いにも大きな怪け我がをしていない玖式は、警官に断り、道べりに座り込んでうつむいているレディに歩み寄った。

　玖式の影に気づいても、レディは顔を上げようとしなかった。

　自分を責めている。行動を悔くいている。

　本来なら、そっとしておくべきものかもしれない。けれどいまの玖式には、彼女に言わなければならないことがあった。

「帰ろう、レディ」

　彼女の肩がふるえた。ゆっくりと顔を上げる。

　手を差し伸べながら、玖式はこれまでできなかったことを、今度はしてみせた。

　レディの目が驚おどろきに見開かれる。

「さあ。遅おくれると、おっかない班長に怒おこられるから」

　レディの翡ひ翠すい色の瞳に、玖式の優やさしい笑えみが映っていた。







　終章







　別べつ棟むねの『蛇へびの六』。世に恐ろしいその班室の扉とびらを、レディが無造作に開いた。

「だめだ！」

　ドアノブに触ふれた瞬しゆん間かん、電流がスパークする。

　びっくりした顔で固まったレディが、その顔のまま振り返った。恐おそる恐おそるたずねる。

「へ、へいきなの？」

「いえ……その、ビリッてしましたけど……」

　ビリッ、ですむのか。改めてレディの頑がん丈じようさに驚きを隠せない。

「お、玖く式しきとレディじゃん。おっはー」

　そのトラップを仕し掛かけた張本人が、本日の先客だった。待っていたように主しゆ城じようが椅い子すから立ち上がり、レディに詰つめ寄った。

「ところでレディは、もう水着とか用意した？」

「え？」

「いやさ、うちの学校の水着って競泳用っぽいデザインなんだけど。編入ならべつの水着で授業に出てもいいらしいんだ」

「主城、なんでそんなこと知ってるの？」

「ちゃんと調べたからね。それでさ、やっぱりスク水がいいと思うんだ。ほら、これあげるから、着てみてよ」

　主城がどこからか、ビニールにパッキングされた真新しい紺こん色いろの水着を取り出した。

　レディは意味がわからずぽかんとしている。霧生きりゆうがこれを見たらなんと騒さわぐか。

　そういえば、まだ主城に肝かん心じんなことを言ってなかったことを思い出す。

「あのさ、レディって、吸きゆう血けつ鬼きの子孫なんだよ」

「はあ？」

　なに言ってんだこいつ、という顔の主城は答えを求めるようにレディを見た。レディが遠えん慮りよがちに作り笑いを浮かべると、そこにやや鋭するどすぎる八や重え歯ばがのぞいた。

　主城は数秒ほどフリーズする。

「えっと～……………………………………マジ？」

「うん、マジ」

　主城はそのまま後方へと倒れた。慌あわてて玖式とレディが駆け寄る。

「気絶してる……」

　数分後、意識を取り戻もどした主城は錯さく乱らんした。

「ムリムリムリぜったい無理だから！　やっぱりオレこの班を抜ぬけてさせてもらう！」

「お、落ち着いてよ。病やみ上がりなんだから」

　取り乱す主城を羽交い絞めにして引きとめていると、ドアノブに手をかけていた扉が向こうから開かれた。すっぽ抜けて盛せい大だいにこける。

　班室に足を踏み入れた霧生は、もつれあう二人を凝ぎよう視しし、なぜか頰ほおを赤くした。

「お、お邪じや魔ましましたわ。ごゆっくりどうぞ」

　後ろで普ふ通つうに入ろうとしていた璃り理り佳かを引っ張って、ものすごい勢いで回れ右していってしまった。起き上がった主城が首をかしげる。

「なんだあいつ。なにしに来たんだ？」

「こ、これはまさか……」

　まずい。ある意味、レディのときよりずっとまずい誤解が生じている。下手に言い訳などしたら逆効果だろう。璃理佳に変なことを吹き込まなければいいが。

「でもよかったな。璃理佳さん、無事に治って」

　ひとり頭を悩なやませていたとき、主城が言った。

「うん。璃理佳の魔ま術じゆつ適性の高さが、というより魔術への抵てい抗こうが高かったから、後こう遺い症しようも残らずにすんだって言ってた」

　戸と蔵ぐらの魔術によるウイルスを受けた璃理佳は、専門病院での治ち療りようにより無事回復することができた。それは斑鳩いかるがの応急処置と、なにより璃理佳自身の力のおかげだ。

　肩の脱だつ臼きゆうという怪我を負わせた風かざ間まに、玖式は絶交される覚かく悟ごで謝りに行った。脅きよう迫はくされていた玖式の事情を知った風間は散々不平を唱えたあと、和解の条件として、一週間の昼飯おごりを引き換かえに提示した。

　二人にとってなによりの朗報は、佐さ伯えきが病院で意識を取り戻したことだ。いまは無事、回復に向かっているとのことだった。

　璃理佳たちの出ていった扉を眺めていると、レディが不安そうな顔をのぞかせた。

「あの、わたし、本当にここにいていいんでしょうか？」

「え、なんで？」

「で、でも、またあんなことになったら……」

「一いつ緒しよにいた方がいいよ」

「……どうしてですか？」

　今度こそ、玖式はその理由を伝えようと思った。

　この班は、あくまで試験のために結成したものかもしれない。

　けれど、たとえそうでなくたって、自分たちは一緒にいるだろう。なぜなら、

「その方が楽しいと思うから」

　その言葉に、レディは軽い驚きをみせる。

　世の中は自分たちに色々と戦いを強しいてくる。けれど、だからといって悲ひ愴そうな顔でそれに付き合ってやる必要なんかない。自分たちはそんなものに参ってはやらない。

　たとえ世界が理り不ふ尽じんを押し付けようとしてきても。

　存分に青春を謳おう歌かしてやろう。

「だからレディも一緒に。ね」

　レディはしばらくうつむいていた。その肩がわずかに震ふるえる。

　ようやく顔を上げたレディは、雫しずくを溜ためた瞳ひとみで、そのちょっと長い八重歯を見せ、うわずった声をおさえながらうなずいた。

「はい！」

　それは間ま違ちがいなく。

　玖式がこれまで見たなかで、とびきり一番の笑顔えがおだった。

「く、玖式……？」







[image: ]







　班室の扉が遠慮がちに開かれ、めずらしく青ざめた璃理佳がこわごわと中をのぞきこんでいる。玖式は頭を押さえた。やはり霧生のとんでもない勘かん違ちがいに毒されている。

　ふと、肩の力を抜いた。

　まあなんとかなるだろう。

「なにしてんの、ネイ。魔術の練習、はじめるんでしょ」

　主城がひやかしの口笛を吹ふく。

　かすかに目を大きくした璃理佳は、ややあって、ためらいがちに班室に足を踏ふみ入れた。

「……名前は、禁止って言った……」

　つぶやく班長は、玖式の顔を直視できないようだった。




　広々とした理事長室のソファーで、在あり世せ羅らはスーツ姿の男たちと向き合っていた。

　男の一人が、書類を手にしながら言う。

「警察が戸蔵に協力していた男を捕とらえました。彼が聞いた話では、戸蔵はある少女の誘ゆう拐かいという依い頼らいを受けたそうです。常識では考えられないほどの報ほう酬しゆうと引き換えに」

「その依頼を出した大元が、例の組織ですか」

　その存在の影かげは、この数か月、在世羅の周囲でも急速に実体を帯びてきていた。

　人外の力を利用しようとする、人間の犯罪者集団がいると。

「我々としては身内の恥はじを拭ぬぐうべく、ここの警備を政府が責任を持って管理させていただくつもりですが……」

「いえ、その必要はありません」

「は？」

　在世羅は立ち上がり、理事長室の窓から学園の敷しき地ちを眺ながめた。

「彼ら自身が守りますよ。なぜならここは、彼らの戦区ヘイヴンですから」




「あのさ、璃理佳。ちょっと聞いていいかな……？」

「質問ひとつにつき、魔ま方ほう陣じんひとつ解除」

「そ、そうだったっけ」

　ボス机に鎮ちん座ざする璃理佳のまわりに、幾き何か学がく的な紋もん様ようが浮うかび上がっている。その多数の敷ふ設せつ型対人魔方陣と向き合い、玖式は唾つばをのみこんだ。

　みんなで班室に集まって期末試験へ向けた勉強をやろう、と決まったところまではよかった。だが璃理佳は質問の多い玖式に対して、血も涙なみだもない試練を設けた。

「きりゅーさーん……？」

　仕方なく、璃理佳の手前に座っている霧生に近づく。その後ろに巨きよ大だいな四し肢しを持つ幽ゆう鬼きめいた一いつ角かく獣じゆうが横たわっているのにも、すでに慣れたものだ。

　霧生は真しん剣けんな顔でノートに向かい合っていた。

「わからない！　どうしていつもこうなるの!?」

「そんなに難しい問題が……」

　玖式がノートを覗のぞき込むと、手書きの図があった。

　●　●←わたくし

　●　〇

「なんの勉強!?　……よくわからないけど、ちゃんと〇の人が隣となりにいるんじゃ……」

「〇は霊れい体たいなのよ!?」

「知らないよ！」

　涙目で訴うつたえてくる霧生に困り果てていたとき、部屋の扉とびらが勢いよく開かれた。

「助けてくれ！」

　飛び込んできたのは主城だ。頭とシャツの胸むな元もとが赤い液体でべっとりと染まっている。

「主城さーん！　いったいどうしたんですか～!?」

「ひぃいいいいい！」

　後から現れたレディに、主城は床ゆかをゴキブリのように這はいすさった。

「どうしたの？」

「それが、食堂でトマトジュースを飲んでいたら主城さんが急に悲鳴を上げて、それでびっくりして中身をひっかけてしまって……」

「それ本当にトマトジュースか!?　間違いない!?」

「ほんとうですよ。大好物なんですけど、そんなにヘンでしょうか……？」

「えっと、変ていうかレディがそれやると、ちょっと笑えないっていうか」

　首をかしげる無む垢くな表情のなかに、やや鋭すぎる八や重え歯ばがちらりとのぞいた。

「玖式、笑って」

　石のように魔術書に没ぼつ頭とうしていたはずの璃理佳が、顔を上げて言った。

「これからは、いつでも。どんなときでも」

「璃理佳……」

　璃理佳の優やさしい言葉が、胸に染み入った。

「正確に言っておくと、昨日の十八時二十四分以降笑ってない。二十四時五分に深夜番組を見てちょっと笑いかけたけど、まだだめ」

「細かい!?　ってなんでそこまで知ってるの!?」

「？　私が玖式のことで、わからないことなんてない」

　正直、幼なじみのことがすこし怖こわいと思った。

　一方、ようやく言葉の意味に気づいたレディの頭上に、！マークが点ともる。

「ひどいです玖式さん！　わたしそんなことしません。古典的な偏へん見けんです！」

「わ、わかってるってば。ちょっと落ち着いて、じゃないと……」

　必死に詰つめ寄るレディは足をもつれさせ、玖式をまきこんで盛せい大だいに転てん倒とうした。

「いたた……」

「！　くく玖式さん……、そんな、いけないです……」

「れ、レディ？　大だい丈じよう夫ぶなら、どいて欲しかったり……」

　なぜか体重を預けてくるレディを支えつつ身を起こすと、背中に冷気を感じた。

　璃理佳がこちらをじっと見ていた。その黒い瞳の深しん淵えんさに怖おぞ気けがはしる。

　この眼めは非常に良くない。

「り、璃理佳？　なんだか目にハイライトがないよ？　おかしいよ？」

「時間切れ」

　璃理佳が杖つえを手に、スペルを唱えた。魔方陣が起動する。

「そんなルールあった!?」

　足元から雷らい撃げきがほとばしる。ぎりぎりで回かい避ひ。靴くつ先が焦こげる。その余波をくらった掃そう除じロボットが誤作動を起こし、ちょうど目を覚ました霧生のところに向かって突とつ進しんした。

「きゃっ！」

　霧生がひっくり返る。主人を攻こう撃げきされたと認にん識しきした霊れい獣じゆうが立ち上がり、立てば人の身を越こすほどの巨きよ体たいから凄せい絶ぜつな霊気がほとばしる。

《やはりからくりの類たぐいは信用ならぬ。今日こそ成敗してくれる》

　その隣でレディが起動する魔方陣を見て悲鳴を上げた。

「この魔方陣は、まさかわたくしを退治するために!?　やっぱりそうなんですね～!!」

「ち、ちがうって！　それは僕を試ためすために璃理佳が、って──」

　学園随ずい一いちの魔術師の魔方陣から、壮そう絶ぜつな火柱がたち昇のぼる。

　まったくもって試験勉強などできるはずもなかった。

　そのとき、ばん！　と勢いよく扉が開かれた。

　全員が固まる。

　廊ろう下かの窓からの光を背に、異い彩さいを放つ姿の少女が仁に王おう立ちしていた。

　きらびやかなブロンド。白い肌はだに碧へき眼がん。

　そしてなにより異彩を放つ、ロングスカートのメイド服をまとった少女だった。

　少女は振ふり向きかけた玖式の背中にすばやく目をとめた。

「アキラ様！」

　叫さけんだ名前とは裏腹に、飛び込む勢いで玖式に抱だきついた。

「え、えぇ!?」

　やわらかな胸の感かん触しよくが押し当てられ、頰ほおが熱くなる。

　殺気立った璃理佳とむっとしたレディが立ち上がり、霧生がきょどり、主城がうんざりした様子で顔を覆おおった。

　背後の壮絶な気配と密着した少女に、玖式はたっぷりと冷ひや汗あせをかく。

　どうやら、また一ひと悶もん着ちやく起きることは間ま違ちがいなさそうだった。





［了］









　あとがき







　皆みなさま初めまして。来きす生ぎ直なお紀きと申します。




　本作は「ライトノベルとして、とことん王道でストレートなものを自分なりに書いてみよう」という思いから始まりました。

　というのも本作は幸運にも第二十四回後期ファンタジア大賞で銀賞を頂くことができましたが、実は前期にも別の作品を投とう稿こうしていました。

　それは「就活生が誘ゆう拐かい事件をステルス戦せん闘とう機の爆ばく撃げき能力を使って解決する」といった、自分でいま書いていてもややマイナーなお話だったのですが、とにかくハリウッド映画的なストーリーをやりたい！　「近接航空支し援えん」──この言葉のなんとロマンの溢あふれることか。これをぜひみんなにもわかってもらいたい……！　そんな思いから書き上げた作品でした。が、途と中ちゆうで力ちか及らおよばず落選。

「な、なぜだ!?　いや、そもそも題材がニッチすぎるのでは……」

　といった反省・反動を経ての、王道勝負の企き画かく作りがスタートしたのです。

　ストレートなもの、異能力バトルとかだろうか。ではそのとき核かくになる能力はなんだろうか。オーソドックスなものでいえば、魔ま術じゆつ。他には……超ちよう能のう力りよく？　霊れい能のう力りよくとかもあるし。じゃあ、全部出そう。あとメカ分も欲しいな。だったら前作の戦闘機も出してしまえ。魔術と霊能力と超能力バトルを戦闘機が援えん護ごする。なんとロマンの溢れることか……！

　結果、本来の目的を完全に忘れ出来上がってしまったのが、投稿作『〝異〟能者たちは青春を謳おう歌かする』でした。

　とはいえ、ストーリーの持つ力というものを信じたい、王道的なヒロイックなお話で、どこまでのことができるのか試したい。そういう正気な思いもこの作品を構成していますので、そこはお楽しみいただけると幸いです。




　ここからは謝辞を。

　選考委員の先生方、編集部の方々、読者モニターの方々。望外なチャンスを与あたえていただき大変感謝しております。

　またこの本の出版に携たずさわっていただいた全ての方々に御お礼れい申し上げます。

　前任と後任のお二人の担当編集様。「ハイエンドクオリティな王道」という野望のもと、的確な助言をいただきました。ときおり鋭するどすぎる指し摘てきで心臓と胃が痛かったような錯さつ覚かくもありますが、ともかくお二人がいなければこの作品は完成しませんでした。

　イラストを担当していただいた三み嶋しまくろね様。イラストを見ながら打ち合わせをしていたとき、ふと「ああ、この作品の半分は彼女のものなんだな」と思いました。そこに存在するキャラクターや世界のビジュアルという情報は、まちがいなく自分からは生み出されなかったものだからです。

　プロモーションビデオの楽曲を手がけていただいた司つかさ／19Ｇ様。そのプロフェッショナルな技術と卓たく越えつしたセンスに脱だつ帽ぼうするばかりです。歌を担当していただいた中なか恵え光みつ城き様。はじめて聴きいたとき泣いてしまいそうになりました。ありがとうございました。




　まだ走り始めたばかりですが、自分なりの面白さやロマンといったものを追求して、それを実現していきたいと思います。

　それでは、次回も（でれきば続刊で！）お会いできるのを楽しみにしております。





二〇一三年　八月　来生 直紀
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